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は じ め に

コン ピ ュ'一一タが実 用化 され て以来10数 年 が経 過 し,そ の間ハ ー ドウェアお よび ソ

フ トウェア技 術の急 速 な発 展 は情 報 処理 の広域化 と高度化 をうなが し,こ れ が社会経

済 の高 度成長 に大 き く寄与 してい る ことは言 うまで も ない。

現在 コ ンピ ュー タを利用す る情 報処理 は大 きな転 換期 にあ ると言 われ てい る。す な

わ ち従 来 の単純業 務 の処理 か ら,さ らに有機 的 な情 報処理機能 を実 現す るた め企業,

官公 庁な どの事業体 で は経 営情報 システム の確立 を 目指 して いる。

言 い かえれ ば,こ れ は産業 の再編 成 や企業 の体質 変革 を要求 しいわゆ る情 報革 命 を

現出 せん としている とも言 えよ う。

情 報 処理 産業 は この情報革 命 を担 うもの として登場 してきた。す なわ ち情報 処理装

置 メーカー をは じめ,情 報 処理サ ー ビス業,情 報 サー ビス業,ソ フ トウ ェア開発 業 を

含む この情報 処理産 業 は,知 識先導 型 とも言 われ る明 日の産業構造 を リー ドす る もの

として大 きな期待 が かけ られ ている。

本 書 は当財団 が情報 処理関連 の海外 トピ ックの速 報誌 と して発行 している 「情 報処

理 ニ ュース」 を選 別集成 し新 たな資料 を加 え て総合 した 「スペ シ ャル ・レポ ー ト」 の

第2号 であるが,以 上 の状況 に鑑 み 今回はそ のテ ーマ と して特 に米 国にお け る ソフ ト

ウェア産業 の動 向 を と りあげ,体 系 的 に と りまとめ た ものである。

広 く各位 の御参考 となれば幸 いで ある。

昭 和44年8月

財団法人 日本情報処理開発センター

会長 難 波 捷 吾
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1.コ ン ピ ュー タ産 業 の成 長
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コ ン ピ ュー タが 始 め て 発 表 さ れ
,実 用 化 に 入 って 以 来10数 年,こ の 産業 の偉 大 な

発 展 振 りは 今 さ ら言 うま で も な いが,図1を 見 て も分 か る よ うに 米 国 の 大 手 コ ン ピ

ュー タ企 業 の コ ン ピ ュー タ設 置 状 況 は
,1962年 に は わず か40億 ドル(1兆

4,400億 円)で あ っ た もの が,1968年 に は約137億 ドル(4兆9
,320億 円)

に 達 し,1972年 に は 驚 くな か れ何 と300億 ドル(10兆8
,000億 円)に 達 す

るだ ろ う と言 わ れ て い る 。

コ ン ピ ュー タ産 業 全 体 を リー ドす る王 者 と して のIBMは
,1968年 ま で コ ン ピ

ュー タ市 場 全 体 の71%を 占 有 して お り
,BMを 含 め た大 手8社(SperryRand,

Honeywell,ControlData,NCR
,Burroughs,GeneralElectricRCA)が 市 場 全 体

の98%を 占 め て い た た め残 り2%に そ の 他 の 企 業が 押 し込 ま れ て いた の が実 情 で あ る
。

しか し・ 今 後IBMの 市 場 占有 率 は低 下 し,む しろ新 手 企 業 と して
,非 常 に特 徴 を持
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図1大 手 メーカー の市 場 占有率 と累積 売 り上 げ高
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った コン ピ ュー タ を開 発 して い るScientificDataSystem社(SDS930,940,

945・9300お よ びSigma2・5・7等)お よびDigitalEquipment社(PDP10 ,

PDP11,PDP14,PDP15等)等 が 大 き く浮 か び 上 が って くる だ ろ う。

この 両 社 の株 価 は 図2に 示 す よ うにIBMを 除 く大 手 企 業Burroughs ,CDCと

さ して変 わ りが な い程 伸 び て い る 。

しか し,最 近ScientificDataSystem社 はXerox社 に 吸 収 合 併 さ れ た 。 こ の

Xeroxは 大 資 本 をバ7ク に 中堅 以 上 の 企業 の吸収 合 併 を始 め て お り,業 界 で の 脅 威

とな って い る。
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図2コ ン ピ ュー タ ・メー カ ー の株 価 の推 移

こ うい った コ ン ピ ュー タのCPU'メ ー ガ ー 以 上 に 周 辺 機 器 メー カ ー の成 長 率 は 素

晴 ら しい も のが あ.る 。'図3に 示 す よ うにMemorex,MohawkData等 は 新 手 周 辺

機 器 メ ー カー と して,'TSS等 の 発 展 に 伴 な い ます ま す 伸 び る こ とが 予 想 され て い る。

コ ン ピ ュー タ産 業 の 伸張 率 は,ウ ォー ル街 で も非 常 に 注 目 して い る と こ ろ で あ る が,

こ うい っ たハ ー ドウ ェア に 対 して よ りむ しろ ソ フ トウ ェア産 業 に 今 日 のス ポ ッ トライ
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図3周 辺機器 メーカーの株価 の推移

Fortune1968.8月

トが 当 て られ て い る と言 って よ い だ ろ う
。 大手 ソ フ トウ ェア会 社 の概 況 に っ い て は 後

述 す るhミ ・ ち な み に 図4のCSC(C・mp・terS・i・n。e、C。rp
.)お よ びUCC

(UnverscityComputingCompany)の 株 価 の推 移 を見 て も分 か る よ うに ,ソ フ トウ

ェ ア産 業 が 立 派 な 企 業 と して成 り立 ち
,と りわ け今 日 の最 も注 目 され る べ き成 長 産 業

で あ る こ とが 認 識 され て い る。 特 にUCCは こ こ3年 の 間 に わ ず か15ド ルか ら155ド

ル まで 株 価 が 上 昇 して お り
,同 社 の 売 上 実 績 は1964年 に は690万 ドル だ った

もの カミ1968年 に は3 ,… 万 ドル}。 達 してい る 。

こ うい った ソ フ トウ ェ アお よ び ハ ー ドウ ェア を中 心 と した コン ピ ュー タ産 業 の 今 後

の 成長 は 止 ま る
、と こ ろ を し らな い とい って も よ い 。 しか し,後 述 す る よ うに コ ン ピ ュ

ー タに お け る 標 準 化 とか ハ ー ドウ ェア と ソフ トウ ェア の 価 格 分 離 とい った 問 題 が 解 決

_5_



され て始 めて今後 の成長 が約 束 される とい ってよいだ ろ う。
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図4ソ フ トウ ェア 会 社 の 株価 の推 移
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2.ソ フ トウ ェア産 業





2.1概 .要

今 日の ソフ トウ ェア ・マーケ ッ トの急激 な伸長 には 驚 くべき ものが あ り,コ ンピ ュ

ー タの草分 け時代 のハー ドウェアへ の巨額 の投 資か ら比較す る と
,現 在 ではすでに ソ

フ トウ ェアへの投資 の方が上 まわ っている ことか らもソフ トウ ェア時代へ突 入 した と

い って よい。

コン ピュー タ産業」こお ける ソフ トウェアへのスポ ッ トライ トの理 由 として:

(1)コ ン ピ ュー タ ・ユーザーの数が ハー ドウェアの設置数 以 上の増 加振 りを見せ て い

る。 これは,オ ン ラインに よる中央 コン ピュー タの利用,中 堅企業 にお ける コンピ

ュー タの共 同利用等 も考 え られ る。.

② 多 くのユーザ ーに とって,現 在 第2世 代か ら第3世 代 へ の コン ピュー タ ・システ

ムの移 行 は終 了 した とみ られて いるが,ソ フ トウ ェア の面 か らみ る と未 だ完了 した

とは い えな い。

(3)第2世 代 か ら第3世 代 への システ ムの移 行に よ りその機 構 はますます複雑 とな っ

ているが・ さ らにア プ リケ イシ ・ンの分野 では簡 単 な数値 計算 か ら現在 では企業 に

おける経 営情 報 シス テム(MIS)と い った複雑 な管 理 シス テム まで応 用 され てお り,

このた め高 度の技 術者が要 求 され て いる。

(4)こX数 年来 ユー ザーの外部 か らの ソフ トウ ェア援助 依存が増 加 してお り,こ のた

め独立 した ソフ トウ ェア会社 が急激 に クロー ズア ップされて来 た。

⑤ オ ンライ ン ・リアル タイ ム と しての コンピ ュー タの利用 は これか らますます活発

にな り,こ の ため,タ ー ミナル用 ソフ トウ ェアの需要 が高 ま って いる。

が考 え られるが,勿 論 これだ けの理 由に 止まる もの ではな い。

米国にお いては1970年 にはハー ドウ ェア投 資額 の52億 ドル(1兆8, .720億

円)に 比 べ て ソフ トウ ェアの方は61.5億 ドル(2兆2,140億 円)に 達 す るだろ う

と言われ ている(図5参 照)

一方 ,大 規模 集積 回路(LSI)等 の使 用に よる高速 度演 算 と大容量 の メモ リーによ る

コン ピュー タ利 用 コス トの低 下 に伴 ない100 ,000件 当 た りの平均計算 コス トは,50

-9一
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%近 く減 少 す る が,プ ロ グラ 〔 一 の不 足 と人 件 費 お よび諸 経 費 の 高 騰 に よ り1イ ンス

トラ クシ.ン 当 た りの コス ドは10%以 上 増 加す る こ とに な るだ ろ う(図6参 照)
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こ うい った ことか らも独立 した ソフ トウェア ・サ ー ビス会 社に よ って 占め られ る ソ

フ トウ ェア ・マー ケ ットは1966年 には22%で あ った ものが,1970年 には ,

36.5%に 増加す る こ とになる と見 られ て いる。

八一 ドウ』エアに比 べ て ソフ トウ ェアへ の投資 額 の急激 な増 加は ,マ ーケ ッ ト・シ ェ

アか ら見 て も ソフ トウ ェアが立 派 な企 業 として成 り立 つ ことを証 明 してい る。.と りわ

け,有 能 な プ ログラマ ーのマネ イジ ャー とか管理 者層へ の移行,エ キ スパ ー トにな る

た めに要 する長期 の訓練 期間 と経験年 数か らの今 日の熟練 プログラマ ーの不 足 は重 要

な問題 とな ってお り・1970年 には 米 国では5万 人 ～6万 人が 不足 す るだ ろ うと言

われ ている。 したが って,ハ ー ドウ ェア ・メー カーが プ ログラマー を抱 える困難 さ,

さ らに第3世 代 の コン ピ ューータ といわ れ る今 日の装 置 の複雑 な機構 とそ の急 激 な成 長

性 は,ま す ます ソフ トウ ェア分野 に おけ る独立 した企業 の成長 を要 求 して いる。

さらに,し ば しば ユーザ ーが ソフ トウ ェアに対す る認識不足 によ り,コ ン ピ ュー タ

利用 の効 界 を失 してい る こと,ま た今 日の複雑 な ソフ トウ ェア ・システ ム作成 のため

の高度 な分 析能 力を持 つ技 術者 の不 足等 か ら,ユ ーザ ーが外部 の専 門家 をパ ー ト ・タ

イ ムで利用す るケースが生まれ て いる。 この場合,数 時間の システム ・デザ イ ンか ら,

システ ム全体 にわ たる コンサル タン トまで,費 用に して数千万 ドルに達 す る ものまで

ある。一方,プ ログラマーの費用 は,仕 事 の内容に よ り1時 間10ド ル(3,600円)

位 か ら,シ ステ ム ・ア ナ リス トと して の30ド ル(10,800円)に 至 る まで様 々とな

ってい る。このた め,公 共性 を持 つ ソフ トウ ェア会社 をユーザーが何 時 でも利用で き

る ことを望んで お り,す でに,現 在,米 国では中小企業 を含め て1,000以 上 の ソフ

ドウェァ会 社があ り,ま す ます 増加の一途 をた どって いる。

汎用 プ ログラムにっ いては,コ ンピ ュー タを特 殊 な 目的 に使 用す るユーザ ー を除 け

ば,非 常 に利用価値 の あるものに なるだ ろ う。 これは小型 コンピ ュータの急激 な増 加,

コン ピュータ ・マーケ ットの成 長性,数 々のア プ リケイシ ・ンの要 求 と相ま って非常

に需 要 度 の高 いもの とな ってい る。現 在 のハー ドウ ェア ・メーカーの セール ス ・ポ イ

ン トは しば しば ソフ トウ ェアの充足度 に よ って左右 される と言わ れて いる,が,高 度な

性 能 を持 つ ソフ トウェアは,む しろ独 立 した ソフ トウ ェア会社で開発 されるべ きで,
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ハ ー ドウ ェア ・メー カー は,ハ ー ドウ ェアだけ に専 念 す れば よいこ とに なる。

「IBMは 第3世 代 のシステ ムのための ソフ トウ ェア,DOS,TOSお よびOSの た

めの年 間約6千 万 ドル(216億 円)を 費や して いる。 しか し・ これ を独立 した ソフ

トウェア会 社に まかせ ば,2～3百 万 ドル(7億2千 万 円～10億 円)位 で開 発で き

る 」と?rogramatics社 の社長DavidFergusonは 述 べてい る。

一方 ,今 日急 激 に話題に のぼ っている特 殊情報 提供 サービスに関するマーケ ヅトは実質

的 なマ_ジ ンを得 る非常 に有 望 な分野 とされ てお り,と りわ け効果的 な マネー ミ～メン

ド,技 術者 の導入,「 ワーキ ング ・プ ログラ ム 」の利用,強 力 なマーケ ット戦 略は,

この分野 で成功す るため の大 きな要素 であ る。

2.2汎 用 ソ フ トウ エア ・プ ログ ラ ムの 開発

汎用 プロ グラムは,非 常に適応性 が あ り,経 済的 に見て も既 製品 を使用 す る ことに

より安価 に手 に入れ る ことが できる等 の利 点か らみ て,今 後 とも増 加 して当然 であ る

とい うのが圧倒的意 見で ある。 しか し,平 均 的汎用 プ ログラムのア プ リケイ シ ・ソの

うち約75%は,需 要に完全 にマ ッチ したもの とは考 え られ ないため,余 りに も一般

的 な汎用 プ ログラ ムは,む しろ効果 が少な い もの とな ってい る。

例 えば,イ ン プ ット ・フ ォーマ ッ トが特定 の形 で定 め られて いる とか,必 要 なデ ー

タの種 類が ど うい うものか とい うこ と,同 じ結果 を生 む シス テムに した って この プロ

グラムが利用 す る企業 の状態 にマ ッチ して いるか して いないかが問 題 となる。 しか し,

こ うい った問題が プ ログラムの開発 そ のものを妨 げる こ とにな るのな ら,少 々手間が

掛 か って も仕 方が ないだ ろ う。例 えば,あ る ソフ トウ ェア会社が汎用 プログラムをマ

_ケ ッ トで販 売す る場 合 には,少 な くとも10%か ら15%の 需 要が なけれ ば商売 が

成 り立 た ない が,と りわけ,同 じよ うなプ ログラムが,市 場 に 出てい る場合 は,マ ー

ケ ッ ト ・シ ェアの確 保 のためには,こ の需 要度 の測定 は,重 要 なこ とであ る。例 えば

現在,米 国 では,約20、0に も上 る給料 シス テムが利 用 され てお り・そ の市 場拡張 に

しのぎ をけず って いる。 特別に カス トマー用 に銚 らえたプ ログラムで さえ5%か ら6 ,
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%で あ るのに,「 パ ン とバ ター 」のよ うに需 要 に完 全に マ ッチ したプ ログラムはわず

か25%か ら3%に す ぎない。

.汎用 ソフ トウ ェア ・プ ログ ラムの大 幅 な利用

この汎用 ソフ トウ ェア ・プログラムが大幅 に利用 され るには,少 な くとも今後4,

5年 掛か るだ ろ う とい う見方が強 い。 とい うのは,広 範 囲に利用 で きる プ ログラム作

成 の困難性 お よび 大規模 な マーケ ットにお いて汎 用 プ ログラム を徹底 させ る とい う観

点か ら判断 して も この ことが 言え る。

しか し,現 在 の大企業 にお ける熟練 プログラマー の不 足,プ ログラムの開発費 が共

同出資 の形 を と って いるた めに廉価 であ る こと,小 型 コンピ ュー タを独 自に導 入 して

いる企業 が増加 している こ と,要 員数 の不足等 か ら汎用 プログラムのマ ーケ ッ ト・シ

ェアの拡大 は加速 度的 に すすんでいくことになるだ ろ う。 しか し,こ うい った汎 用 プ ロ

グラムが企業 内 で利用 され る場合 には,企 業 内情 報の機密 保護,実 際 の応 用 に際 し,果

して適応す るのか を判 定す る ための コン ピュータ ・プ ログラムに 対す る専 門知 識 の不

足等 の問 題が あ り,こ うい った顧客 の受 け入れ態勢 の不 足か ら汎用 プ ログ ラ ムの発展

を抑制 して いる とも言 える。

汎 用プ ログ ラム のマー ケ ッ ト

以下に示す分野 は 大 きなマ ーケ ッ トとな りうるが,も ちろん これ だけ に止 ま らない。

○保険会社 ○航 空会社 ○顧客 に品物 を販売す る企業 ○公認会計 士

た とえば製造 企業 で は,汎 用 プ ログラムは貨物 輸送 の ための交通 管理 とい った管理

問題に利用 され る。そ の他 不動産 のデー タ,銀 行 の商業 用会計 問題 を取 り扱 うために

も広 く利用 され るだ ろう。 こ うい った こ とか ら汎用 プロ グラムは誰 もが必 要 と し 種

々様 々な産業分 野 で利用 され る ことになるだ ろ う。

汎用 プ ロ グ ラ ム 分野 で企業 として成 功す るための要 因

a.有 能 な プ ログラマー の充分 な確保

b.ソ フ トウ ェア ・ビジネスにおける関心 を深 め,名 声 を高 め る。

c.堅 実 な マー ケテ ィング組織(有 能 なハ ー ドウ ェアの知識 もあるセール ス ・マ ン

の確保)
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d.適 当な財務管理

e.高 額 な開発費 への投資 を補 うため政 府関係 の業務 を請 け負 う。 これ は・政 府の ,

プ ロジ ェク トは大規 模 な ものが多 く金 銭的 支払 い条件 も良 い所 か らきている。

ハー ドウ ェア ・メー カー によ る影響

ハー ドウ ェア ・メーカ ーが汎用 プ ログラムを顧客 に無料 で提供 す る状態 は今だ続い

てお り,こ のメー カーか らの過 剰サ ー ビスに よ って ソフ トウ ェア ・マー ケ ッ トが荒 さ

れて いる ことは事実 であ る。 しか しこの状態 は随 時解決 されつつ あ り,と くに ソフ ト

ウ ェア ・プログラム開発 には莫大 な費 用が掛 か ること,ユ ーザ ーの要求 に完全にマ ッ

チ したパ ッケイ ジを作成す る困 難 さ,ソ フ トウ ェア会社が提 供す るの と同程度 の性 能

を持つ プ ログラムを開発 す る には;人 員的 に も,時 間的に も非常 に困難 であ る ことさ

らにハー ドウ ェア とソ フ トウ ェアの価格分離 が実施 されつつ ある こ とか らも,ハ ー ド

ウ ェア.メ_カ ーの ソフ トウ ェアへ のサ ー ビスは減少 して い くことにな り・近 い将来

ソ フ トウ 圭ア部門 は完全 に切 り離 され る ことに なるだ ろ う。 しか し・ ハ ー ド ウ エ ア

だけ で ソフドウェア もカバ ーで きる よ うなシ ステムの開 発は当分 無理 であ ろ う。確 か

に第4世 代 の コンピ ュータ といわ れる 「ファーム・ウ ェア 」の開発 は ソフ トウ ェアの汎

用 の部分 をマイ クロ ・プ ログラ ミン グに よ り解決 しよ うとす る考 えを持 って いるが,

これに して も極 くわずか の プロ グラム ・ステ ップだけ に適用 されるも のであ って,プ

ロ グラム全体 を組み込 む まで には至 らない。 さ らに,現 在 の汎用 プ ログラムに対す る

要求 の強 さは,こ うい った 「フ ァー ム ・ウェア 」の実現 を待 つ こ とが できな い程強 力

　

な ものであ って,汎 用 プ ログラムは独 自の発 展 の道 をた ど らて いる。

2.5タ ー ミ ナ ル 用 ソ フ トウ ェ ア

こ こ数年 来,種 々の マ ル チ ・ア クセ ス ・コ ン ピ ュ ーテ ィン グ ・シ ス テ ム の可 能 性 と

そ の研 究 が,大 学,研 究所,メ ー カ ーの 間 で行 な わ れ て き た が,特 に 最近 「マ ル チ ・

ア クセ ス ・コ ン ピ ュー タ 」,「 タ イ ム シ ェア リン グ ・シ ス テ ム 」,「 デ ー タ の通 信 ネ

ッ トワー ク 」 とい った 言 葉 の基 に この シ ス テ ムが コン ピ ュー タ 利用 技 術 の最 も重 要 な
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分野 を占めるも のの1つ であ る こ とが認 識 され始 めた。今 日,急 激 に この分野 での技

術的 進歩が 見 られ,多 くの大 企業 ではその主要業務 にオ ン ライン ・コン ソール.タ ー

ミナル を用い て いる 。例 えば ・航 空機 の座 席予約 ,ホ テル ・劇場 の予 約,保 険会社,

株式 仲 買業 の照会業 務等 に利用 されて いる。 これ らのサ ー ビスは ,今 まで ソース ・デ

タをパ ンチ し,そ れ を集 めてセ ンターに運 搬 して いた ものが ,タ ー ミナルか らデー タ'

をイ ンプ ッ トしてや れば良 い こ とになる。そ の他 の利用業 務 と しては ,情 報提 供サ_

ビスが ある。 こ れ は,中 央 の セ ン タ ー に収 集 さ れ た 企 業 内 お よ び 企 業 外情

報 を オ ン ラ イ ン で 提 供 す るものである。 また,学 校教 育で各生徒 に コン ソール を

持 たせ て教 育 を行 な う方法・ さ らには小 型化 された コン ソール を家 庭 に持 ち込 む ご
.と

さえも夢 ではな くな ・て いる・ この種 のオ ゾライン ・・ン ソール ・ター ミナル として

は,TELEXと か,TWXス テイ シ ョンが あ り,例 えばWesternUnionの イ ンフ ォ

メーシ ・ン ・サ ー ビス ・コン ピュータ ・システ ムには1万6千 に も昇 るT肌EXス テ

イ シ ・ンが利用 されて いる。 しか し,オ ンライ ン ・ター ミナ ルの普 及 によ って生 じる

重 要な問題 として・ コン ピュー タ とター ミナル を結ぶ通 信回線 の管理 と規制 が上 げ ら

れ る。米国 では・ この問 題はFCC(FederalCommunicationCommission)で 取 り

上 げ られて いるか,利 用 側に とっても っと切実 な問題は ,タ ー ミナル機器 と通 信回線

の コス トであ ろ う。.この問題 解 決の ため に,現 在,タ ッチ トー ン電話機 と ・々,商 用 テ

レビ,通 信衛 星等 の研 究が行 なわれて いる。 しか し,こ うい ったハー ドウェアの問 題

よ りも・む しろ ソフ トウaエアに関 す る事態 は急 を要 している。現 在,米 国 ではす でに

7万 台の リモー ト・ター ミナ ルが使 用 され てお り,1972年 には20万 台か ら35

万台 に達す るだ ろ うと言わ れ て いる。

現在 ・マ ン ・マ シン ・プ ロシデ ュアには少 な くとも1千 の命令が必 要で あ り,こ の

命令1っ 当た りのコストが9ド ルで1972年 にターミナルの数 が30万 台 に達 したと仮定 す

ると・27億 ド・レ(7920即)の プ・グラミング費 用 が必 要 となる
.こ れに対 拠 す るための プ 。

グラマー数 の確保はまず 不 可能 と い って よいだろう
。 しか し,こ れ らソフ トウェアを汎 用 プロ グ ラ

ミング'パ ツケイジとして作 成 することにより
,プ ログラマー数 の 不足 をカバー することができる。

バ ・チ 処 理 用 に 開 発 されたシステムとしてのア
・セガ ラー,・ ンパイラーr7ジ 。ブモニタr、/。
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コン セ ン トレー シ ョン さ らに は,ソ ー ト ・ジ ェネ レイ ター,フ ァイ ル ・マ ネ ー ジ メ ン

ト等 は 当 然 これ か らオ ン ラ イ ン 用 と して開 発 され ね ば な らな い。 これ らの シス テ ム に

関 して汎 用 と な り得 る要 素 は

○ エ グゼ クテ ィ ブ も しく はオ づ レイテ ィン グ'シ ス テ ム

○ 通 信 処 理 用 ソ フ トウ ェア ㌧

○ 情 報 マ ネ ー ジ メ ン ト ・ソ フ トウ ェア

○ タ ー ミナ ル用 ソ フ トウ エア ー

が 上 げ られ る。 特 に ター ミナル用ソフ トウェアとしては,キ ャラ ク ター お よび グラ フ ィ ック

のデ ィス プ レイ装 置 の 処 理 を必 要 と して お り,現 在 の シ ス テ ム の 複雑 な機 構 性 と相 ま

って,重 要 な 課 題 と な って い る。 ・

IBMは,シ ス テ ム360用 の 汎 用 オ ペ レ イテ ィ ン グ ・シ ス テ ム を作 成 し,テ レ プ

ロセ ッシ ン グ ・パ ッケ イ ジ お よ び汎 用 イ ン フ ォメー シ ・ ン ・シ ス テ ム を作 成 した 。 し

か し,IBMを 含 め た どの メ ー カ ー も汎 用 ター ミナ ル用 ソフ トウ ェア の重 要性 を認 識

して い る とは い えな い 。

こ うい った汎 用 プ ロ グ ラ ミン グ ・パ ッケイ ジが 備 え られ,完 全 な形 で 利 用が 行 な わ

れ る よ うに な れ ば,ユ ーザ ー を コ ン ピ ュー タ 自身 か ら遠 ざけ,今 まで の よ うに コン ピ

ュー タに 付 き切 りで あ っ た プ ロ グ ラマ ー とか オ ペ レー タ ー を必 要 と しな くな り,こ の

面 で も ソ フ トウ ェア 要 員 の不 足 を カバ ー で き る こ とに な る 。

2.4特 殊 情報提 供 サー ビス

この特殊 情報提供サ ー ビス と して考 え られ るマ ーケ ッ トは,銀 行 におけ る財務 デー

タ処理,商 業 用デ ー タ(給 料計 算,収 支 決算,在 庫 の保持 と管 理),公 認会計 士用デ

ー・処理 縮 および館 に関す る会 社 のオ ンライ ン ・デ ー処 理ほ 邦政 府関係・

石油産業(精 製業 務およびOR),地 方官庁 とい ったイ ンハ ウス の ものか ら外部情 報提供

サ_ビ スまで様 々の ものが ある。多 くの特 殊情報サ ー ビス を受 け るユ ーザ ーは・ も し・
1

:可能 な ら彼 等独 自に システ ム を開発 したい と考 えて いるが・今 日のハー ドウ ェア'シ
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●

ステ ムの機 構の複雑 さか ら,ま ず 不可能 とい ってよい。 また,シ ステム開発 に要す る

多額 の資 本,有 能な技 術者 の不 足,ユ ー ザーが このサ ー ビスだけ利用す る ため に ,コ

ン ピュータを導入 した り,他 の同業者 と運 転資金 を投資 して共 同で利 用す る とい った

ことを嫌 うこ とか ら・特 殊情報提供 サー ビスは 今後 ます ます発展 向上 す る こ とにな る

だ ろ う。

特殊情 報提供 サー ビスの大手企業 と しては

ihfprmatics,AutomaticDataProcessingInc.,Computing&Software
,

C-E-1-RComputerSciencesCorp,ComputerApPIicationsInc .Computer

UsageCorp.,PlanningResearchCorp .,SystemsDevelopment,AriesCorp.

等 が あげ られ る が,こ うい った サ ー ビス を行 な う企 業 と して は,独 立 した ソ フ トウ ェ

ア 会社 が 適 当 で あ ろ うと い う のが大 方 の 意 見 で あ る 。 しか し,今 の段 階 で とや か く言

うの は早 急 で あ り,ま ず デ ー タ の コ ミ ュニ ケ ー シ ・ンの 開発 が 取 り合 えず 開 発 され な

け れば な らな い し,そ の 他情 報 の ニ ー ズ,情 報 の 分 析 等 種 々 の解 決 さ れ な け れ ば な ら

な い問 題 が あ る 。

これ か らの産 業 分 野 に ソフ トウ ェアが 重 要 視 され る こ とは ,ソ フ トウ ェ ア会 社 が 強

力 な技 術 的 機 能 を持 って い る こ とか らも明 らか で あ る 。 と りわ け
,大 規 模 な ソ フ トウ

ェア 会 社 は ス タ ー トが 非 常 に 早 か った た め に
,イ ン ハ ウス 用 の プ ロ グラ ム を開 発 して

持 って いる こ と,財 政 上 に も余 裕 が あ り,新 しい シ ス テ ム開 発 に か な りの投 資 を行 な

えるこ とか らも この分野 では有利で ある.ま た ,サ ゴ ス ・セ ンタ_の 舌L立に よ り

競争が 厳 しくな って も・独立 した ソフ トウ ェア会社 は,優 秀な技術者 を抱 えてい るた

め・今 日の複雑 な機構 を持 つ ハー ドウ ェア に対 処す るこ とが で きることか らも非常 に

有利 な立場 に ある。

特殊 情報提供 サ ー ビスの分野 で成 功す るため の要素

　

a.効 果 的 な マ ネ ー ジ メ ン ト

b.優 秀 な 技 術 者 を持 つ こ と

c.効 果 的 な プ ロ グ ラ ム の提 供

d.強 力 な マ ー ケ ッテ ィン グ組 織
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す でに,良 くない ソフ トウ ェア会社 は消滅 しているが,有 利 なマ ーケ ッ ト ・シ ェア

を持 つ企業 でも利益が 非常 に少 な く経験 の不足 のた め,経 営 の苦 しい時代 を経 て,今

日の立 場 を築い ているわ けであ る。

特 殊情報提 供サ ー ビスの一分野 と して,技 術的 文書 のIR(情 報 検索)を 行 な い資

料 を提 供す るサー ビスにつ いては,連 邦 政府 内に米 国医学図書館 とか,軍 関係,航 空

会社 等 が明 らか に して いるが,デ イ リー で 更新 され るよ うな情報 をサ ー ビスす るビジ

ネスにっ い ては情報 等につ いては,資 料 お よびデー タの不足 のた め,こ こで明 らかに

す る こ とは できない。

■

■
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3.ソ フ トウ ェアの将来 と問題 点

 

■



・

■

'



5.1概 要

ソフ トウ ェア産業 の成長 に よ り生 じる種 々の問題 があ る。例えば,プ ログラマー と

か システ ム ・アナ リス トとい った要 員 の不足 ,標 準化,特 許権 および ハー ドウ ェア と

ソフ トウ ェアの価格分離等が ある。要 員の 不足 は ,す ぐに解決す る ことは困難 であ る

が,コ ン ピュー タ分野 への大量 の人 員の投 入 による他は ないだろ う。現在,米 国 では

高 校,大 学,私 設 の コン ピュー タ訓 練所 によ り,要 員の訓練 と教育 を行 な って い るが ,

これ らの プ ログラマーは,学 校卒業 後2,3年 の経験年 数 を経 て ,そ れぞれの専門 分

野 で活躍 す る こ とに なるだろ う。標 準化,特 許 権,価 格 分離 に ついては後述 す るが ,

今 日の 独立 した ソフ トウ ェア会社 の増 加に ついて も,未 だ ハー ドウ ェア ,メ ー カーの

援 助 を必要 と しでい る とい った こ とか らも,こ れ らの問 題 が生 じて くる。

3・2ソ フ トウエ ア の 将 来 の 傾 向.

マー ケ ッ ト発達 の可能性 と成長度

今 日,ソ フ トウ〉ア産 業は急 激 な成 長 を見 せ てい る。 ソフ トウ ェアが コ ンピ ュー タ

の機 能の 重要 な部 分 を占め るこ とが認識 されて以来 巨額 の研 究開発 費が投資 され
,ハ

ー ドウ ェア ・メー カーが ソフ トウ ェアの サー ビス も併せ て行 な う場合 に は コン ピ ュー

タ作成 その もの の費用 に劣 らない位の金額 を必要 として い る。

未 だ大 手 ハー ドウ ェア ・メー カーは ソフ トウ ェア ・サ ー ビスを行 な ってい るが ,複

雑 な問 題 とシステ ムに対 処す る優秀 な技 術者 の不足 か らむ しろ独立 した ソフ トウ ェア

会社 の成 長 に取 って変 わ りつつ ある。 これ らの ソフ トウ ェア会社 の マー ケ ットの急激

な成長 には驚 くべ きものが あ り,1967年 には す でに ソフ トウェアの開発 費 は ハー

ドウ ェアのそれ を しのいでい る 。

ソフ トウ ェア の販売 は独立 した ソフ トウ ェア会社 に よ って行 なわれ,す でに1964

年 の5千 万 ドル(180億 円)に 対 し,1966年 には2億 ドル(360億 円)に 達

している。
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図7EDP関 連 分野 の出荷高

ソフ トウエア産業の傾 向

個 々の独 立 した ソフ トウ ェア会社 は,大 企 業で利用 で き,要 求 に応 え られ る よ うな

特徴 を持 った ソフ トウェア ・パ ッケ ージを開 発 するべ きで,こ のパ ッケー ジは将来 さ

らに汎 用性 を持 たせ,同 種 の企業 に適応 で きる よ う研 究開発 され るべ きで ある 。独立

した ソフ トウ ェア会社 は,ハ ー ドウ ェア ・メーカーや ユー ザーを離 れた有能 なプ ログ

ラマ ーを抱 え,プ ログラマーには賃金 の面 で も有 利 な条件 を与 える こ とに よ りこ うい

った企業 は ます ます成 長 してい くこ とになる だろ う。 しか し,こ うい った ソフ トウェ

ア会社 が乱立 す る ことに なれば,当 然弱小 企業 は大企業 に吸収 され るだ ろ う し,大 企

業 同志 の合併問題 も起 って くるだ ろ う。 ちなみに米国 で1966年 には,1,130社

もあ ったサー ビス ・セ ン ターは,1971年 には565社 とな り・5年 の うちに約

50%の 減 少 を見 るだ ろ うと言わ れてい る。
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オ ン ラ イ ン ・リア ル タ イ ム ・シ ス テ ムの 開 発 成 長 に よ り,汎 用 プ ロ グラ ムの将 来 は

長 距 離 の デ ー ター伝 送 に密 接 に関 係 して くる だ ろ う。一 方 小型 コン ピ ュー タ を ユ ー ザ

ー が 自社 で所 有 す る傾 向 も表 わ れ
,こ の ミニ ・コン ピ ュー タは オ ン ラ イ ン,リ ア ル タ

イ ム に よる 大 型 コ ン ピ ュー タの 使 用 と共 に 発 展 してい くこ とに な るに 違 い な い 。

特 殊 情 報 提 供 サ ー ビス に関 して は,ユ ー ザ ー の 有 能 な プ ログ ラ マ ー数 の 不足 に よ り.

ま す ま す成 長 す る こ とにな り,こ れ は イ ン ・ハ ウス用 情 報 だ け で な く,産 業 全体 に わ

た る 外部 情 報 を持 った デ ー タ ・バ ン クの 形 成 が 要 求 され る こ とに なる だ ろ う。

一 方
,計 算 に 関 す る平 均 コ ン ピ ュー タ使 用料 金 は 大幅 に低 下 す るが,人 件 費 の 方 は

急 激 に増 加 し,こ の傾 向 は ます ま す 進 む こ とに なる だ ろ う。 さ らに 「フ ァ ー ム ・ウ ェ

ア 」の 名 の基 に,第4世 代 の コ ン ピ ュ・=一タ ・シス テ ム の実 現 も間 近 い 。Standard

ComputerCorporationが 発 表 してい る第4世 代 機 に は,IC-4000

E:FORTRAN,COBOLANDPROBLEMADAPTABLE,IC-3000:

INSTRUMENTATIONMACHINE,IC-7000:TIMESHARINGMACHINE等 が

あ り,す で に 実 用 化 され て い る 。 こ の第4世 代 機 の特 徴 は,外 部 コ ン ピ ュー タ と内部

コ ン ピ ュー タ を持 ち,今 まで の コン パ イ ラ ー に お け るサ ブ ル ー チ ン部 を 内 部 コ ン ピ ュ

ー タで マ イ ク ロ ・プ ロ グ ラ ミニ ン グ化 す る こ とに よ り
,コ ン パ イ ル ・タ イ ム は急 激 に

減 少 して い る 。 ソ フ トウ ェア の 分野 を ハー ドウ ェア で カバ ーす る こ と に よ る第4世 代

機 は,そ の他 今 ま で第2,第3tlt代 機 で 開 発 さ れ た プ ログ ラム ・ライ ブ ラ リー が そ の

ま ま ハ ー ド的 に エ ミュ レー トす る こ とに よ り使 用 で きる特 徴 を持 って い る 。

5.5 標 準 化

こ こ十数年来,デ ータ処理 分野 に おける標準化 の必要性 は世界的 な ものに な ってお

り,多 くの組織が コン ピュー タおよび デー タ処理 分野 の標準化 を行 な うためにそ れぞ

れ委 員会 を設置 して きてい る。国際 標準化 協会(ISO)は,こ の分野 の ために技 術委 員

会TC97を 設置 し,国 際 レベ ルの標 準 を 確立 す るために努 力 してい る。

米 国におけ る コン ピ ュー タ ・メー カー,ユ ーザ ー,ソ フ トウ ェア会 社,プ ログラマ
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一,シ ステム,ア ナ リス トは もとよ りコン ピュータに おけ る非 営利団体,連 邦政府 で

は標準 化が早急 に行 なわ れる こ とを望 んで いる。 とりわけ最近 では,汎 用標準 ア プ リ

ケー シ ・ン,パ ッケージ を作成 す る こ とが要 求 され てお り,コ ン ピ ュー タの各種 周辺

装置 を含 むハ ー ドウ ェア,さ らに プログラ ミング ・ランゲイジ とい った ソフ トウ ェア

両分野 で標 準化 が達 成 されれば,こ の汎用性 はます ます 高 まる ことにな ろ う。

以下,現 在米 国 で実 施 されている標準化 の概要 をデ ー タ処理分野 に重 点 を置 い て示

す 。

公 法89-306

政 府関係 の機 関 とそ れ らの契約者 に よ って使用 され る コンビ ・一タの料金 が急 速に

膨張 し1963年 には,1年 間で約30億 ドル(1,080億 円)に 達 した。この ため

合衆国会計 検査院長 は,連 邦 政府 内で使 用す るた め コン ピ ュータを設置 した方 が良 い

とい う100項 目にわ た る彼 の意見 に基 づ いた会計 検査 報告 が国会 に提出 され た。 こ

の結果,国 会は 大統 領 に,連 邦政府 に よる,連 邦政府 の ための コンピ ュー タ利用 を ど

うすれば効率 良 く行 うこ とが で きるか とい う問題 に広範囲 に わたって調査 を行 なうよう

依頼 した。 これ に対 し大統領 は賛 意 を表 明 し,つ ぎの要 旨の勧告が商務 省長官 に出 さ

れた。

米国 におけ る技 術 的改革 のため,又 政 府機 関へ の専 門的意見 の具 申用 と して,我

々は 商務 長官 に,集 中的 に コンピ ュータの科学 的及 び技術 的な研 究を行 ない得 る よ

うな センターの設 置 に対す る特別 の権限 と管理権 を与 える とい う法律 の制定を勧告

す る,こ の制 定 に っい ては,政 府の関係機 関 に,コ ンピュー タ ・システ ムの開発 と・

それ らに関す る科 学 的及 び技術的問題 に関す る助 言 を行 ない・相談役 としての サー

ビスも含めて行 な うよ う勧告 した い。

これ らの研 究結果 は,予 算局 に よ って作成 された レポ ー'トに報告 されている 。 この

レポー トは大統 領か ら1965年3月,国 会 に提 出 され,国 会は これ(大 統領 自身 の

推薦 文 も含 んでい る)に 関 して,公 法 と して通 過す る よ う努力 し,1965年10月

30日BrooksBil1と して正式 に認可 を受 け た。つづい て,ジ ・ン ソン×統 領が 各政

府機関及 び省に対 して 以下 の声明 を行 な った 。

コンピ ュー タは その他 の現代 の技術 的生産 物 よ りも・政 府が行 な うべ きこと・ さ
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らにいか に行 な うべ きか とい うこ とで,非 常 に大 きな影 響を与 えつつあ る。私 は

「政 府 におけ るマ ネイ ジメ ン トレポー ト」が予算 局 か ら提 出され たの に賛同を表 明

し,こ れ らの実施 につい て,さ らに くわ しい 青写 真を 作成す るこ とに努力す るよ う

依頼 した い。国会 は昨年10月 に公法89-306が 制定 された

のを 機会 に・ この必 要性 について認識 す るべ きであ る。 この公法 の制定 に伴い,以

下 の政府関係 機関 に対 して,特 別 の権限 を与え る もの とす る。

① 予算局(BureauoftheBudget)

② 調達本 部(GeneralServiceAdministration)

③ 商務省(DepartmentofCommerce)

連 邦政 府は優 先 的 に,産 業界 と共 に コンピ ュー タの各装 置に関す る互換性 の達

成 に留意 しなけれ ぽな らない。

これ よ り以前,予 算局 か らの回 状A-71は 商務 省 に対 しての責任 を持 つ ことを任

じて いる。 ー

コンピ ュー タの技 術 及び ラ ンゲイ ジに関 して ,自 主 的 コマー シ ャル用 の標準 化 を行

な うのに必 要 な開発,測 定,テ ス トを援助 す るため,実 行部 プ ログラムの 日々の手 引

き と,監 督者 と しての任務 を備 え るこ と。

また これに関 して連邦 政府 に よ って要求 され た互換 性 を,連 邦政府 への正式 の標準

化 と して勧告 を行 な うため改良す るこ と。 このた め政 府 における3つ の組織 を設置 し

た。

①ADPマ ネー ジメ ン トオ フィ ス(OfficeofADPManagement)・ ……予 算局

② 連邦 調達局(FederalSupplyService)… …調達本 部

各装 置の調達 と最 大限 の利用 に対 しての支持 を行 な うため

③NBS'CCST(CenterforComputerSciencesandTechnology)一 …商務省

測 定基準 とADPの 標準 を開発す る こ とに従事す る と同時 に,全 ての連 邦政府 関

＼.係 機 関 に対 して,科 学的 及び技 術的援助 と相談 役 と しての役割 を果 す た め。

ア メ リカ合 衆国 に於 け る 示準 ヒ

USASI(UnitedStatesofAmericaStandardsIhstitute)が ア メ リカに お け る 標

準 化 を行 な う母 体 で あ っ て,合 衆 国 に お け る 標準 化 を行 な う私 的 に支 援 され て い る団
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体 で あ る。 ア メ リカ に お け る 自主 的 標 準 化 を行 な うた め,ア メ リカ政 府 及 び ナ シ ・ナ

ル.ク リア リン グ ・ハ ウ ス(NationalClearighouse)と 密 接 な関 係 を持 って い る。

USASIは138の 通 商 協 会 及 び 専 門 学 会 の 連 邦 局 で あ って,2,000以 上 の 会社 が

支 援 団 体 と して登 録 され て い る。USASIの 主 な 活 動 が 以 下 に 示 され て い る。

1.合 衆国 におけ る標準 化の組織 的 な発 展 を促進 す る。

2.合 衆 国に おけ る国 内標 準化 の発展 と使 用 を促進す る。

3.標 準化 とい う範 囲内で規定 を充分 認識 して いる全て の グルー プの一致 した意見 に

従 って,提 案 され た標準 を合 衆国 の標準 として認 可する ・

4.合 衆国 におけ る標準化活動 に 協力す る。

5.合 衆国及 び 外国 の標準 化に関す る情報 の交換 を行 な う。

6.国 際標準 化活動 の合 衆国 にお け る重要性 を表 示す る。-

2,000以 上 の合 衆国に於 け る標 準化がUSASIの 手続 に従 って,開 発 され認可 され

てい る 。これ らの標 準化は技術,工 業,安 全,及 び消費 品 目の分野 に おい て適用 され

たもので ある。USASIは 数百 に 及ぶ標準 化作 成 に タ ッチ してい る工業 界,労 働 界,政

府関係 の どれ とも競争 を行 なお う としてい るものでは な く,単 に国 内的 な レベルで標

準 化 を促進 す る事 に協 力 し,そ れ をま とめるため の1つ の媒 介的 な存在 にす ぎない ・

コン ピ ュータ と情報 処理分野 に於 け る標準 化委 員会

USASIはISOの ア メ リカ代表 である と共 にISO技 術委 員会97(計 算機 と情報 処理

分野)の 事務局 で もある。以下 にISO/TC97,USASI,BEMA/DPGの 関係 を 図8

に爪 してみる 。

、
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BEMA

ス ポ ン サ ー

DPG

フ ロ ジ ェ ク

ISO......Internati6nalOrganizationfor

Standerdization

USASI......UnitedStatesofAmeri'ca・Standards

Institute

BEMA_.B・ 。・nessE,・ ・pm。n・'M。nu・q。 ・。。。r。

Association

DPG......DataProcessingGroup

ト の 監 .査 と プ ロ ジ ェ ク トへ の 協 力

「

USA標 準 化 委 員 会X3(計 算 機 と情 報 処 理)

GentalInterest

15members

'

Consumer

16members

Producer

13members

図8 ISO/TC97.USASI,BEMA/DPGの 関 係
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X3の 組織

X3委 員会 は専門 用語,問 題 の記述法,プ ログラム言語,デ ータ伝送 に関す る特質、

さらにデー タ処理 機器,装 置,シ ステ ム(こ の場合 プロセス ・コントロール ・システム及

びその他 の開発 されたシ ステ ムを含 んでい る)の 論 理的,物 理 的(電 子的 とい う意味

では ない)な 性 格 を定め る ことに対 す る責 任 を持 って いる 。 「デー タ伝送 に関す る特

質 」とは シンボルに よる記述 法,イ ン プッ ト/ア ウ トプ ットの媒体,フ ォーマ ット・キ

ャラ クターの認識 等 を含 んだ もの を指 している 。現在,L8つ の分科委 員会 がX3委 員

会 の下で扱 われて いるが,X3委 員会 に加 えてISOのTC197に 関連 して,ア メ リ

カ内で 協力す るた めX3国 際諮 問委員会が 設立 され,さ らに最近 イ ンプ ット/ア ウ ト

プ ットの内部 接続 に関 して,そ れ らの標準化 の可 能性,又 可 能 な場合 の実 施方法等 を

考察 す るた め,Hoc委 員会 が設立 された。 これ らの分科委 員会 とワー キン ググループ

の一覧表 を以下 に 示す 。

、
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i

表1 X3の 組 織

.

X3SectiollalCommittee

(ComputersandInformationProcessing)
〉

'

.

Adhoc
'

InternatiqnalAdvisory

SubcommitteesandWorkingGrouPs、 1/Olnterface Committee

'
X3.1 X3.2 X3.3 X3.4・ ・ X3.5 X3.6 X3.7

'

X3.8

Optical Codesand Data, Common

、

Problem MagneticInk DataElements

Character Input/Output Transmission Programming Vocabulary Definition Character andtheirCoded

Recognition 1・anguages andAnalysis Recognition Representation

X3.1.1: X3.2.1: X3.3..1: X3.4.1: X3.5.1: X3.6.1: X3.7.1: X3.8.1

FontDevelopment MagneticTape tiaison 1・anguagetheory. Definition Steering Tec㎞ica1 Terminologyand

(E/AandCL/TT) Maintenance Committee
、

Methodology

X3.1.2: X3.2.2:
「
X3.3.2: X3.4.2 X3.5.2: X3.6.2: X3.8.2

Printing PaperTape Glossary La皿9uage GlossaryAdvisory Data,Characteristics
揚

TimeDesignations

Capabilities Specifications「 Committee

X3.1.3: X3.2.3: X3.3.3: X3.4.3 X3.6.3: X3.8.3

Formatand PunchedCards Formats・ FOKFRAN ProblemDefinition Identificationof

Applications Methods

、

Individualsand

BusipessEntities

X3.2.4: X3.3.4: X3.4.4

X3.1.4: CodeAssignments Control Processor X3.6.4: ▼

Internationa1 Procedures Specificationsand International X3.8.4

OpticalCharacter COBOL、 (TC97/SC7) GeographicUnits

Recognition X3.2.5: 1
.

Data,Formats X3.3.5: X3.4.5 |

RelatedSetsand System USA.inISO/TC X3.6.5 X3.8.5

ApPlications Performance 79/SC5 Flowcharts DataStructuring
.

X3.4.6

X3.2.6: X3.3.6 Programming X3.6.6 X3.8.6

Vocabulary DigitalData Glossary ApPlicatiolls ErrorsandValues

・ TransmiSsion一
L

,

Speeds

X3.4.7

APTStandards
.

X3.4.8
`1

ALGOL

`1 、/日.
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5.4特 許 の 問 題

ソフ トウ エ'ア需要 の増大 に とも な って ソフ トウ ェア会社 が 誕 生 したわけ であ るが・

ソフ トウ ェア会社 の投 資 引 き受 け額 は まだ全体 の うちわ ずかな もので あるが その成 長

ぶ りは きわめ て高 い。 ソフ トウェア会社 は次第 に コン ピュー タ産業 の新興勢 力 として

大 き く浮 かび上 ってきて いる。

ソフ トウ ェアサ ー ビスを提供 してい るのは ソフ トウ ェア会社 だけ ではな く,ユ ーザ

ー もま た ソフ トウ ェアの供給 源 として大 きな役割 をはた している
。ユーザーが外部 に

ソフ トウェアを提供 す る場合 は 自社 で開発 した ソフ トウ ェアを他 の ユーザ ーに一定 の

契約 条件 の も とで売 りわ たす とい った形 を とってい るので ある。 ソフ トウ ェアの流通

にはNASA(米 航空 宇宙 局),国 防省 に よる プロ グラム配 布制度が あ り,ま たCOS

MICの サ ー ビスな ども行 なわ れてい る。

ソフ トウ ェア不足 の声 を うけて メー カーも汎用 ソフ トウェア ・パ ッケイジに力 を入

れ ている。 こ うして メー カー,ソ フ トウ ェア会社,ユ ーザー,政 府機 関が ソフ トウェ

ア流 通 マー ケ ットに参加 して お り,ソ フ トウェアに対 する高い需 要 に こた えるため活

動 してい る。'

ソフ トウェアの保護制度

さて,根 深 い ソフトウェア不 足 を背 景 に自然 に出来上 った ソフ トウ ェア ・マー ケ ット

は,今 後そ の流通機能 を一層強化 す る ためは解決 しなければ な らな い さま ざまな問題

が あ るが,そ の うち最大 の ものは ソフ トウ ェア保護の問題で ある 。

多額 の金 をつぎ込 ん で開発 した ソフ トウ ェアが盗 用 され,複 写 される こ とを一番恐

れ ているのは ソフ トウェア会社 で あろ う。実 際問題 と して安 く使 い易 い プ ログラム を

開発 してゆ こ うとい うソフ トウ ェア会社 には プ ログラムの流通 を円滑 にす る 何 らか

の保 護手段 が必要で あ り,こ れ が あ って始 めて アイデア をセー ルスの メイ ン ・ポイ ン

リ

トとす る ソフ トウ ェア ・セー ルスが成 り立 つ ので ある。 もちろん保護 制度 を必要 とす

るのは ソフ トウ ェア会社 だけでは ない。 ユーザー,メ ー カー,政 府関係機 関 な どソフ

トウェアの流通 に関係 するあ らゆ る機関 が望 む ところであ る。 しか し,その保護制 度 を
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具体的 に どんな ものに した らいい のか とい うこ とになる と各者 さま ざまな思惑 が あ り

一様 ではない。 こ とに ソフ トウェア会社 とメー カーの保 護制度 に対す る考 え方は対立

的関 係 にあ るとい って も言 いす ぎでは ない。'

ソフ トウ ェア特許,著 作権

プ ログラムを保 護す る具体的手段 としては特許 と著作 権法が 検討 されてい る。2つ

の保護 手段 の うち著 作 権 による保 護の実現は早 く,196・4年 か らプ ログラムの著 作

権登録 が許 されてい る。一方 これに比 べて特許 の方は冷淡 な取 りあつかい を受 けてい

たが 「ソフ トウ ェアを特許 に 」とい う声 に押 されて,,1968年 に ソフ トウ ェア特許

第一号 が特許庁 か らADR(AppliedDataResearch)社 に交 付 された。特許公 告番 号

は3,380,029で あ った。 ところで,この著作 権 と特許 による ソフ トウ ェア保護が実

現 した ことに よ って問 題 は解決 したわけでは な く,む しろ問 題は これを も って スター

トした感 が強 いのであ る。

た とえば,著 作 権に よ る ソフトウェアの保 護 につい ては・実 際問題 として色 々な制約

条件 があ る。た とえば"著 作"の 解釈 で あ る。著 作 権 とい うの は"著 作"に 恒 久性 が

あ り,人 間が は っき りとそ れを認識 で きない もので あ って,し か も コピーで きるもの

とい う条件 が必 要 であ る。 したが って コンピュータ ・プログラム も ドキ ュメ ン ト(文 献)

や リス トの場合 は 文句 な くこの条件 に あては まる。 ところが これが カー ドとか磁気 テ

ー プの場 合 は この条件 に あてはま らない 。'しか しプ ログラムは現実 には コンピ ュータ

を コン トロールす るため の もので あるか ら,文 字 で書 か れた文書 よ りも磁気 テ ー プや

カー ド ・デ ックが必 要で あるため,著 作 権法 によ ってプ ログラム を保護 しよ うとす る

人 々は,磁 気テ ー プで コピー を防止す るため,テ ー プ,カ ー ドまで保護 の対 象 を拡 げ,

これ らのテー プ ・カー ドの複写 行為 を制 限す る とい う解釈 を とっている。 しか し,こ

れも解釈 の点で無 理が あ り,全 般的 に著作 権法 で保護す るには複雑 な条件 が多す ぎる6

一方 ,特許 制度 のほうもADRに 第1号 の認可 が下 りたが,こ れが必ず しも ソフ トウ ェ

ア特許 の制度的 確立 を助け る もbと は な ってい ない。 た とえばADRに 特許 を認 可 した

特許庁は,プ ログラムを通常 の特許 として扱 うの は不適 当 であ る とい う態度 を採 ってお

り,ソ フ トウ ェア特許 問題 につい ては前 よ り一層議 論が激 しくな って きた感が あ る。
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た とえば特許庁 で は モー ビル石油 の特 許の 申請 を却 下 して訴訟 事件 に まで発展 して㌦・

る 。

こ うい った状 況 の下 で ソ フ ト ウ ェアの 特 許権 に つ い て 公式 の立 場 で 討 議 しよ うとい

う考 えか ら第1回 の ソ フ トウ ェア 権 大 会 と もい うべ き"TheLawofSoftWare'Th;ジ

・一 ・ワシ ン トン大 学 で開 催 され る こ とに な った
。

第1回"ソ フ トウ ェ ア 権"年 次 大 会 の 開催

ソ フ トウ ェア ま た は プ ロ グ ラム は特 許 に な る の か?ソ フ トウ ェア の 商 品価 値 は?

とい った 問 題 が 第1回 の ソ フ トウ ェア権 大 会 とも い うべ き会 議 で 初 め て 公 け に 討議 さ

れ た ∩

この会 議 は ジ ・一 ジ ・ワ シ ン トン大 学 の コ ン ピ ュ一 夕 ー ズ ・イ ン ・ロウ ・イ ン ス テ

ィテa－ ト とACM(AssociationforComputerMachinery)(特 許 法 協 会)(ARLA)

DPMA(DataprocessingManagementAssociation)の 共 催 で1968年10月

22日 ・'23日 の 両 日 ワシ ン トン で 開 か れ た 。 会 議 は4つ の分 科 会 に わ か れ て行 な わ れ
,

第1セ ・シ ・ンが ソ フ トウ エ ア 産 業 の概 況}・ 関 し,ソ フ トウ ・ ア産 業 とは?ソ フ トウ

ェア とハ ー ドウ ェア との 関 係 ・お よ び価 格 分 離 問 題
・業 界 の統 計 デ ー タ収 集 とそ の傾 向

,

把 握 な どが 検 討 され た 。

第 ・セ ・シ ・ンは特 許 に つ い で,… ウ ・ア特 許 の有 無'そ の ケ ー ス.ス 。 デ,
,

プ ロ グラ ム の 膿 な どで あ る
・ ま た第3セ ・シ ・ンは著 作 権法 関 係 で ,そ の現 状 や 著

作 権 法 で 保 護 で き る限 界 な ど を と りあ げ る 。 第4セ ッシ ・ン は独 禁 法 関 係 で あ る
。

とこ ろ で この ソ フ トウ ェア権 大 会 に は 特 許 庁 か ら波 紋 の石 が投 げ ら れ た
。大 会 の開

催 に先 立 って 特 許 庁 か ら 「コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラム は特 許 制 度 の 対 象 とな らな い
。」

との声 明 が 出 さ れ た の で あ る 。こ の ため ,大 会 は は か らず も こ の特 許 庁 の見 解 をめ ぐ っ

て論 議 が 展 開 さ れる こ とに な った 。特 許 庁 の こ の見 解 の 裏 付 け と して は 「
コ ン ピ ュー

タ ・プ ロ グ ラ ムそ れ 自体 は物 理 的 な ものではな く
,特 許 の 対 象 とは み な さ れ な い,い わ

ゆ る知 能 活 動 で あ る か ら特 許 に よ る保 護 は ふ さ わ し くな い
。 」と い うも の で あ る。

と こ ろ で こ の特 許 庁 の見 解 に 対 して一 般 の特 許 法 律 家 は 次 の よ うな反 対 意 見 を述 べ

て い る 。 す な わ ち,「 コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラ ムは コ ン ピ ュー タ の コ ン トロー ル.メ
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ヵニズムで あ り,コ ン ピ ュー タは この指 令のも とにオペ レイ トされな けれ.ば何 んの実

用価値 もな い。この点 か らす れば プ ログラムは明 らかに機 械装置 で あ り・それ故・立

派 に特許 の対 象 とな り得 る 」とい うもので あ る。なお大 会 では著 作権法に よる保護 に

つい ては見通 しが暗 い との意見 が強 が った 。す なわち・ コ ン ピュータ ・プ ログラムは

著作 権化 で きる とい う意見 が一般 的 で あるが,こ れに よ って どの程度保 護 でき るか と

い う範囲に ついては意見が 一致 しないので ある。

アメ リカ議 会での ソフ トウ ェア特許 問題

こうい った ソフ トウ ェア権大 会で の特 許論争 を しり目に二方 では議会 で ソフ トウ ェ

ア特許制 度 の確立が 努力 されて いる.プ ・ グラ ・ングの特許 化は特許 法 の改正 を扱 ・

ている上院 司法小委 員会 ですす め られてい る。ジ ・ンソン政府 が提 案 した原案 はプ ロ

グラムの問題 を特許 の認 定制度 か らと くに除 外 した もので あるた め関 係者 の間 では不

満 の声 があが ってい る。

上院 で ソフ トウェア特許 問題 に熱心 なのは共和党 の リー ダー・ エベ ッ ト'・ター クソ

ン議 員で あ る。彼 は,「 プ ログラ ムが特許化 されよ うとされま い と特許 事務 所 が ヶ〒ス ・

パ イ ・ケー スで プ ログラムを扱 ってい る現 状 を認 めよ。」と主 張 してい る。彼 は この主

張 を法案 と して起草 したが,上 院 は これに好意的 である と伝 え られ る。 しか しこれが

す ぐ法制 化 に結 びつ くか どうかは疑問視 され ている。.,

Oコ ン ピ ュー タ特許 問題 とモー ビ ル石油公判

昨年12月,コ ン ピ ュー タ特 許問 題 に重大 な影響 を与 え る事件 が起 きて い る。'これは

モー ビル石 油公 判事 件 とい われ る ものであ る。

連邦関税 特許控 訴裁 が 「ソフ トウ ェア部門 で も特 許は成 立す一る。」との見解 を打 ち出.

し,ソ フ トウ ェア特許 の本格的成 立の突破 口を開い たの.であ る。 この公判 のい き さつ

は,有 名 な石油 会社 モー ビル石油が混合気 体中 の ガスの凝集塵 を正確 に測定す る方式

を プ ・グラムに し これ を縦 と して特許品 こ申請 したこ とに始 ま,る・

そ して特許庁 は このモ ー ビル石 油 の申請 を ソフ トウ ェア部門 では特許は成 立 しない

と却 下 したので ある。

これ に際 して,特許庁 は次 の よ うな見 解 を明 らかに した。すなわ ち 「ソフ トウ ェアの
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技 術 は機器 な どの場合 と違 って数式 で示 さ れる ものが多 く,こ れま での特許法 の考 え

方 では特許 と して認 め られな い。 」とい うもの であ る。 ・

モー ビル石油 は この特許庁 の取 扱 いを不満 と して連邦 関税特許控訴裁 へ訴 え,判 決

の運 び とな つたの であ る。

なお特 許庁 は この控 訴裁 の裁 決 を不満 として最高裁 に持 ち込 んだ ため,最 終 的 な結

論 は一年 以上 かか る との ことであ る。'・ ∵'・

さて現在,こ の判決 をめ ぐってあち こ ちで特許論議 が高 ま っている。

まず ワシ ン トンでは モー ビル石油公 判に つい て公聴 会 を開け とい うメー カー ユー

ザー,ソ フ トウ ェア会社 の声が控訴 裁 に寄 せ られてい る。公聴 会 のア ピールに名 を連

らね てい る のはIBM,HoheyWell,ADR,AISC(AssociationofIndependent

SoftwareCo.)な どであ るが メー カー と.ソフ トウ ェア会社 との間 には,は っき りとし

た意見 の対立 があ る。すなわ ち,IBMは なぜ 控 訴裁 が ソラ トウ ェアは特許 では ない とい

う特許庁 の見 解に反対 の立場 を採 ったのか を明確 に説明す べきだ として お り,む しろ

控 訴裁 の解釈が ひ っこめ られる こ とを望 ん でい る。'これ に対 してADRな どは,特 許庁'

の不合理 な考 え方 をっぶす とい う立 場 か らモ ー ビル石油 の場 合の合理性 が こ の際 しっ

か り立 て られ る べ きだ と してい る・ なお・特 許 庁 を支 持 す る側 にはIBM ,Honeywellな

どが あ り,AISC,ADRモ ー ビル 石 油,BellTelephoneな ど は 公 判 を支 持 して い る。

さ て・シ カゴ で は特 許 法 律家,ソ フ トウ ェア会 社,ユ ーザ ー の代 表 を前 に して 次 の3

人 が ソ フ ト ウ ェア 特許 に つ い て 意 見 を述 べ て い る 。 まずNewHampshire大 学 の ミカ

エ ル ・ダ ガ ニ氏 は 「プ ロ グラ ムの 特 許 に よ る保 護 は 競 争 を 害 す るよ うに な る だ ろーう,」

司 法 省 独 禁 局 の ドナ ル ド ・エ ・ベ ー 九一 氏 は,「 ソフ トウ ェア の特 許 化 あ るい は 著 作

権化 は 厳 しい独 禁 問 題 に つ な が る可 能 性 が あ る 。 」'InbormationIndustry

Associationの ポ ー ル ・ザ ル コ ワスキ ー氏 は 「特 許 に よる 保 護 も著 作 権 に よ る保

護 も適 当 で は な い 。 プ ロ グ ラ ム を 保護 す る た め の 新 しい方 法 が 検 討 さ れ る べ き だ 。 」

と述 べ て い る 。

ソ フ トウ ェ ア 特 許 の 今 後 の 問 題 点

ソフ トウ ェア特 許 の主 要 な問 題 は2つ あ る よ'5に 思 お れ る 。1 .つ は ソ フ トウ 三ア そ
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の も の の 定 義 づ け とも う1つ は メー カ ー対 ソフ トウ ェア 会社 に 示 され る ソ フ トウ ェア

を め ぐる利 害 的政 治 問 題 で あ り,こ の比 重 は ど ち らか とい う と後 者 に 置 か れ るだ ろ う。

だ ろ う。

昨 年 ソ フ トウ ェア会 社11社 が 集 ま って,ソ フ トウ ェア産 業 育 成 の た めAISC(The

AssociationofIndependentSoftwareCompanies)を 設 立 した 。 会 長 は ソ フ トウ

ェア特 許 の 熱 心 な推 進者 で あ るADR社 長 リチ ャー ド ・ジ ・一 ン ズで あ るが,こ の

AISCが 設 立 の 第 一 声 を「"コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グラ ムを特 許 化 せ よrJと い う声 明 で 飾

った 。 公式 に は ニ ク ソ ン新 政 権 に 向 け て の ア ピー ル と言 わ れ るが 実 際 は 司 法 省 と特 許

庁 に 向 け て の もの で あ る 。

AISCは ア ピール の中 で 関 係 者 に 向 って ソ フ トウ ェア特 許 に対 す る ソフ トウ ェア会

社 の 立 場 をず ば りと突 き出 して い る 。

○ ソ フ トウ ェア 会 社 は ハー ドウ ェア ・メー カ ー と競 合 す る権 利 を持 つべ きで は な い ,

だ ろ うか?

○ ソ フ トウ ェア の発 明 は ハ ー ドウ ェアの 発 明 と同 じ く らい に保 護 す る だ け の充 分 な

価 値 を持 って い る の で は な い だ ろ う か.

AISCは 次 の よ うな"た とえ"を も って こ の 自説 の 裏 づ け を行 な って い る 。

「仮 に,あ る ソ フ トウ ェア会 社 がIBM360用 のCOBOLコ ン パ イ ラ ー を作 る こ とを

決 定 した と しよ う。 そ して この コ ンパ イ ラ ーは これ ま での も の よ りも,25%以 上 も

効 率 の 良 い もの で あ って,こ の シ ステ ムの製 作 に独 創 的 な ア イデ ア と100万 ドルの

資 金 をっ ぎ込 ん だ結 果 は 初期 の 目的 ど お りの もの が で き た と しよ う。 まず こ の ソ フ ト

ウ ェア 会 社 は,"IBMのCOBOLコ ン パ イ ラ ー よ り,25%も 効 果 的 な コ ン パ イ ラー

が で き ま した。 値段 は,た った の5,000ド ル(180万 円)で す 。 そ』して見 込 み の

あ りそ うな お 客 をね ら って,説 明書 や マ ニ ュア ル が 送 られ,デ モ ン ス ト レー シ ・ンが

行 なわ れ,そ の結 果 ほ ん の少 しの お 客 を把 ん だ とす る。

とこ ろが,問 題 は 別 の 所 か ら生 じて き て,IBMの ユ ー ザ ーが,``COBOLコ ン パ

イ ラ ー を も っ と改 善 せ よ"とIBMに 圧 力 を か け,IBMは しぶ しぶ これ に応 じた 。

しか も,こ の ニ ュー ・バ ー ジ 。ン を作 る た め にそ の ソフ トウ ェア会 社 の ア イ デ ア を使
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った の で あ る。 ア イ デ ア の盗 用 は そ れ が一 般 に公 表 され て い る の で,簡 単 な もの な の

だ。

こ うな る と悲 惨 な こ とに な るの は ソ フ トウ ェア会 社 で あ って,改 良 コ ンパ イ ラー に

つ ぎ込 んだ力 とアイデ アは特許 に よる保護 がな いば か りに,企 業 利益 をあげ る前 に全

部 が 駄 目に な り,ば く大 な損 害 を こ うむ った の で あ る.」

ADRに い わ せ る と こ うい った こ とは,実 際 にADRiの 開 発 したFORTRANコ ン パ

コ ンパ イ ラ ーESIに つ い て も起 こ った とい って い る
。 ま た,所 有 権 の 問 題 が ず さん な

状 態 で は次 の よ うな実 例 が ひ ん ぱん に起 る。大手 の ソ フ トウェア 会社 にSRC(Scientific

ResorcesCo.)と い う会 社 が あ るが,同 社 は 自社 の パ ッケ イ ジ をあ る ユ ー ザLに 売

り渡 そ う と した 。 しか しそ の ユー ザ ー はす でに 同 じパ ッケ イ ジ を持 って い て.驚 い た

SRCが 調 査 した と こ ろ7年 前 別 の 会 社 に 売 ったパ ッケイ ジが,ユ ーザ ー に 流 れ て い

た の で あ る。 こ うい った場 合 は 話 し合 い で 解 決 す る の だ が,う ま く折 り合 い が つ く こ

とは ほ とん ど な く非 常 に 難 か しい 。

さ らに,ソ フ ト ウ ェア 会社 は もは や ハ ー ドウ ェア ・メー カー の お な さけ で は 事 業 を

拡 大 す る こ とは で き ない とま で言 って い る 。 こ れ は ソフ トウ ェア 会社 が 単 な る メー カ

ー の プ ロ グ ラ ミン グの 下 請 け 会社 で は な く
,ソ フ トウ ェア ・パ ッケ イ ジ を中 心 とす る

独 自 の ア イデ ィア で 成 長 せ ね ば な らず,こ の た め メー カ ー と競 合 す る こ とも で そ くる

だ ろ う。 ま たそ れ だ け に し っか り した ソフ トウ ェア保 護 の基 盤 が 必 要 なの で あ る。

メ ー カー と ソ フ ト ウ ェア会 社 の 競 争 は あ る意 味 では 避 け られ な い こ とで あ り ,こ れ

は こ とにハ ー ドと,ソ フ トの価 格 分 離 が され つ つ あ る現 在 ,な お さ らは っき り して く

る こ とで あ ろ う。

5.5ソ フ トウ エ ア とハ ー ドウエ ア の 価 格 分 離

ソ フ トウ ェア産 業 が 立 派 な 企 業 と して成 り立 ち,独 立 した ソ フ トウ ェア会 社 の増 加

に とも な って ソフ トウ ェア と ハ ー ドウ ェア の価 格 を切 り離 す べ き だ とい う考 えが 起 っ

て 当然 で あ る 。 今 日ま で ハ ー ドウ ェア ・メ ー カー は,レ ン タル とか 買 取 り料 金 に ソフ
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トウ ェア開 発 費 も含 め て 計 上 して い た 。 ま た ハ ー ドウ ェア ・メー カ ーが 備 え て い る ソ

フ トウ ェアの 量 が 一'つ の セ ー ル ス ・ポ イ ン トに も な って い た 。 しか し,こ の よ うに ソ

フ トウ ェア を ハ ー ドウ ェア に 含 め て 価 格 をつ け る こ とは 独 禁 法 に抵 触 す る ので は ない

か とも言 わ れ て お り,ま た メ ー カーが ソ フ トウ ェア 開発 費 に投 資 す る莫 大 な金 額 が な

くな れ ば,当 然 今 ま で の ハ ー ドウ ェア販売 価 格 は安 くな る だ ろ う。 こ の場 合,勿 論 ハ

ー ドウ ェア の一 部 と考 え られ る最 小 限 度 の 基 本 ソフ トウ ェア(ア ッセ ンブ ラー,コ ン

パ イ ラ ー,ジ ・ブー モ ン タ一等)は 備 え られ て い な け れ ば な らな い 。 表2は,米 国

の メ」 カー,ユ ーザ ー,ソ フ ト ウ ェア会社 に お け る ソ フ トウ ェア投 資 額 の 最 近 の推 移

で あ る 。

全体 的 に み る と ソフ ト ウ ェア に対 す る投 資 額 は,ハ ー ドウ ェア の年 間 レ ン タ ル総 額

とほ ぼ 同 じ位 で あ るか,若 干 そ れ をオ ーバ ー して お り,1968年 に は,コ ン ビ ・一

タ設 置 総 額 は136億 ドル(4兆8969億 円)と な り,こ れ を年 間 レ ン タ ル とす る

と45億 ドル(1兆620.0億 円)'と な る 。

一 方
,コ ン ピ ュー タ,ユ ー ザ ー が支 払 う ソフ トウ ェア支 出 は1968年 で 総 額 約 ・

60億 ドル の う ち約45億 ドル と な るが,こ の うち ソフ トウ エ ア専 門 会社 に 流 れ る も

の は ほ とん ど な く,コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ーお よび 普 通 の プ ロ グ ラ ミン グ作 成 とユ ー

ザ ー専 用 の ソフ トウ ェア に っ ぎ込 ま れ て い る も ので あ る 。

表2各 業 界 の ソ フ トウエ ア投 資 額 単位:100万 ドル

＼ 業種 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア

ユ ー ザ ー ト ー タ ル

年 メ ー カ ー 会 社

1963 620 1,300 5 i,925

1964 800 800 20 2,420

1965 1,000 1,000 50 3,150

1966 1,100 1,100 100 3,800

1967 1,150 3,800 180 3,130

1968 1,200 4,500 250 5,950
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●

6月23日,IBMは ハ ・一 ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェア の 価 格 を分 離 す る と発 表 した。

今 度 発 表 され た新 価 格 制度 は1.970年1月 か ら実 施 され る もの で,そ の 内 容 は,従

来 無 料 で 提 供 され て い た。

○ シ ス テ ム分 析 な どエ ンジ ニ ア リ ン グ ・サ ー ビス

○ 各 種 ア ブ.リ ケ ー シ ・ ン ・プ ロ グラ ム を含 む ソフ トウ ェア の 大部 分

○ ゴ ー ザ ー む け の要 員 トレー ニ ン グ ・サ ー ビ ス の大 部 分

を有 料 と す るほ か,ハ ー ドウ ェア の販 売 価 格 を直 売,レ ン タル と も に約3%引 き下 げ

・る と い う もの で あ る。

新 しい ビ ジ ネ ス の方 式

新 価 格 体 制 の も とで,IBMは4つ の ビ ジ ネ ス を行 な うこ とに な った。 シ ス テ ム ・

エ ン ジ ニ ア リ ン グ,デ ー タ処 理 教 育 ,プ ロ グラ ム製 作,顧 客 との個 別 契 約(Custom

ContructServices)が そ れ で あ る 。

各 ビジ ネ ス は 料 金 別 立 て で そ の 内 容 は次 の よ うな も の に な る だ ろ う と い う。

○ シ ス テ ム ・エ ン ジニ ア リ ン グ

シ ス テ ム分 析,設 計,フ ロー チ ャー テ ィ シ グ,ブ ロ ック ・ダイ ヤ グ ラ ミン グお よ

び テ ス テ ィン グ,プ ロ グ ラ ム 作成 お よ び テ ス テ ィン グ と設置 計 画

○ デ ー タ処 理 教 育

50の ク ラス ル ー ム ・コー ス と40の プ ラ イ ベ イ ト ・ス タ デ ィ ・コー ス が あ る。

ク ラス ル ー ム ・コー ス は,シ ス テ ム360用 オ ペ レイ テ ィン グ ・シ ス テ ム ・ア ドバ

ンス ド.コ ー デ ィ ング を含 ん で い る。

01800タ イ ム ・シ ェ ア ー ド ・エ グ ゼ クテ ィ ブ ・シ ス テ ム の 詳 細

○ シ ス テ ム ・モ デ ル用 の プ ロ グ ラ ム の シ リー ズ

○ キ ーパ ンチ お よび ユ ニ ッ ト ・レ コー ド ・コー スが あ る 。

このほ かユーザ ーむけ入門 コースがあ るが,こ れは従来 どお り無料 にな る とみ ら

れ て い る 。

○ プ ロ グ ラ ミ ン グ製 作

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プPグ ラ ム,コ ン バ ー ジ ョ ン 用 プ ロ グ ラ ム,ソ ー ト ・ プ ロ グ
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ラ ム,ラ ンゲ ージ ・プ ロセ ッサ ー。

なお][BMラ イ ブラ リーにあ るプ ログラ ムは従来 どお り利用 され るだろ う。 また

1/Oコ ン トロー ル を含 むシステ ム ・コン トロール ・プロ グラムは無料 で引 き渡 さ

れ るだ ろ う。

○ 顧客 との個別契 約(CustomContructServices)

これは価格分 離 の実 施にあ た ってで きた新 ら しいサ ー ビスで,ユ ーザー の要 求す

る特殊 な仕事 に対 す るシステ ム分 析,設 計,ア プ リケーシ ・ンお よび プ ログラ ム開

発,シ ステ ム導入,評 価,ト レー ニン グとい った一連 のサー ビス を行 な うもので あ

る。

反 響

IBMが 発表 した価 格分離 の反響 は,米 国 だけ でな く世 界 の コンピ ュー タ業 界 のす

みず みか らわ きあが った。IBMの 圧倒的支 配体 制 か ら考 える とこれは当然 の こ とで

あろ う。 「3%ぐ らいのデス カ ウン トでは実質的 には値 上げ も同然で,結 局はIBM

だけが得 をす る 」とい うのか ら,「 いや思 い切 った譲歩 だ 」まで,反 応 の内容 は さま

ざまで あ るが,こ こで は価格 分離運 動 に一 貫 して熱心 だ った ソフ トウ ェア会社 と,

IBMの 動 きを慎重 に分 析中 の コンピュー タメーカー そ れにIBMの 価格 制度 の も と

で生 きてい る リース会 社の声 をひろ ってみ よ う。

Oソ フ トウェア会社

独 禁法違反 でIBMを 訴 え,独 立 ソフ トウ ェア協会の会長 と して一 貫 して価格 分

離 を主張 してきたADR(ApPliedDataResearch)の 社長RecherdC・JoPes

は 「3%と い うデス カウ ン ト幅は ち ょっとうなず けな い。これは別立 とな った教 育

訓練 費 だけ で食われ て しま うはず で,ユ ーザ ーの立場 に立 ってみ る と恐 らく25%

ぐらいの値上 げに なるだ ろ う。 」と語 っている。 さ らに 「ソフ トウェア会社 と して

は一応 歓迎 であ る。 しか し他 の メー カーが どんな反応 を見 せ るか,こ れが 出る まで

利益 云 々は言 えな い。 ただIBMは そ の うちき っとパ ッケー ジ ・プログラ ムに値 段

をっ け て くる に ちがい ない。 しか しわれわ れぼ充分 に闘 か ってゆ け る と思 う。 」と

述 べ てい る。
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'

シフ トウ ェア会社 は大方ADRと 同 じ見方 を採 ってお り価格 分離歓迎 と'いった と

ころが多 い。

○ メー カー

メ ーカーは どこも公式 的 には 口をつ ぐんで語 ろ うと しない。 今 はむ しろIBMの

発表 を慎 重 に検 討 してい る とい った とこ ろであ る。

しか し非 公式 には,ユ ーザ ーに不利 な制度 だ とい う声が強 い。各 社 の反応 ぶ りを

み る と

Burroughs

200
.0で'ソ フ トとハー ドの価格 分離 を した同社 では,全 システムに対 して分 ・

離 を準備中 と語 る。詳 細 は不 明。

CPC

IBMの 発表 を検 討中,CDC'の 新 価格体 系発表 の時期 は不 明。'

Honeywel1

価格分離 を検 討中,計 画発表 の時期 は未 定。

xeroxXeroxComputerCo.,SDS

副社長DonMcGurk氏 は 「価格 分離 にっ いての基本的 考 え方 は良 いが,IBMの
し

今度 の手 は効果 があ る とは思 えない。 」 と語 る。な おUNIVACはIBMに ついて

ノー コメン ト。

○ リース会社

IBMの 価 格分離発表 の直 後,リ ース会社協会 の メンバ ーとIBMの 幹 部3人 が

会合 を持 ったが,分 離 問題 に関 しては直接 何ん の話 も出な か った とい う。

RandolphComputerAries社 では,IBMの 今度 の決定 は リース会社 に有 利に なる

と見 てお り,大 方 の リース会社 も好 感 を持 っている。そ して今度 の発表 に よ って,

リース会社 は コン ピュー タ ・リースにか らんで,シ ス テム ・エ ンジニア リン グや ト

レ]ニ ングとい ったサ ー ビス を提供す るこ とに な り,新 しい仕事 が増 えそ うだ とい

う。 「結 局お客 は以前 よ り10%は よけ いに金 を落 すで し ょう。 」と言 ってい る。

リース会社 は各社 ともこ うい ったサ ービス会社 を子会 社に持 つか も しれ ない
。
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ソフ トウェア会社 の実態

 

4





4.1概 要

ソフ ト ウエ ア会 社 の 経 営

ソフ トウ エ ア会 社 は どん な 仕 事 を して い る か?ソ フ トウニ ア会 社 が"商 品"と す る

仕事 は無 数 に あ る とい って よ い 。極 端 に 言 えば ユ ー ザ がEDPシ ス テ ムを導 入 す る 全

段 階,す な わ ち ・'

(1)計 画

(2)・ シ ステ ・ム分 析 ・シ ス テ ム設 計

(3)プ ロ グ ラ ム整 備 『

(4)運 用

㈲ 保 守

の 各 フェ イ ズ で ユ ー ザ に サ ー ビス で き る もの は 全 部 金 も うけ の対 象 に な る の で あ る 。

こ うい った こ とか ら ソフ トウ エ ア会 社 は 次 の よ うな 仕 事 を して い る 。
.

(1)ソ フ トウエ ア ・プ ログ ラ ミン グの 作成 お よ び システラ ・ワー クを 含 む ソフ トウエ ア・

サ ー ビス

{2)・ ン ピ ・一 テ ー シ ・ン ・サ ー ビス

(3)コ ン ピ ュー タ に関 す る教 育 訓練

(4)コ ン ピ ュー タ関 係 図 書 の出 版

㈲ 要 員 の派 遣

などであ る・ しか し実際 には カ が マーか ら}ま駆 雑 多 なサ ー ビスに よ ・て収 入 を得

てい る。つ ま りソフ トウエ ア自身無形 のものだ し,ア イデ ィアを売 る とい った傾 向が

あるため物 を売 る時 のよ うに これ とい った パ ター ンが あるわ けで はない。'

しか しその主 力 はあ くまで プ ログラ ミングの作成 お よび ソフ トウエア ・サ ー ビス で

ソフ トウエ ア会社 として最 も力をそそ ぐの は この分野 の仕事 であ る。

開発 す る プ ログラムの種 類に は
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① コンパイ ラー とアセ ンブラー

② コン トロー ル ・プロ グラム

③ アプ リケー シ ・ン ・プ ログラ ム

④ コンバ ー ジ ・ン ・プ ログラム

の4っ で ある。

また,ソ フトウエア会社 が ある一線 を越 えて大型化 す るためには個 々のユーザか らソフ

トウエア開発 を請 負 って い るだ けではだめ である 。自社 の リス クで これは と思 うソフ

トウエアを開発 して一般 に広 く販売 す る こ とが できれ ば ・請 負 とい う手 間仕事 の枠 を

こ えて正章 な商売 とす る こ とが で きるのであ る。 とい うことで ソフ トウエ ア会社 は

"商 品"に な る ソフ トウエ ア ・パ ッケ ー ジ を ス ポ ンサ ー な し で開発 す る とい う方 向 づ

け を 強 力 に打 ち出 して き た 。米 国 では,専 有 権 付 パ ッケ ー ジ(Properiety

SoftwarePackage)と 呼 ば れ てい る 。

こ こ で ソフ トウエ ア会 社 の サ ー ビス 内 容 を表3に ま と め た 。



、

表3ソ フ トウエア会社 の サー ビス内容

●

フ ェ ー ズ サ ー ビ ス の 内 容

し
【 予 備計 画 とコス ト評

A

・EDP導 入 の可能性 調査

価 ・データ処理 組織 の調 査

・機器(ハ ー ドウエ ア)の 二股調査 と選定基準 設定
,

そ の 他 、

・プ ログ ラ ミン グ言 語
,OSな ど ソフ トウエ ア の選 択

調査

・シ ス テ ム評 価 サ ー ビス(例:SCERTプ ロ グ ラ ム

な どシ ミュ レータで システムの効果 を評 価す る プ ロ
'

グラ ム とそ れ を使 ったサー ビス)

●

情報 システ ムの分析 ・シ ス テ ム 分析
,設 計,実 施

'

と設計 。プ ロ グ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム

?

く

。オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

。デ ー タ通 信 シ ス テ ム

`
、。ア プ リ ケ イ シ ョ ン ・シ ス テ ム

プ ログラ ミング作成 ・プ ログラ ム開発(請 負 い)と 必要 な プ ログラムの販

とテ ス ト 売専有権 付 パ ッケー ジ 、

'

。コ ン パ イ ラ ー とア セ ン ブ ラ

。 コ ン ト ロ ー ル ・プ ロ グ ラ ム

く

。ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム

。コ ンバ ー ジ ョン プ ログ ラ ム(EDPシ ス テ ム の 変
、

更,移 行時)
・
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情報システムの設置

と運転

メインテナ ンス

(保 守)

・コン ピ ュー タ ・セ ン タ ー の運 用(・ フ ル タイ ム とパ ー

トタイ ム の運 転 請 負 い 。 パ ー トタ イ ムの 場 合 は 夜 だ

け の契 約 とい った の が 多 い 。)

・サ ー ビス ・ビ ュニ ロ ー ・サ ー ビス(ユ ー ザ の ピ ー ク

時 の バ ッ クア ップサ ー ビ ス,マ シ ン,タ イ ム,セ ー

ル ス)

・,メ イン テ ナ ンス(保 守)契 約 に よ る プ ロ グ ラ ム ・シ

ス テ ム の 保 守(主 に フ.ロ グラ ム の更 新 や フ ァ イル ・

メ イ ン テ ナ ンス な ど)

そ れでは実際 に主 な ソフ トウエ ア会社 は具体 的 に どんな仕事 を してい るのだろ うか 。

主 な ソフ トウエ ア会社 の主要 業務 と副 業 務 につ い ては,次 の とお りであ る。

表4『 大手 ソフ トウエア 会社 の業務

/

社 名 主 業 、務 副 業 務

APPliedData ソフ トウエ ア(70%) ;

Research(ADR)

AriesCorp. ソ フ トウエ ア サ ー ビ ス ビ ュ ー ロ ウ

、 ・

AUtomaticData サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ウ ソフ トウエ ア

ProCessing(ADP)

CEIR(Contro1 サ_ビ ス ・ビ ュ ー ロ ウ リー ス 学 校 ソフ ト

DataCorp.) ウ エ ア ・ コ ン サ ル タ ン ト

Calif.Computer ノ、_ド ウ エ ア ソフ トウエ ア

Products

Computer』ApPli一 ソ フ ト ウエ ア(70%) コ ン サ ル タ ン ト ・サ ー ビ ス

cationsInc.(CAI) ビ ュ ー ロ ウ
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社 名 主 業 務 副 業 務

ComputerSciences ソ フ トウエ ア(90%)

Corp.(CSC)

ComputerUsage ソ フ トウエ ア(90%) コ ン ピ ュ ー タ ・ス ク ー ル

Corp.(CUC)'

Computing& サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ウ コ ン サ ル タ ン ト
,ソ フ ト ウ

Software(C&S)

DataProcessing

、

リ ー ス

エ ア

ソフ トウ エ ア

F血ancial&

General

DataProducts ハ'一 ド ウ エ ア

Corp.
「

DesionSystems ソ フ トウエ ア

Ind.

ノ

DigitalCorp. ソ フ トウエ ア ・

ElectronicCOmputer コ ン ピ ュ ー タ ・ス ク ー ル サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ウ

Programming

hlstitute

GerberScientific ハ ー ドウエ ア
ソフ トウエ ア

Ihstrument

,

GraphicSciences

丑1C.

ハ ー ドウエ ア
リ ー ス ・ ソ フ ト ウ エ ア

IIlformatics'Inc.
、

ソ フ トウエ ア

LeascoData

Processing

リ ー ス ソ フ トウエ ア

Levin-Townsend リ ー ス ソ フ ト ウ エ ア ・サ ー ビ ス ・

Comp.
ビ ュ ー ロ ウ

MauchlyAssociates ソ フ トウエ ア サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ウ

PlamlingRescarch

Corp.(PRC)
ソ フ トウエ ア(50%) コ ン サ ノレ タ ン ト
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社 名 主 業 務 副 業 務

Programming&
コ ン ピ ュ ー タ ー ・ス ク ー ル サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ウ

SystemInst・

RandolphComputer リ ー ス サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ウ
.

ScientificComputers サ ー ビ ス ・ビ ュ=ロ ウ→

'

専員派遣

Inc.
し

TBSComputersCenters

、

サ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ウ ソフ ト ウエ ア

UniversityComputing サ ー ビ ス:ビ ュ ー ロ ウ リ ー ス,ソ フ ト ウ エ ア

Corp. (40%) ハ ー ドウ エ ア

＼

な お,moodeyの 調 査 に よ'る,ソ フ トウエ ア会 社 ピ ック8(1966年,68年)

は 次 の とお りで あ る 。
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ソフ トウエア会 社経 営の特徴

ソフ.トウ エア会社 を経 営す る場合 に他 の企 業 と違 って どんな特徴 があ るだ ろ うか?

ソフ トウェ ア会社 が伸 びるか どうか最大 の きめ手 は アイデ ィア であろ う。 コンピ ュ

ー タ利 用お よび情報 処理 に関す るあ らゆ るアイデ アを商 品に仕立 て上 げ る には高度 な

開発 能力 が必 要 であ る。そして・これを ユーザ ーに売 り込 む にはあ る種 の高い指導力 が

必 要 とな る。つ ま り,こ れ は他 の会社 よ り1歩 も2歩 も抜 きん でた専 門技 術 を持 って

い ない と仕 事が で きな い とい うこ とで あ り,各 ソフ トウエア会社 はあ る専 門分野 に高

水準 の頭 脳 を集中 させておかね ばな らない。

少 ない資金 で開 業 できる 。

ソフ トウエア会社 の設立 は比較 的少 ない資 金 でで きる。極 端 に言 えば土地,建 物 そ

れに コン ピ ュー タさえ も不 用 だ し,と りあえず有 利 な契約条件 さえ あればす ぐにでも

は じめ られ る。著 名 な ソフ トウエ ア会社,た とえばCUCな どもその スター トはわず

か75,000ド ル,C-E-1-Rは31,000ド ル とい った例 が ある。

ソフ トウエア会社経 営上 の問 題点

独立 ・フ トウエア会 社 の仕事 は とくに禾‖益率 の良い商売 とい うこ とではない ようで

あ る。税 引前収益15%,純 利益 は5～6%が せ いぜいであ る。 ソフ トウエ ア会社の

総経 費 とその内訳 に つい て標準的 な ケースを分 析 してみ る と表5の とお りにな る。

表5ソ フ トウエ ア会 社 の コス ト構成

経 費 内 訳 比 率

直 接 給 与 40%

福 祉 厚 生 ユ5%

一 般 管 理 費 11%

マ ー ケ テ ィ ン グ 10%

指 導 料 9%

税 引 前 利 益 15%

収 入 100%
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'

が人権 費 の 占め る比率 は極 めて高 く4割 を占め て いる。:いる。

も ちろ ん,ソ フ トウェア会社 に人材が集 ま るの は,待 遇,サ ラリーな どの条件 が あるが ,

なにに もま して仕事 の うえで面 白 く働 ける とい うこ とが大 きな要素 とな っているの で

は ないだ ろ うか。 しか し,ソ フトウエア会社 に とっては スペシャリス トの管理 とい うき り

つ めてむずか しい問題 がで てきた。 た とえばスペ シ ャリス ト達 の こ うい った高 い意欲

を満足 させる よ うな仕事 を与 えてゆかね ばな らない 。 しか し魅 力的 な大 きな プ ロジ ェ

ク トは大手 ソフ トウエア会社 が 受注 して しま うので弱小 会社 としては苦 しいわ けであ

る 。またス タ ッフの獲 得 と引 き抜 き防止対 策 とい う問題 があ る。 ソフ トウエア関係 の

スペシ ャリス トに対す る需 要は今後 とも増 々高 くな ってゆ くとともに
,ソ フ トウエ ア

会社 の この方 向に対 する努 力は大 きくなる。

人の問題 に関連 しては コス トの問題 があ る。

・ ソフ トウエ ア会社 の最 大の資産 は人間 で あ る
。この業界 は零 細業者 が ひ しめ き合

っていて競争 は激 しいが コス トに関 し,人 件 費 だけは どうしても必 要なの で この線

をわ る ことに な り,利 益率 が低 くな る。 この よ うな ことか らも分 か るよ うに
,ス ペ

シ ャリス トの管 理 と資金 の補給 こそ が ソフ トウエア会社 の大 きな ポイン トであ る
。



込

4.2代 表 的 ソ ブ トウ エ ア 会 社CSC

そ れ で は こうい った ソ フ トウ エ ア会 社 経 営 の 実 態 を ア メ リカ の代 表 的 ソ フ トウ エ ア

会 社CSCに み て み よ う 。

.CSC(ComputerSciencesCorporation)

Centurydity,LosAngeles,

California90067

CSCは,1.968年 現 在 従 業 員3,500名(内 ス ペ シ ャ リス ト2,100名),

1968年 の 売 上 高 約6,500万 ドル で ア メ リカ最 大 ・ した が って世 界 最 大 の ソ フ トウ

エ ア会 社 で あ る 。 同社 は1959年 に 航 空 関 係EDPス ペ シ ャ リス トで あ った フ レ ッ

チ ャー.ジ ・一 ン ズ と ロイ ・ネ フ に よ っ て創 立 させ,当 初,ソ フ トウエ ア の作 製 を 目

的 に事 業 を開 始 した 。 そ の後 計 算 サ ー ビスや 関連 情 報 サ ー ビス,情 報 シ ス テ ム の製 作,

マ ー ケ ッ ト ・リサ ー チ に まで 手 を拡 げ そ の業 務 は多 採,広 範 囲 に お よ ん で い る 。 も ち

ろん 同社 の主 力 商 品 は ソ フ トウエ ア製 作 サ ー ビス で,こ れ が90%以 上 占 め て お り,

コ ンバ ー ジ ョン プ ロ グ ラ ムEXODYSCOMPUTAX,COMPUTIKET.と い った ベ

ス トセ ラ ー を世 に 売 り出 して い る。 な お,CSCの 代 表 的 プ ロ グ ラ ム,パ ッケー ジに

は 次 の よ うな も の が あ る。

表6 CSCの プ ロ グ ラ ム ・パ ッケー ジ

パ ッケー ジ名 用 途 値 段

Payroll 連邦州政府, 地方自治体の源泉課税

計 算 用 パ ッケー ジ

なお,CSC の Payron シ ス テ 20,000ド ル

ムにはPay と BankPayroll

の2種 類 が ある 。
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パ ッケー ジ名 用 途 値 段

Genera1
元帳,予 算書,領 収 書,作 成 プログ

20,000ド ル
Ledger

ラム各 企 業,銀 行 むけ

Business
経 営関 係 レポー ト作表 シス テム各種

}

Management の レポー ト,月 間報告 な どの項 目表 を 25,000ド ル

作成

Cソ システムと呼ぶ貸付担当者か

Commercial

Loa皿
ら貸付認可責任者へ提出される貸付業 30,000ド ル

務 は必要 な レオ ポー トの作成

Periso㎜el
PMI人 事管理 シス テム と呼 ばれ る

25,000ド ル

Records 人事管 理 記録 用 シス テムで ある。

File Cogentと 呼 ば れ,ビ ジネ ス,ア ブ

Ma皿agement
リ ケ ー シ ョン用 の プ ロ グ ラ ム を整備

工BMユ ー ザ ー 用にExodusは14

交 換 プ 七 グ ラ ム

ExodusI,
10と7010を][BM360に

12,000ド ル

II Exodusnは1401と1460を 同

じく360に 交換

計理士を対象 とした税金計算および

Computax
過徴 収税 の割 りもど しチ ェ ックをす る

シ ス テ ム

オ ン ライ ンに よる観 劇な ど レジ ャー

Computicket
関係 の切荷販売 シス テム,小 会社 コン

ビ ュー チ ケ ッ ト社 に よ り運営

一55一



表4.5CSC社 の事 業概 況

1969年 度(3月 末 決 算)で 総 収 入64,883,000

ド。ル(282億5,788万 円)純 益 が639万 ドル

(24億 円)

現 在約3,500名 以 上

専 売 権 つ き ソフ トウ1967年 に200万 ド ル(Z2億 円)を 販 売 して

エ ァ い る 。 コ ンバ ー ジ ロ ン用 の"EXODUS"や 銀 行 が貯

金,取 引先 企業 に サ ー ビス す る際 のBankPayroll

System所 得 税 申告 計 算 な どのComputaxデ ー タ

マネ ジ メ ン ト パ ッケ ー ジCC.Gentな ど が あ る 。

シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ

ムの 開 発

計 算 サ ー ビス ・タ イ

ム シ エ ァ ・不 ッ トワ

ー ク

マ ー ケ ツ

チ

ユ ニ パ ッ ク のU-III .,

ム,ま たFortran

し て い る 。

U-1107な ど のEXECシ ス テ

コ ンパ イ ラー やOSを 多 く開 発

一 般 の 計 算 サ ー ビス(IBM360/50)の ほ か リケ ツ

ト1・ ッチ サ ー ビス と して ユ ニ バ ックU-1108を 使 っ

たRemotranサ ー ビス を実 施 中,タ イ ム シ ェ ア ・ネ

ッ トに っ い て は全 米20都 市 に5,000万 ドル(180

億 円)のU-1108を 配 置 して大 規 模 サ ー ビス を行 な

う計 画 を1969年 か らス ター トさせ る 。

同社 の利益率では筆頭に位する。

NASAのU-11083台 のセー ンター な ど防空 ・

宇宙 リアル タイムセ ンター施設 の運 用管 理 を中心 に活

躍。

市場 調査 の コン ピュー タ利 用 を推進 してい る;
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項 目 内 容

要 員 教 育 '67年 にCSI(ComputerSciencesIhstit
ute)を

開 設 。 視 聴 覚 教 育 と コ ン ピ ュー タ を ふ ん だ ん に 使 った

コ ン ピ ュー タ教 育 で特 色 を も って いる 。

・CSCの 事業 内容

現在,CSCが 行 な って いる事業 お よbg"その内容 は次 の よ うな もので ある。
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コ ン ピ ュー タ ー

サ イ エ ン ス

コー ポ レー ション 他 に子会 社 とし て

ロサ ンゼルス

、

コンピュー ター

サ イ エ ン ス

事 業 部

ン

ム

部

ヨ↓

テ

ケ

業

ニ

ス

ユミヘコ

シ

事

ポ リ ッ ツ

事 業 部

ー

口

o◎
一

口サ ンゼル ス

新製品開発部

コソピュ一

夕ー

サ ー ビス

コンピュ一夕

サ イ エ ン ス

インター

ナシ ョナル

マー ケ ッ

テ ィング 部

ロ ス

宣 伝 部

ロス

コ ミュニケー シ ョンシス テムズ と

シス テム ・サイエ ンス を 合 併

パ ラマス

フ ォールス ・チ ャーチ

ニ ュー ヨー ク

ム

部ム

テ

ラ
さ

ス

クロ

シ

プ

ロサソゼルス

営 業 所

リッチランド

営 業 所

ヒュー ス トン

営 業 所

ワ シ ン ト'ン

営 業 所

ホ ン ツビル

営 業 所

の運用担当

ソフォー

メー ション

シ ス テ ム部

アプライ ズ

サイエ ンス

郡

オペ レー

シ ョン

システ ム部

サンフラン

シス コ

出 張 所

サ ンディエ ゴ

出 張 所

ハ ワ イ

出 張 所

フ ロ

クフ ミンク

部

ン

ー

ヨ

レ

シ
部

ペオ マーケ ッ

テ ィンク

部

イ ン フ オー

メ ー シ ョ'

シ ス ァ ム

アプライ ド

サイエ ソス

部
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次 に これ らの組織 の主 な もの につ いて簡 単 に紹介す る と ・

オペ レーシ ョナル ・シス テム部 門

防空 システム,宇 宙船 コン トロール ・システ ムな どの大規模 な軍 事,宇 宙 用 リアル

タイ ム ・システムの開発 を担 当す る。 コンピ ュー タシステムの先 端 を行 く部門 で あ り,

これ らの システム開発 で習得 した技 術は,他 の分野 のアプ リケー シ ・ンに広 く応用 で

きるため,で は,と くに この分野 に力 を注 いで いる。米空軍 世 界通 信網 のシス

テ ム設計 を行 な った コ ミュニ ケrシ ・ン ・システ ム社,国 防通 信衛 星 システ ムを開発

した システ ム ・サ イエ ンス社 の2社 を吸収 合併 した のも,そ うした意 図の あ らわ れ と

思 わ れる。計 算サ ー ビスに おけ る長 い経 験 と,オ ペ レー シ ・ナル ・システ ム開発 の実

績 を買 われ,航 空宇宙 局(NASA)が ホ ン ッビルに設置 している3台 のU-11083の 運

用管理全般 を委託 されてい る。

独 自開発 商品部門

本社 機構 の中 に新 商品開発部 をも ち,コ ン ピュータ利用 の新 シ ステム開発 に つ とめ

ている 。す で に,COMPUTAX,COMPUTICKETの 両 システ ムをス ター トさせ て

い るが,前 者 は,子 会社 として独 立 し,年 間270万 ドル(9.7億)の 利益 をあげ て

いる。

・COMPUTAX

計理士 を対 象 と して,税 金計 算 な らび に遺教収税 の割 り戻 しをチ ェ ックす る シス

テ ムで,現 在,1,000人 以上 の計理 士 と契約 を結んで いる。 リ ッチ ラ ン ドにあ る

・CSCのU-1107に よ ってバ ッチ処理 を行 ない ,ア ウトプットを客 先宛 郵送 している。

将来,こ れ をU-1108に よるオ ン ライ ン ・サ ー ビスに発展 させ る計画 もあ るよ う

である。

COMPUTICKET

シカ ゴに2台 のIBM360-40を 置 き,オ ンラインに よる切符販 売 を行 な うシステ

ムで ある。各地 の プ レイ ガイ ドに特殊端末 を置 いて ,フ ットボー ル等 と各種 興業 の

入場券 を発売 してい る。
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CSC最 近 の 事 業 活 動

1967年 か ら68年 に か け てCSCは 活 発 な動 き を示 した 。 が,1967年 ま で

の主 な 活動 は,次 の と お りで あ る 。

・ComputerSciencesDiv.は1966年6月 にNASA、 のMarshal1Space

FlightCenterに あ る計 算研 究 所 のサ ポー ト契 約 を受 注,世 界 で有 数 の規 模 を誇

るセ シ タ ー の1つ を運 用 す る こ とに な った 。

・ オ ラ ンダ のPhilipsLampWorksと の 共 同 出 資(CSCの 出 資比 率75%)

で,ブ ラ ッセル にComputerSciencesinternationa1社 を 設 立 した 。

・1965年 に 吸 収 し た2つ の子 会社 で あ るCommunicationsystemとSystem

SciencesDiv・ の 合併 で,CommunicationsystemsDiv.と し て,重 複 投 資

を さ け て一 本化 す る こ とに成 功 した 。

・ 新 しい商 品Computicketシ ス テ ム を公 開,ス ポー ツ,観 劇 な どの切 符 の予 約

をす る シ ス テ ム で,1968年 早 々に ロサ ン ゼル ス地 区 で 運 用 す る予 定 で あ り,そ

の後 米 国 各 地 の大 都 市 で の設 置 を企 画 して い る 。

・ 税 申 告 と退 散 収 税 の 割 り戻 し処理 サ ー ビス を行 な うComputaxシ ス テ ムはCSC

社 が48%の 株 式 を持 つ子 会 社ComputaxServiceInc.で 実 施 中 。

・ComputerSciencesDiv・ の 実 施 して い る専 有 権 付 ソフ トウエ ア と
.して ・銀 行

向 け 給 与 プ ロ グ ラ ム(銀 行 が顧 客 向 け に給 与 サ ー ビス を行 な うも の)やEXODUS

(第2世 代 機 か ら第3世 代 機 に 移 る際 の プ ロ グ ラ ム)な どを開 発 した 。

1968年 の トピ ッ クス で 最 大 の も の は な ん と い って もCSCの ニ ュー ヨー ク株式

市 場 上 揚 で あ ろ う。 こ れ は ソフ トウエ ア会社 ど して は最 初 の もの で 取 引 銘柄 はCSC,

上 場 株式 数 は 普 通 株5,382,139株 で フ レ ッチ ャー 社 長 が まず100株 を 買 った 。業

界筋 で はCSCの 株 式 上 場 は 全国20カ 所 の コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク建 設 事 業 の

資 金 源 とみ て い る が,ウ ォー ル街 で の好 評 ぶ りを み て も,こ の ね らい は 成 功 で あ る と

言 わ れ てい る 。
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この 他68年 か ら69年 初 に か け ての 働 き と して子 会 社Communication&

Systems社 の 活 躍 が め だ っ てい る 。 た とえ ば有 名 な海 軍 の3Mシ ス テ ム の1部 と し

て80万 ドル(2億8・800万 円)の 大 口契 約 で艦 船 保 守 デ ー タ ・シ ス テ ム を 受 注
,

ま た郵 政 省 よ り郵 便 処 理 シ ステ ム の開 発 を依 頼 さ れ,68年 末 には"ス イ ・チ ・イ ン ・

ザ'ス カイ'"と 呼 ば れ る地 上 局 と通 信 衛 星 の間 の ス イ ッチ ン グ ・シ ス テ ム で特 許 を受

け た 。特 許 番 号 は8,418,579で あ る 。

ま た,68年11月 都 市問 題 の 開発 を専 門 とす る ユ ニ ー クな会 社CityPlanning

Associatesを 合 併 した が
,買 収 金 額 は 公 表 され て い な い。 な お 同社 は100人 の 都

・ 市 問題 ス ペ シ ャ リス トを持 つ とい う
。CSCの 海 外 進 出 の意欲 は き わ め て高 い も の が

あ る。事 実CSCは そ の事 業 計 画 の中 に 海 外 へ の事 業 拡 張 を最 大 の 目標 の1っ と して

挙 げ て お り,主 に ヨー ロ ッパ,カ ナ ダ,そ して今 度 新 らた に 日本 上 陸 を くわ だ て た
。

ヨ一 口 ・パ で のCSCの 本 居 は ベ ル ギ ー にあ る子 会 社CSCIhternational社 で

あ る 。 これ は オ ラ ン ダ のPhillipsLampWorks社 と の合 併 でCSC75%Phillips

25%の 出 資比 率 で,ソ フ トウエ ア ・サ ー ビス,パ ッケー ジ ・プ ロ グ ラ ム の販 売 に あ

た って い る 。従 業 員 は150名,ロ ン ドン のPall.Mallに 支 店 を持 って い る 。

r口 に言 っ て ヨ ー ロ ・パ の ソ フ トウエ ア 会社 はCSIの 動 き を恐 れ を も っ て見 守 っ

v(k、 る
。 とい うの は ワ ール ド・ワイ ドで3,500人 の ス タ ッフ を持 つ とい わ れ るCSC

の 底 力 で あ って,た とえば,こ れ は英 国 の ソフ トウ エ ア 会 社 全 部 をあ わ せ そ れ にICL

の ス タ ッフ を プ ラ ス した ぐ らい の数 に な る た め 当 然 の こ と と言 え よ う。

CSCの ヨ ー ロ ッパ で の 活 動 の中 心 とな る のは 現 地 で ソ フ トウエ ア を受 注 す る よ り

も ア メ リカ で 開 発 され た ソフ トウ エ ア ・パ ッケ ー ジ を ヨー ロ ッパ で売 り込 む の に 力 が

入 れ られ て お り,こ れ ま で,EXODUSI,Ii,人 事 管 理 シ ス テ ム,CongentII,

商 業 用 ロー ン ・シ ス テ ム,元 帳 シス テ ム な ど を売 り込 ん で い る 。

カナ ダは,ア メ リカ の経 済 的 植 民 地 で あ る と言 わ れ て い るが,こ とに 昨 年 の カナ ダ

にお け るCSCの 進 出 には,目 をみ は る もの が あ った 。 た とえば,カ ラ ダ最 大 とい わ

れ る タイ ム ・シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス が そ れ で あ る 。
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CSCの カ ナ ダで の 活 躍 は主 に 子 会 社ComputerSciencesCanada社 を 通 じて 行

な わ れ て い る が,昨 年 末CSCCanadaにU-1108を 置 い て 西 カナ ダ3都 市

C・19・ry・R・g'na・Ed…t・Pで タ イ ム ●シェ ア!ン グ`サ ー ビス を;台 め た・ そ し

て近 く この サ ー ビス エ リア を6都 市 に拡 げ る と い う こ とで あ る。CSCCanadaは こ

の他 カ ナ ダ政 府 か ら大 口契 約3っ を受 注 して お り,1っ は カナ ダ国 防 省 の兵 姑 シ ス テ

ム,も う1つ は 農 林 省 よ り受 注 の 農 家 経 営 デ ー ター ・シ ス テ ム で あ る。

CSCリ ー ス 業 に 進 出

1968年4月24日,CSCは 充 分 な ソ フ トウエ ア,オ ペ レー シ ・ ン ・サ ポ ー トを唱'

い 文 句 に 子 会 社ComputerSciences]leasing社 の 設 立 して リー ス 業 界 に進 出 し

て き た 。 リー ス ・サ ー ビス の内 容 は 次 の よ うな も の で あ る 。

・ ハ ー ドウエ ア ・シ ス テ ム の リー ス

各 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー の 指 定 す る コス トで リー ス す る と して,IBM360

U-1108を 中 心 に各 社 の 大 型 コン ピ ュー タ を扱 って い る が,ユ ー ザ ー の 要 求 に

あ うよ うCSCの 技 術 ス タ ッフが そ の つ ど選 定 す る とこ ろが ミソで あ る 。

・ ソ フ トウエ ア ・サ ポー ト

ユ ー ザ ー が コ ン ピ ュー タ を利 用 す る上 で 一 番 金 が か か る の は ソフ トウエ ア の 開

発 と保 守 で あ る が,CSCは 自 社 で 開 発 したパ ッゲイ ジ を く っっ け て,ユ ー ザ ー の

シ ス テ ム運 営 経 費 を総 合 的 に 切 り下 げ る こ と をね ら って い る 。 これ はCSCの 持

ち味 を充 分 に生 か した や り方 と言 え よ う。 ユー ザ ー に サ ー ビス す る専 有 権 付 き プ

ロ グ ラ ム と して は マ ネ ー ジ メ ン ト ・イ ン フ ォメ ー シ ョン,デ ー タ ・マ ネ ー ジメ ン

ト ・シス テ ム,フ ァイ ル ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム,プ ロ グ ラ ム ・ジ ェネ レー

タ,ジ ョブ ・コ ン トロー ル ・ラ イ ゲ イ ジ ・ジ ェネ レイ ター,コ ンパ イ ラ ー な どで

あ る。

・ コ ン ピ ュー タ の運 営 援 助

ユ ー ザ ー が コ ン ピ ュー タ を完 全 に 使 い こ なす ま で オ ペ レー タ をサ ー ビスす る 。
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CSCは これにつ いて も深 い経験 を持 ってい るわ けで,た とえば同社 の500人

近 いス タ ッフがNASAの マー シ ャル宇宙 飛行 セ ンターで オペ レイシ ・ンの代 行

サ ー ビス を している。

・ 要 員訓練

ユーザー の要 員 の訓練 に はComputerSciencesInstituteが あた ってい るが ,

CSCは こ こで も豊 か な経 験 を生 かすわ けで ある。

子会 社Computicket社 とCOMPUTIKET・ サー ビス

CSCが 他 の ソフ トウエア会社 と違 うのは,自 社 で開発 した プ ログラム ・パ ッヶイ

ジを利用 して,こ れ を企業化 している ことである。COMPUTIKETと い うシス

テ ムと子 会社Computiket社 が それで あるが,こ れは商 品価値 のある ソフ トウ

ェ ア ・パ ッケイ ジ とい うものが どん な もの を教 えて いる といえ よ う。 まず活 用度 の

高 い ソフ トウエ ア ・システ ム を考 える。そ して この プ ログラムを開発 し,こ れ を使

ジてサ ー ビスす る企業 を経 営す るもので,い わゆ る情報 処理産業 といわ れるもの の

縮 図 を ここに見 る思 いがす る。

COMPUTIKETシ ステ ムはCSCが2年 の歳 月 をか けて開発 した もので,ス ポー

ツ,観 劇 な どの切 符 の予約 をす る システムであ る。CSCは 開発後子会社

COMPUTIKET社 を設立,こ の運営 に あた った。サー ビスの システム と しては,ま

ず シ カ ゴに2台 の 工BM360/40を す えつけ電話回線 を利 用 して各地 に切符 印刷 ター

ミナル を置 いた。 ター ミナルのす えっけ場 所 は,銀 行,ス ーパーマー ケ ット,百 貨

店,空 港,シ ・ビング ・セ ンター とい った人 の出 力が激 しい ところをね らってい る。

一方
,COMIPUTIKETの 契 約 ユーザー であ る劇場,競 技場 な どか ら出 しもの,

COMPUTIKET・ 税金 の有無 ,さ らにはデ ィス カ ウン ト・タイ ムの情報 まで を含

む19項 目のデー タ をイ ンプ ッ トし,レ ジ ャー客か らの問 い合 わせ に答 え るので あ

る。勿論実 際 の切 符 は各 ター ミナルで プ リン トされ,数 秒 で手 わたす とい う。現 在

契約 ユー ザー と しては パ ラマ ウン ト,UCLAフ ッ トボー ル ・チー ムな どがある。
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各地 の プ レイガイ ドに特殊端 末装 置 を置 いて,フ ットボー ル等 各種興 業 の入場 券

を発売 している。



4・5planning .ResearchCorporation

1100GlendonAvenue,1、osAngeles
,

California90024

platmingResearchCorp(以 下PRCと 略す)は,1954年 に現社 長 ロバ

ー トW・ ク レー ガー氏 ら5名 のエ ン ジニアの手 で創 設 されたが
,こ れ らス タ ッフは

非営 利団体 であるRAND社 にいた人 々であ る。PRCの 特徴 は シス テム ・アナ リス

ト技術 の各 分野へ の適 用 にあ り,国 防 省 を中心 とした連邦 政府 官庁 に良 い カス トマー

をも ってい る。

現在 の売上高 に よるユー ザー ・グルー プ別内訳 は,

国 防 省65%

そ の他政府機 関27%

民 間 企 業8%

とな ってお り,こ の数字 が こ うした実態 を如実 に示 して いる。 しか し,最 近 の方 向 と

しては こ うした政府 受託 開発 で得 た知識 を民間 の,と くに公共事業 に応 用 してい こ う

とす る姿勢 にあ り,中 で も都市 再開発,教 育,医 学 な どに関 す る情報 の処理 に注 目 し

てい る。

クルー ガー社 長 に よれば,PRC社(D
.企業 としてのポ リシーは システ ムズ.ア ナ リ

シスが複雑精緻 な技術 ・社 会 ・経済学 的課題 に対 しては も っとも有 効 な アプ ローチ方

法で ある とい う認 識か ら,こ の技 術 を応 用 した,あ らゆ るプロ グラム,ソ ル ビン グ方

式 を開 発す る ことで ある として いる。 こ うした専門的サー ビス業 を同社 では"タ ー ン.

キー"プ ロフ ェ ツシ ・ナ ル ・サ ー ビス と呼 んで いる。 も う1つPRC社 の社風 を伝 え

るもの と して,準 学術 的社風 に おい て高度 に専門的 に薫陶 され た分 野 で相 互間 の成果

を契 約 した個 々の成 果 を交換 で き るよ うな,密 接 な相互 関係 を持 つ組 織 とす る ことだ

と している点 で ある。 プロフ ェ ッシ ョナル ・ス タ ッフの豊富 さが ,PRCの1っ の特

徴 だが,そ の専門分 野 と学位 別分 布 はee5.8表 の とお りであ る。



表7 PRC社 専門別 スペ シ ャリス ト分布 の状況
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各事業 部組織 とその活動

事 業部門 は5事 業部 と3っ の子 会社 に よ って成 立 って いる。

1

2

3

4

5

6

7

8

AssUranceandSupportEngineeringDiv.,

ComputerSystemsDiv.,

IhformationSystemsDiv.,

MilitarySystemsDiv.,

SystemsEc・n・miespiv・ ・

AlanM.Voorhees&Associates,Inc.

Read,Voorhees&AssociatesLid.,

PRCTechnicalApplication

この 中 で コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス 関 係 は上 記 の2,3項 の 事 業 部 で あ り,そ の概

況 は 次 の通 り。

ComputerSystenlsDiv・

こ の部 門 は 顧 客 の

マ ネ ー ジ メ ン ト ・コ ンサ ル タ ン ト

シ ス テ ム ズ ・ア ナ リシ ス

シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア

プ ロキ ュア メ ン ト ・オ フ ィサ ー

と して活 動 す る部 門 で あ る。

1967年 度 に 実 施 した 典 型 的 な フ.ロ ジ ェ ク トは 次 の通 りで あ る。

軍 事 関 係 ア プ リケー シ ・ン

・大 陸 ,大 洋 横 断 航 空 リフ トの シ ミ ュ レー シ ・ン ・モ デ ル

・コ ン ピ ュー タ時 間 を よ り有 効 に 利 用 す る た め の タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・シス テ ム

・海 軍 の 接 艦 の情 報 シ ス テ ム

航 空 宇 宙 関 係

・サ ー ベ イ ヤ ー とサ ター ンV用 コ ン ビ ュー一夕 ・プ ログ ラ ム,こ れ は 同部 の 最 大 の プ
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ロジ ェク トで宇宙船 の情 報収集 処理 の プ ログラム作成 で ある。

・宇 宙船搭 載 コン ピ ュー タ仕様 開発

民間向 け事業

・警察 ,消 防 システム(メ ー カー 向け)

・ペルー の某銀 行 システ ム設計

・医薬学 関 係のMISシ ステ ム とそ の プロ グラ ミング

InformationSystemsDivi.

主 に軍 事関 係ユーザ ーに対す る コンピ ュー タ ・システムの提 供 が仕事 であ る。

システ ム設計 か らプ ログラム作成,運 用,保 守 まで で,米 大陸 のほか ハ ワイ,

ヨー ロ ッパ,東 南 アジアの コン ピュー タ基地 に従事 している。このほか種 々の政

府 府 ・民間 向け の コン ピ ュー タ援助 を実施 している。

この他 の部 も大規模 デー タ ・プロセ シン グ ・システ ムの開発 やマ ネー ジメ ン ト

関係 の研究 を実施 して いる。

PRCの ソフ トウエ ア生 産能力

PRCの ソフ トウエ ア開発専門 担当 スペ シ ャリス トは50名 で あ る。

これ らの うちで,コ ン ピ ュー タ ・プ ログラマーは平均6年 以上 の経 験者 であ り,

システ ムズ ・アナ リス トは10年 以上 のベテ ランだ'とい う。これ までに約600件

の ソフ トウエア契約 をや って きてお り,中 には数百万 ドルの大規模 プ ロジ ェク トも

あった。

PRC,最 近 の動 き'

。1968年 のPRCの 活動 の中 で 目立 ったものは大規模 な リザ ベー シ ・ン ・シス

テ ムの開発 と販 売活動 で ある。 この システ ムはホテル,モ ーテル ,レ ンタ カ ・カー・

サー ビス会社,航 空 会社,旅 行会社 を対 象 としたもので ,モ ーテル を経 営 す る

Howard・Jonson社 に1,000万 ドル(36億 円)と い う同社始 ま って以来 の

契約 で売却 した。(5年 間に わた って支払 い)

この他 ・株式 ブローカー シス テムの開発 があ る。また8月 には国 際的経営 コンサル

タ ン ト会社H・B・Maynard社 を買収 した。PRCは これで同社 最大 の子 会社 を持
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っ こ とに な った 。68年 の 合 併 活 動 は 活 発 を き わ めH・B・Maynardの ほ か

QuintonEngineers社,建 築 設 計 会 社Budlong&Associatates社(機 械 お よ

び電 子 エ ン ジ ニ ア リン グ ・コ ンサ ル タ ン ト)を い ず れ も子 会 社 と して買 収 した 。

このほか,大 物 と して は建 設 設 計 分 野 で 多 数 の スペ シ'ヤ リス トを抱 え るFrederic

R.Harris社 の 買 収 が あ る 。 同社 は 大 き な フ.ロ ジ ェ ク トをか か え てお りそ の うち

に は,輸 送,石 油工 場 プ ラ ン ト,橋,ト ンネ ル,海 洋 開発 が あ る。Frederic社

は 現 在,国 内,海 外 に31の オ フ ィkを 持 ち同社 の図 形 処 理 能 力 はPRCの 新 しい武

器 とな りそ うで あ る 。

さて,PRCは こ れ ら合 併 に よ って 広 範 囲 に わ た る産 業 で の コ ンサ ル テ ィン グ'シ

ス テ ム分 析 サ ー ビ ス活 動 が で き る こ とに な った 。 そ してPRCは 従 来 か らの豊 富 な

ス ペ シ ャ リス トに合 併 した コ ンサ ル テ ィン グ ・ス ペシ ャリス トを投 入 し,広 範 な頭 脳 会

社 をね らって い る こ とは 明 らか で あ る。

な おPRCは 国 内80か 所 に オフ ィス を持 ち,海 外20か 所 で 活 躍 して い る。 ま た

現 在 手 が け て い る プ ロジ ェ ク トに は次 の よ うな も の が あ る。

・空 港 シ ミ レー シ ・ン(子 会 社R.DixonSpeasAssociates,AlanM.Roorhees,

PRC)

・鉄 道 の踏 切 調 査(子 会 社'Voohees,PRC)

、。ハ イ ウエ イ ・メ ン テ ナ ン ス(子 会 社E.R.Harris,PRC)

・会 話 形 医 療 シス テ ム開 発(子 会 社pRCTechnicalApplication,PRC)

・生 医 学統 計 分 析(BehaviorScience,PRC)
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4.4ComputerUsageCo・

344MainStreet,N.T. ttKisco

NewYork

CUCは,今 年 で12年 の歴史 を持 つ ソフ トウエアの しにせ であ るとともに,単 に キ ャ

リアが長 い とい うだけ でな く各方面 にわ た るそ の活動 は質 の高 い もの であ り,ア メ リ

カの ソフ トウエ ア業 界の リー ダー ・シ ップを握 って いる会社 の1っ で ある と見 られて

いる。

CUCの 営 業成績

CUCは これ まで,売 上,純 利 益 とも急騰 を示 して きたが昨年 は売上 はや や横ば い,

利益 は始 め て40万 ドル ちか くの赤字 を計上 した。CUCに よれ ば赤字 の原 因は子 会

社ComputerUsageEducationと かComputerUsageBusinessServicesの

不振 に よるもの だ とい うこ とである。(12図 参照)

CUCの 業務 内容

そ れではCUCと は一体 どんな会社 な のか?こ れまで同社 が行 な って きた代表的 な

仕事 を こ こに紹介 してみ よ う。CUCの サ ー ビスは,ほ とん どの大手 ソフ トウエ ア会

社 がそ うであ るよ うに,コ ン ピ ュー タ ・コンサル タン トか ら設計,コ ン ピ ュー タの導

入,オ ペ レー テ ィング ・アシス トまで の総合 的 な もので ある。 また,12年 のキ ャリ

アが誇 るよ うに産業 界 の各分野 にわ たる,た とえば一般 企業経営,工 場 管理,医 療,

航空 産業 とい った よ うな広 い範囲 の仕事 を引 き受 けて きた。

そ の うち代表 的 な もの としては,

マ ネー ジメ ン ト ・シ ステ ム

CUCの カス スマーの1つ であ るA.B.Dick社 は複写機 メー カーであ るが,こ こ

で は17,000点 以上 の部 品,半 製 品 の工程 管理 が悩 み のタネで あ った 。す なわ ち部

品 を購入 し,そ れ を生産 ライ ンに効果的 に送 りこみ,出 来 あが った製 品 の在庫 を管
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理す る うまいシステ ムは ない ものか。CUCは この事件 を引 き受 け,部 品購 入,製

造 工 程 管 理,受 注 管 理,在 庫 管 理 を一 貫 して コ ン ピ ュー タ で コ ン トロー ル す る シ ス ・

テ ム を作 りあげ た 。A.B.Dick社 は こ れ に よ り生 産 性 を高 め,在 庫 量 を30%～

35%へ ら し,合 理化 に よ る企 業 利 益 を計 上 で き る よ うに な った とい う こ とで あ る。

主 と し て こ うい った 仕 事 を担 当す る の はCUCの イ ン フ オメ ー シ ・ン'シ ステ ム

ズ ・テ ク ノ ロ ジー で あ る 。

医 療 シ ス テ ム

ボ ス トン市 立 病 院 は,コ ン ピ ュー タに よ って病 院 の事 務 処理 を機 械 化 す る こ と を計

画 し,CUCが こ れ を引 き 受 け た 。 設 計,機 器 の選 定,プ ロ グ ラ ミン グ,運 営 の ア シ

ス トと一 貫 したサ ー ビス に よ り,現 在 フ ル運 転 に入 って い る 。 ボ ス トン市 立 病 院 で

は,さ らに診療 ス ケ ジ ュー ル 作 成,患 者 の診 療 記 録 フ ァイ ル作 成 に ま で こ の シ ス テ ム

を拡 張 す る予 定 で あ る。CUCと して は ボ ス トン市 立 病院 が 最 初 の医 療 関 係 ユ ー ザ

ー で あ る が
,こ の 他,現 在 ニ ュー イ ン グラ ン ド医 療 セ ン ター,NIH(National

InsuranceofHealth),ウ ォー ター ・リー ド陸 軍 病 院 の シ ス テ ム を建 設 中 で あ る
。

リザ ベ ー シ ョン ・シ ス テ ム

ア メ リカ ン航空 のSABREは 有 名 な リザ ベ ー シ ・ン ・シ ス テ ム で あ る が,こ れ

を担 当 した の がCUCで あ る 。CUCで は こ の経 験 を も とに して レン タ ー ・カー,

ホ テ ル,リ ザ ベ ー シ ・ン ・シ ス テ ム な どに拡 張 す る よ う作業 中 で あ る。

政 府 関 係 シ ス テ ム

OEO(TheOfficeofEρonomicOpportUnity)の 数 種 類 の 職 業 紹 介 シ ス テ ム

ーを設 計,導 入,保 守 を 引 き受 け 実 施 した 。 ま たcuCは ソ シ オ ・エ コ ノ ミ ック ・コ

ン ピ ュー タ ・モ デ ル を使 って,よ り効 果 的 な職 業 紹 介 シ ス テ ム を調 査 して い る
。 こ

の 他,政 府 関 係機 関 の ピック ・プロジ ェ ク トと し一ては,ア ポ ロ計 画 の ア ポ ロ ・コ ン ピ

ュー タ ・ガイ ダ ンス ・シ ス テ ム を計 画 した。 これ は高 度 な マ ン ・マ シ ン ・イ ン タ ラ

クシ ョン を要 求 され る リア ル タ イ ム,プ ロセ シ ン グ ・シス テ ム で あ る。

犯 罪 シ ス テ ム

CUCが 手 が け た警 察 犯 罪 シ ス テ ム の代 表 的 な も の にNYSUS(NewYorkState
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IdentificationandhnterlligenceSystem)と 呼 ば れ る も の が あ る。 こ れ は コ ン

ピ ュー タ を使 った盗 難 車 通 報,鑑 別 シ ス テ ムで あ る が,将 来 は 指 紋 鑑 定 シ ス テ ム,

偽 名 識 別,挿 素 人 シ ス テム,貨 幣 ナ ンバ ー 鑑 別 シ ス テ ム に ま で機 能 を拡 張 す る予

定 で あ る。
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4.5 AppliedDataReserChCorp .

Route206Center

Princeton,N.J.08540

ApPliedDataResearch(以 下ADRと 略 す)社 は ソ フ トウ ェ ア特 許 第 一 号 で 知 ら

れ 全 国 各 地 に支 店 を持 って活 躍 す る ソフ トウ・エ ア会社 で あ るが,1959年 創 立 以 来

コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー お よ び メー カ ー に ソフ トヴ ェア ・サ ー ビス を 提 供 して き た 。

した が って ソフ トウ=ア の開 発 がADRの 中 心 的 業 務 で,ほ とん どこ れ に 力 を そ そ ぎ

こ ん で い る 。ADRの 開 発 す る ソ フ トウ ェア の 種 類 は,コ ンパ イ ラ ー,ア ッセ ン ブ ラ

ー,ソ ー ト/マ 「 ジ,エ グゼ クテ ィブ ・ル ー チ ン,レ ポ ー ト ・ジ ェネ レー タ な どで あ

る が,お 客 の要求 が だ ん だ ん と,シ

錐2

隼

図13ADRの 営業成 績

一75一

ス テ ム設 計 か ら コンピュータ ・オペ レー

シ ・ン調 整 まで 総 合 的 な サ ー ビス を

求 め る よ うに な って き た。 こ の た め

現 在ADRは 広 範 な ア プ リケ イ 、シ ・

ン分 野 で シ ズテ ム設 計,プ ロ グラ ミ

ン グ,コ ン ピ ュー タ ・オ ペ レー シ'ヨ

ン め基 礎 訓練 と ア シ ス トをは じめ て

い る 。

ADRは 設 立 以 来,各 種 の仕 事 を

手 が け,そ の実 積 を伸 ば して き たが,

現 在 同社 が 得 意 と して い る の は 次 の

よ うな 分野 で あ る。

○ 情 報 検 索(IR)

○ グ ラ フ ィッ ク ・シス テ ム

○ リ アル タ イ ム ・テ レメ ト リーお



よ び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム

○ 科 学 用 ア ブ.リ ケ ー シ ・ ン ・ フ.ロ グ ラ ム・
,●

○ ゴ商用会計 ・システ ム

○ 各種管理 システムお よび在 庫管 理

このほ かADRは ユ ーザ ーのた めに コン ピ ュー タの性能評 価 と導入 にあ た って の機

種 選定サ ー ビスも行 な っている。.

ADRあ 代表的部 門

こ こでADRの 代表 的 な部門 どその内容 を簡 単に紹 介 してお こ う。

専 有権付 ソフ トウ ェア ・パ ッケイ ジ事業 部

専 有 権 付 パ ッケ イ ジ ・プPグ ラ ム の開 発 はADRの 中 心 的 活 動 で あ る と い って

さ しつ か え な い,こ の 事 業 部 で はADRの 看 板 商 品,オ ー トフ ロー,・ と い った よ

うなパ ツケ イ ジ を世 に送 って い る 。 こ の ほ かESI(TheEngineeringa皿dScientific
●

血terpreter)と かIAM(lnteraetiveAlgebracMa .m'pulation)がADRの 誇 るパ

ッケ イ ジ で あ る 。 な お プ リン ス トン のセ ン タ ー に設 立 され た新 鋭 機360/50が

パ ッケ イ ジ 開 発 をサ ポ ー トす る ため 活 躍 して い る
。ニ

アー リン トン計算センター'

こ こに は2台 のIBM360/401が 入 って い て,ADRの プ ロ グ ラ ミン グ活動,各 種

'研 究 活 動
に使 わ れ て お り,さ らに 外 部 の計 算 サ ー ビ ス も行 な っ て い る。

フ.リ ン ス トン研 究 計 算 セ ン タ ー

こ こに はPDP-7/8が あ りこれ に マ イ ク ロ フ ィル ム装 置 を含 む グ ラ フ ィ ック

1/0装 置 が つ い て い る。 こ こ の シ ス テ ムは 主 に モ デ リ ン グ,シ ミ ュ レー シ ・ン,

テ キ ス ト ・エ デ ィテ ィン グ,グ ラ フ ィカ ル,情 報 検 索 と い った 分野 で の研 究

開 発 作 業 に 使 わ れ て い る。

コ ン ピ ュー タ ・コ ン トロー ル ・シ ス テ ム 事 業 部

この 事業 部は ハー ドウ ェア とソフ トウェアを結 びつ け た総合的 な設計 と施行 を

担 当 している。 この ためここ では総 合 システ ムの設計 サ ー ビス とこ ういった シス

テ ムに必要な ハー ドウ ェアの プ ロ トタイ プの製作が 行なわれ ている。

y.
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テ ム に必 要 な ハ ー ドウ ェア の プ ロ トタ イ プに製 作 が 行 なわ れ てい る 。

Massa・hu・ett・C・mputerAss。ci。t。 社

ADRの 子 会 社 で,専 有 権 つ き ソ フ トウ エア ・パ ッケイ ジ の開 発 活 動 に 従 事 す

る か た わ ら,政 府 な どか ら引 き うけ た 高 度 な 開 発 プ ロジ ェ ク ト を 担 当 して い

る 。

Data&lnformationProducts社

ADRの100パ ー セ ン ト所有 の子 会社 で,シ カ ゴに本 居 を か ま えハ ー ドウ ェ

ア ・セ ー ルス と コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス のマ ー ケ ッテ ィン グ活 動 を 行 な って い る 。

ADRの10年 の 歩 み
5

ADRは 今年 で ち ょうど10周 年 を迎 える 。こ こで10年 の歩 み をふ り掃 え ってみ

よ う。,

1959年

01960年

01961年

01962年

01963年

01964年

01964年

01965年

01966年

01967年

7人 の コ ン ピ ュー タ ・ス ペ シ ャリス トに よ って プ リン ス トン ・ニ ュ

ー ジ ャー ジ で 設 立 。

StepheWrightが プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ー ジ ャー一に な っ てRCAと 共

同 で 産 業 界 で のCOBOLng1号 を 開 発 。

従 業 員 持 株 制 度 が ス ター ト。

ACM主 催 の ナ シ ョナ ル ・コン ピ ュー タ ・シ ン ポ ジ ウ ムに ソフ トウ

ェア専 門 会 社 と して初 め て参 加 した 。

ロー マ の 空 軍 開 発 セ ン タ ー1 .R.シ ス テ ム調 査 開 発 契 約 受 託 。

RCA501コ ン ピ ュー タ を使 って試 験 的 に オ ー トフ ロー を作 成 。

ACMナ シ ・ナ ル ・シ ンポ ジ ウム2回 目の ス ポ ンサ ー とな る 。

最 初 の 支 店 をバ ー ジ ニ ア 州 ・ア ー リン トン と ロ ス ア ン ゼ ル ス に 開 設 。

普 通 株12万 株 初 め て発 行 。

ADRと して 初 め て会 社 を合 併,吸 収 した の は ソ フ トウ ェア 会 社

MassachusettsComputerAssociates社 と コ ン ピ ュー タ関 係市

場 調 査 を行 な うData&InformationProducts社 で あ る 。

両 社 は いず れ もADRの 子 会 社 とな った 。
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1967年

1967年

1967年

1968年

1968年

1968年

01968年

01968年

IndustrialResearchMagazineは オ ー トフ ロー を67年 の 最 も重

要 な 開 発 技 術100種 の 中 に リス ト・ア ップ し て い る。 ソフ トウェアが 重

要 な 開 発 技 術 と して 同 誌 で と り挙 げ られ た は これ が 初 め て で あ る。

IBM360/40が ア ー リン トンの オ フ ィス に 入 れ られ,ADR初 の

＼
コ ン ピ ュ一 夕 ・サ ー ビス ・セ ン ター と な った 。 な お 同 セ ン タ ーに は

68年 中 期 にIBM360/40が も う1台 入 れ られ,こ れ に よ って 同 セ

ン タ ー は ワシ ン トン地 区 で 最 大 の もの の1つ と'な った 。

ハ ー ドウ エア と ソ フ トウ ェア の開 発 技 術 を1本 化 す る た めControl

Systems事 業 部 を設 立 。を設 立 。

専 有 権 つ き ソ フ トウ ェア ・パ ッケ イ ジ を ヨー ロ ッパお よ び極 東地 区

で 販 売 を 開 始 。.

子 会 社DatainformationProducts社 が ア トラン タ,シ カ ゴ,シ

ン シ ナ チ,ク リー プ ラ ン ト,ダ ラ ス,デ トロイ ト,ミ ル オ ー キ ー,

ニ ュー ヨ ー ク・7ィ ラ デ ル フ ィア,セ ン ト ・ル イ ス に支 店 を開 設 。

第2回 目 の外 部 資 金 導 入 と して300万 ドル(円)の 変 換

社 債,7,5,000株 の 普通 株発 行 。 これ は 主 に 専 有 権 付 ソフ トウ ェア

・パ ッケ イ ジ の 開 発 に あ て られ る 。

特 許 庁 がADRの ソ フ ト71ア に 初 め て 特 許 を認 定 した 。

プ リンス トンに あ る イ ン ダス ト リ
,i7ル 〔セ ン ター に新 しい 本部 と研

究 セ ン タ ー を設立 す る計 画 を発 表 。

IBM360/50が 専 有 権 付 プPtグ ラ ム ・パ ッケ イ ジ の開 発 と,計 算 業

務 サ ー ビス 用 と して設 置 され た。 ソ フ トウ ェア第 一号 の担 当 者

MartinGoetzとHenryWickendenが パ ッケ イジ ・プ ロ グラ ム開

発 の マ ネ ー ジ ャー とな った 。
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4・6AutomationDataProcessing

3700Computerdrive

raleight,N.Cavolina27609

、
、＼

1957年 ・'IBINgの3人 の セ ー ル ス ・マ ンに よ って 設立 され たAutomation

DataProcessinglhc・(以 下ADPと 略 す)の 発 足 時 代 はそ れ こそ 屋 根 裏 を借 り

て パ ン チ ・カ ー ド装 置 の セ ー ル ス を行 な って いた 。 売 上 高 は1963年 は100万 ドル

(3敵 … 万 円)ぐ らい で あ ・た が,そ れ か ら5年 後 絵 売 上 高 は1 .5。 。万 ド,.

(54億 円)・69年E半 期 で す で に1,700万 ドル(61億2 ,000万 円)を 売 上 げ て

い る。

ADP社 の 事 業 の 伸 び は 極 め て 安 定 した

も の で毎 年40%ぐ ら いづ ら 拡 大 して お り,

地 方 の大 都 市 に 着 々 とサ ー ビス ・ビ ュ ゥ ロ

ウ をつ く って い る 。現 在ADPは ボ ス トン,

ボ ル チ モ ア,ニ ュー ヨー ク,フ ィラ デ ル フ

ィア,デ トロイ ト,セ ン トル イ ス,ニ ュー

ジ ァー ジ の ク リ ン トンに'サ ー ビス ・ビ ュウ'

ロ ウ を持 っ て い る 。 これ ち の セ ン タ ー で は

会 計 計 算,科 学 計 算 プ ログ ラ ミン グの サ ー

ビス を行 な って い る 。 この ほ かADPは

AutomaticComputerService部 門 で 株

式 が ブ ロー カー に 対 して コ ン ピ ュー タ ・サ

ー ビス を提 供 して い る
。ADPが 現 在 計 画

中 の もの と して は タ イ ム シ ェア リン グ ・サ

ー ビス で 全 国組 織 の ネ ッ トワー ク を作 ろ う

と準 備 中 で あ る 。

売
上

万

ド

ル

2,000

L500

LOOO

500

1968 1969

上半 期

凶14ADPの 営 業 成 績
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4.7 UniversityComputingCo,

1949StemmonsFreeway

Dallas,Texas75207

1963年,IBMの セ ー ル ス ・エ ン ジ ニ ア をや って い たサ ム ・ワ イ リー 兄 弟 が 設

立 し たUniversityComputingCo.(以 下UCCと 略 す)の 当 初 は オ フ?ス を と い っ

て も ほ ん の す み っこ の 方 だ がSouthernMethodist大 学 の'構 内 に 置 い てス ター トした。

ワイ リー兄 弟 は ま ず オ ー プ ンで コ ン ピ ュー タ の 賃 貸 しか らは じめ た が,

(ServiceBureauCo.)で 腕 き き の セ ー ル ス マ ンだ った ワイ リー は た ち ま ち得 意 先 を

ふ や し1年 に し て70万 ド ル(2億5,200万 円)の レン タ ル料 を あげ ・利 益10万 ド

ル(3,600万 円)を ふ と ころ に し,UCCの 驚 異 的 躍 進 は こ こか ら始 ま った わ け で

あ る 。1964年 以 降,昨 年 まで のUCCの 伸 び を トレン ドに して み る と69万 ドル

(2億4,840万 円)か ら約6.000万 ドル(216億 円)へ と100倍 近 く の拡 大 ぶ り

で あ る。UCCは リモ ー ト ・プ ロセ ッ シ ン グ ・サ ー ビス に 賭 け てお り,同 社 の 業 務 の

中 で この サ ー ビス の 占 め る 割合 は だ ん だ ん 大 き くな りつ つ あ る 。 も ち ろん ワ イ リー 自

身,陣 頭 指 揮 も辞 せ ず とい った とこ ろで,つ い こ の間 も ロ ン ドン とダ ラ ス の セ ン タ ー

を人 工 衛 昇 で中 継 した,タ イ ム ・シ ェア リ ン グ ・シ ス テ ム のデ モ ソ ス トレー ジ ョンを

行 な い話題 を さ ら 。た.現 在 リモ ー ・ ・'プ・セ ・シ ン グ ・サ ー ビス の 売 上 げ は5・ ・

万 ドル(18億 円)近 くに の ぼ る も の とみ られ て い る。 こ うい った リモ ー ト ・サ ー ビ

ス は 当 然 ワ イ リー の 目 ざす コン ピ ュー タ ・ユ ー テ ィリ ィテ ィに 結 び つ く も の で,ワ イ

リー は こ の線 に 沿 って会 社 の飛 躍 を考 え て い る。 こ う したUCCの 方 針 と い うの は具

体的 に は これ ま で の 次 の よ うな 活 動 に うか が わ れ る。

(D現 在 同社 の コ ン ピ ュー タ ・ユ ー テ ィリ ィテ ィ ・グル ー プは ア メ リ カ と ヨ ー ロ ッ

パ で,い くつ か の コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス ・セ ン タ ー を運 営 して い る 。

(2)子 会 社,ComputerIndustries社 でCOPE45と い った リモ ー ト'ハ ッチ'

プ ロセ ス用 タ ー ミナ ル を製 造 し て い る。
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o

(3)ワ シ ン トン にComputerLeasing社 を 置 き,リ ー ス活 動 に従 事 して い る。

(4)1969年 始 め,子 会 社AcademyofComputerTec㎞ology社 を 設立 し,

プ 『 グ ラ ミン グ教 育,EPP・ ア プ リケー シ ・ン ・セ ミナ ー を実 施 して い る。

(5)有 線 テ レ ビ の シ グ ナ ル を伝 送 す るMicro-wave社 を 買収 し,ワ イ リーは これ

に よ って マ イ ク ロ ウ ェブ に よる デ ー タ通 信 ネ ッ トワー クに 発 展 させ よ う と意 図 し

て い る。

一82_



4.81nformaticsInc.

5430VanNuysBoulevard

ShermanOaks,California91401

、

Informatics社 は フ ァイル ・マネージメン ト・シ ス テ ム,MARKIVで 有 名 な ソ フ ト

ウ ェ ア会 社 で あ る 。 パ ッヶ イ ジ ・フ.ロ グ ラ ム の開 発 を 中 心 とす る 完 全 な ソ フ トウ ェア

専 門 会 社 で,代 表 的 な ソ フ トウ ェ ア ・パ ッヶ イジ と して次 の よ うな も の が あ る。

パ ラ ケ ー ジ 名 開 発 年 月 利 用 対 象

JPL(JetPropulsion

Laboratory)

19』67年6月 NASAよ り依頼 され て開 発,月 着 陸 用

シ ミュ レー シ ョン ・プ ロ グ ラ ム

選 挙予測 システ ム

ー

1967年11月 CBS放 送 りために開発,大 統 領 選挙,

上,下 院 選挙 な どに活躍 。 ニ ュー ス,

キ ャスターにデ ー タを送 る。

－
MARKIV 1967年12月 フ ァイ ル ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム。

主 と してIBMユ ー ザ ー む け

Ihformatics社 の過 去5年 間 の営業成 績は次 の とお りである。

従業 員は現在390名 で,こ の業界 では中堅 どこ ろ とい った ところ。従業員 数 の増

加傾向 は次の とお りであ る。

年 度 1964 1965 1966 1967 1968

従業員数 68 117 265 325 390

な お ・Informatics社 は ソフ トウェア の開 発 ば か りで な く出版 事業,リ ザ ベーシ ・ン ・

シ ス テ ム会 社 な ど を運 営 して い る 。 出 版 は主 に プ ロ グ ラ ミン グ,オ ン ラ イ ン ・シ ス テ

ム関 係 で ・ 代 表 的 な もの と して"TheTransitiontoOn-lineComputing・,が あ

る。 リザ ベ ー シ ・ン ・サ ー ビス は69年4月 に 子 会 社ATARS(AutomatedTravel

AgentsReservationSystems)を 設 立 して いる 。

_83一



襲

掻

継

麺

Q

胆

汁
、
口
網

唄

.
翼

・
。
日

日
臼
。
苫

㊤
ら
図

鰹

吾

恩

讐

・

、

。o

u。

Φ

【

↑
口
軌
－

q。
㊤
〇
－

uう
C
O
－

ご

ひ
－

O
O
－

O
O

N

O
O
"う

O
O
∀

ΣA 、

=×翼

,

。。

g⊃

O

〔

卜
己
c乃
－

O
匂コ
巴

O
O
鍋
一

マ
O
Φ
【

O

O

O

[

8

0
、N

8

0
."・
.

8

0
.寸

O

O

O
.uで

O
O
8

<

8

Q
↑

沓

O
O
含

zi 、

_84一



4.9BoltBeranekandNewman・Inc.

50MoultonStreet

Cambridge,Mass.02138

1948年 創 立,1953年 に 会 社 組 織 に な ったBoltBevanekandNemau社

(以 下BB&Nと 略 す)は,研 究 開 発 会 社 で あ って,商 用 タイ ム シ ェア リン グ ・サ ー

ビス の ト ップ を切 った企 業 の1っ と してTELCOMPサ ー ビス を,ま たGEと 共 同 で

実 施 して い る医 学 情 報 ネ ッ トワー クMEDINETな ど 最 先 端 を ゆ く プ ロ ジ ェ ク トを こ

な して い る 。

BB&Nの 営 業 成 績

1968年 度 の 収 入 は596.3万 ドル で,純 益(税 引 き後)は15.7万 ドル とな っ

た 。 過 去2か 年 間 の業 績 は 第 図 の とお りで あ る。BB&Nの 中 核 的 事 業 部 は コ ン

サ ル テ ィン グ ・研 究 ・開 発 とイ ン ダス ト リア ル ・サ ー ビス ・フ.ロ ダ ク トで あ る 。 と く

に イ ン ダス トリア ル ・サ ー ビス 部 門 はBB&Nが 期 待 をか け る タ イ ム シ ェ ア リン グ ・

サ ー ビス,TELCOMPを 運 営 して い る。 ま た,同 事業 部 従 業 員 の525人 の うち2

225人 は 大 学 卒業 以上 の レベ ル に あ り,こ の うち176人 は 学 位 を待 ち,56人 は

博 士 号 を持 って い る 。

BB&Nの2事 業 の 中 の主 な 内 容 は次 の よ うに な って い る。

①Consulting,ResearchDevelopment

③ArchetecturalAcousticsandNoiseControl

⑤PhysicalScienceTechnology

◎InformationScienceandTec㎞ology

②lhdustrialServicesandProducts

⑥DataEquipment

◎TELCOMPOnlineComputerServices

①EducationandTraining

◎Prototech
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⑪JointEndeavorsandLicenseAgreements

こ の うち重 要 と思 わ れ る も の に っ い て概 略 を紹 介 す る。

①i◎ 情 報 科 学(lnformationScienceandTechnology)

・ 人 間 に・よ る情 報 処 理 二 運 輸 省,FAA(連 邦 航空 委 員 会) ,'AF(空 軍)な

どか らの もの で,人 間 能 力 をComputerが い か に手 助 け で き るか に っ い て研.

究 を行 な う。

・ コ ン ピ ュー タ に よ る情 報 処 理 －ARPA(高 等 研 究 計 画 局)か ら委託 さ れ

た もの で,Graphicな ど 人 間 と機 械 の イ ン タ ー ラ ク シ ョンに っ い て研 究 を行 な
'

うも ので あ る。

・ 医 学 情 報 技 術 －HospitalComputerProjectで
,す で に5年 目に入 った 。

国 立 保 健 研 究 所 の ス ポ ン サ ー に よ る も の で,Mas'sachusettsGeneralHosPitaユ

と の共 同 事 業 で あ る。 一 度 に64の リモ ー ト ・ター ミナ ル を使 用 で き る も ので, .

今 年 は試 用 で は あ る'が実 用 に供 され た。 ・

・ 教 育 情 報 技 術 一1963年 にCAI用 にTtSocratic-dialogtiet,を 開 発 した
。

これ を も とに してGE-MEDINETDept.と 共 同 で医 学教 育 にSocraticシ ス

テ ム を使 う研 究 を進 め て い る。 これ はHarvard大 学 の薬 学 部 が協 力 して い る。

・TELCOMP開 発 －TE]LCOMIPは 常 に 改 良 が っ つ け られ て い る
。 よ り

ー強 力 な
コ ン ピ ュ ー タへ のTELCOMP言 語 の 適 用 を研 究 して い る 。

② 一⑥DataEquipment

PLOTAMATICX-YGRAPHIC・ レ コー ダ1、ECORDER

DATACODER-

GRAFACON

TELEPUTEROnlineComputerService

② 一 ◎TELCOMPサ ー ビ ス

ボ ス トン,ニ ュー ヨー ク と ロン ドンのTimeShaving社 がT把LCOMP

サ ー ビス を 実 施 中 。
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② 一⑤JointEndeavorsandLicehseAgreements(共 同 事 業 と ラ イ セ ンス契 約)

MEDINET

GE社 のMED・NET部 と共 同 で,リ ア・レタ イ ム情 報t・Lビ ス を全 米 医 学 界

に提 出 して い る。初 のComputercenterが1967年5月 にWatertown,

Mass.,のMEDINET本 社 に 開 設 さ れ た。

1968年 の 主 な で き ご と と して は,

・ARPA(高 等 研 究 計 画 局)か ら110万 ドル(3億9,600万 円)の 契 約 を受

注 した 。 こ の プ ロジ ェ ク トは1]V【P(InterfaceMessagesProcessors)と 呼 ば れ

、

る も の で,全 国 の大 学,研 究 所 を結 ん だ タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・ネ ッ トワー ク ・シ

ス テ ムで あ る 。

。TELCOMPは 現 在 マ ル チ ラ ン ゲ イ ジ と高 速 コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス を行 な っ

て い る 。 す な わ ちBB&Nが 開 発 したBBN-LISP言 語 は この1月 に サ ー ビ ス され

る こ とに な った 。 ま たFortranlVとBasicは 近 くサ ー ビス され る予 定 で,

ま たBBNの 専 用 言 語 の ニ ュー ・バ ー ジ ・ンTELCOMP■1が 発 表 され た。

。 本 年1月BBNは ニ ュー ヨー クに あ るMooreandMcCormack社 を吸 収,子

会 社 とす る こ とに な った 。 こ れ に よ っ て新 らた に海 洋,グ ラ フ ィ ッ ク能 力 を強 化 す

る こ とに な った 。
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4.10ComputerApplicationIncorporated

555MadisonAvenue

NewYork,NewYork10022

ComputerApPlication]hcorporated(以 下CAIと 略 す)は
,最 近 に な っ

て ア プ リヶ ー シ 。ン ・サ ー ビ ス分 野 を拡 張 した
。収 入 は,コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビス の

コ ンサ ル タ ン ト ・プ ロ グ ラ ム 設計 開 発
,シ ス テ ム ・モ デ リ ン グ と シ ミュ レー シ ・ン.

シ ス テ ム工 学,コ ン ピ ュー タ機 関 の経 営 ,デ ー タ処 理 サ ー ビス と い った業 務 よ りあ が

って い る。

従 来 ・CAI社 は タイ ム シェ ア リ ン グ,マ チ ル ・プ ロセ シ ン グ
,リ ア ル タ イ ムの 情

報 システム・ ・ンパイ ・一設計 や醗 開係 の騨 を中'工 鵠 を してき た.シ ステ ム

設 計 や そ の施 設 の 設 計 に も経 験 を有 し,こ うい った大 型 の ア プ リケ ー シ ョン.シ ス テ

ムに は通 信 の ル ー チ ン,負 荷 分 析,一 リア ル タイ ム の デ ニ タ処 理 な どが'あ る。 コ ン ピ ュ

ーー一夕 ・メー カ ー に対 して は
,、高 度 のCOBLコ ン パ イ ラ ー の提 供 な ど を行 な った 。

1966年 度 の顕 著 な業 績 の1っ は,第2世 代 か ら第3世 代 へ の リプ レー ス に と も

な うノ 各 種 の コ ンサ ル タ ン ト ・サ ー ビス を実 施 した こ とで あ る
。 そ の 他,子 会 社

Orchard-Hays社 は,今 ま で 開 発 さ れ た中 で 最 大 か つ 最 強 ク ラ ス の リニ ア.プ ロ グ

ラ ミン グ ・シス テ ム を コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー に提 供 した
。 同 じ く,子 会 社 の

NortheastRegion社 は,銀 行 果 へ の サ ー ビス に乗 り出 した 。 これ は銀 行 が 自社 内,

お よび取 り引 き 先 へ の計 算 サ ー ビス に 利用 す る税 の割 り戻 し
,お よ び,財 務 台 帳 の 更

新 な どを行 な うプ ログラムを作成 した ものであ る。

℃AI社 は,カ ス トマー の情報 サー ビスな どの特 殊サー ビスに も重 きを置 いてい る。

1966会 計年度 には この活動 を充 実す るために,研 究 開発費 と して25』 万 ドル

(9,000万 円)以 上 も投 資 した。 この年 に,子 会社 のSPEEData社 がマー ケテ

ィング情報 のサ ー ビスを開 始 したが ,こ れは小売 商か らの品物 の回収 情 報 を迅 速 かっ

詳細 に,食 料品 メー カーや販 売代理店 に提供す るためのデ ータ処理技 術 を売 りものに

している。1966年4)2月 か らシ カゴの マーケテ ィング分野 の動 向報告 を始 め てい
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る し,6月 に は,ボ ス トン全 域 の 市 況 情 報 の サ ー ビス もは じめ た。 サ ー ビス事 業 の成

功 は,要 員 の経 験,充 実,献 身 に よ って い る。 これ は と くに,問 題 解 決 の機 能 を界 す

コ ン ピ ュー タ を高 度 に あや っ る特 殊 な ,訓 練 の い き と どい た プ ロフ ェ ッシ ・ナ ル ・タ

レ ン トが 必 要 と され る コ ン ピ ュー タサ ー ビス業 界 に 言 え る こ とで あ る。

最 近 政 府 関 係 機 関 や 業 界 は,現 在,生 産 中 の新 世 代 の コン ピ ュー タ を動 か した り,

コ ン ピ ュー タが 他 の サ ー ビス とっ なが って い く情 報 シ ス テ ム を扱 か う内 部 要 員 を十 分

に維 持 で き な い悩 み が あ る。 そ こで,CAI社 は こ うい った顧 客 の要 求 に 答 え て,長

期 や 短 期 に渡 って プ ロフ ェ ッシ ョナ ル ・タ レン トの サ ー ビス の実 施 して い る 。

同社 は,高 度 に専 門 化 さ れ た,技 術 的 組 織 を建 設 した り維持 す る のに 大 き な成 功 を

収 め て い る 。1968年 に は,プ ロフ ェ ッシ ・ナ ル ・アナ リシ ス ・プ ロ グラ ミン グ,

工 業,科 学 関 係 の要 員 を含 め て3,000人 の 従 業 員 が 活 躍 して い る。

CAI社 の サ ー ビス 内 容 が 特 殊 化 さ れ る に っ れ,教 育 者,都 市 計 画 者,経 済 学 者,

産 業 心 理 学 者 と い った コ ン ピ ュー タ外 の技 能 を も持 つ専 門 家 が増 え て き た の も 同 社 の

特 徴 で あ る。 こ う した要 員 あ つ め成 功 の理 由 は,1っ に は 要 員 が 自分 の力 を十 分 に 試

す 機 会 が 個 々に 与 え られ る こ とで あ る。CAI社 が コン ピ ュー タ業 界 の あ らゆ る面 を

包 含 して い る た め,同 社 の プ ロ ジ ェ ク トに 参 加 す る タ レン トに 大 き な仕 事 へ の 満 足 感

を与 え られ,こ れ が,プ ロフ ェ ッシ ・ナ ル ・サ ー ビス会 社 の成 立 を促 進 して い る 。

CAI1968年 の 事 業 活 動

・ 吸 収 合 併

CAIは68年 度 に3っ の 会 社 を吸 収 した が,こ れ らはHomeTestingInstitute

/TVQ社(マ ー ケ ッ ト ・リサ ー チ会 社),wm.PennPublishing社(出 版 業),

Tritonl)ress社(グ ラ フ ィ ッ ク ・ア ー ト会 社)で,こ れ に よ って マ_ケ

ッ ト ・リサ ー チ ・ 出版,グ ラ フ ィ ック とい う新 ら しい能 力 を増 強 す る こ とに な
った

の で あ る 。 この ほか68会 計 年 度 直 後 にArlingtonHouse社
,MercedesBook

Distributors社 と い う出版,図 書 販 売 会 社 を も吸 収 して い る。

・ 社 内 組 織

68年 度 中 に4っ の新 事 業 部 が設 立 され た 。IhformationSciences,ComPute「
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SeilVices,MarketResearch,DirectMai1/GraphicArts/PUblishingが そ

れ で,前 記 の会 社 合 併 活動 を反 映 した組 織 編 成 で あ って新 事 業 部 の 内 容 は 次 の とお

りで あ る 。

InformationSciences事 業 部

CAIの 主 力 ス ペ シ ャ リス ト1,000名 以 上 が こ こに集 ま る。 そ の うち わ け は

プ ロ グ ラマ ー,ア ナ リス ト,エ ン ジ ニ ア,数 学 者,EDP教 育 担 当 者,都 市 計 画

家,建 築 家 を 含 む 多 様 な もの で あ る 。 こ の事 業 に は これ だ け の ス ペ シ ャ リス トが

投 入 され て い る こ とか ら見 て もCAIの 中 核 で あ る こ とは 言 うま で も な い 。 サ ー

ビス活 動 もCAIの 基 本 的 性 格 をそ の ま ま に,コ ン ピ ュー タ ・コ ンサ ル テ ィ ン グ,

ソ フ トウエ ア 開発,個 々の顧 客 に対 す る広 範 なサ ー ビス を行 な って い る 。

ComputerServices事 業 部

計 算 サ ー ビス が 主 体 で,全 国6か 所 に セ ン ター を持 って い る 。 セ ン ター で稼 動

中 の コン ピ ュー タ はIBM360シ ス テ ム12台,IBM1400シ ス テ ム4台,そ の他

の コン ピ ュー タ とな って い る 。 こ の事 業 部 で は約800名 のEDIPス タ ッフ が働

い で い る 。

MarketResearch事 業 部

この事 業 部 は,SPEEData社 とHomeTestinglnstitUte/TVQ社 が 母 体 と

な って い る 。HomeTesting社 は350名 以 上 の マー ケ ッ ト ・リサ ー チ 情 報 分

析 家 の ス ペ シ ャ リス トを抱 え,新 製 品 の テ ス ト,評 価 お よ び テ レ ビな ど マ ス コ ミ

媒 体 評 価 を行 な って い る 。

SPEEDataは 小 売 商 か らの 品物 の 回収 情 報 を食 品 メー カー や 販 売 代 理 店 に

提 供 す るマ ー ケ ッテ ィン グ情 報 サ ー ビス を行 な って い る。

Directmaila皿dGraphicArts事 業 部

図書 出版,販 売業 務 を行 な うもので従来 か らのCAIの 出版部 門に吸収 会社 を

加 え増強 した もの である。
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4.11ARIESCorp .

WestgateResearchPark

Melea皿,Virginia221.OI

ソ・フ トウエ ア の需 要 や コ ン ピ ュー タ のデ ー タ処 理 シス テ ム を使 った ア プ リケ ー シ
ョ

ンの研究開発 の ため196・2年 に設立 され た。 ユーザーは商 業,工 業,軍,政 府関係

で あ るが 政 府 関 係 が 約50%を 占 め て い る ため,ARIES社 で は今 後 民 間 企 業 の需 要

を積極 的 に開 拓 して い くっ も りだ と言 うρ 同 社 は 顧 客 が 当面 して い る問 題 に最 新 技 術

States-of-Artを 応 用 し て解 決 して い く とい う方 策 が 図 に 当 り,当 初 の5か 年 間 は
,

毎 月平 均100%以 上 の成 長 率 を示 した。6名 だ った プ ロ フ ェ ッシ 。ナ ル ・ス'タ ッフ

も現 在200名 以 上 に ふ え てお り,ま た,ARIESDataCenter社 を 吸 収 合 併 し
,

ARIESEducationalSystems事 業 部 を設 け プ ロ フ ェ ッシ
ョナ ル.ス タ ッフに シ ニ

ア ・コ ンサ ル タ ン トや ア プ リケ ー シ ョン ・ス'プ シ ャ リス トを加 えた り して
,コ ン ピ ュ

ー テ ィン グ と情 報 科 学 の サ ー ビス を拡 張 して き た
。ARIES社 の 経 営 は,完 全 に 計 画

に の っ と った もの で あ り,契 約 を結 ん で い る各顧 客 に は
,仕 事 を遂 行 して い くた め の

エ キ ス パ ー トを集 中 す る た め
,有 能 な職 員 か ら成 って い る チ]ム が そ れ ぞ れ に っ く こ

とに な って い る。

同 社 の プriジ ェ ク トの概 要 に つ い ては,TechnicalStandardsandConventions

が 担 当 す る 。PROMT(ProgramMonitohngandProductionTechniques)

を プ ロ ジ ェ ク ト経 営 の 中心 に す え る 。PROMPTはPERTCPMの 強 力 な入 力 と

して大 型 プ ロ ジ ェ ク トに 用 い られ る 。
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図19ARIES† 社 の営 業 成 績

売 上 げ,利 益 と も雲 行 きが あ や しい 。利 益 の方 は67年 は131,000ド ル

(4,716万 円)の 赤 字 を出 して し ま った が,69年 に は これ が486,000ド

ル とな った 。
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事 業 内 容
＼

ノノ へ

①MIS(ManagementintφrlmationSystems)の 開 発
ト

経 営 方 針 決 定 に 最 も合 った 形 の情 報 を経 営 層 に与 え よ う とす る も の 。

② リザ ベ ー シ ・ン ・シ ス テ ム ズ の開 発_、.

次 の よ うな も のが あ る 。/'

・DOARS(DonnelleyOfficialAirlineI心serv泌onsServices)

こ れ は,リ ア ル タ イ ム とオ ン ライ ン に基 づ く国 内 航 空 旅 客 の 予 約 情 報 交 換 サ

ー ビス 用 の 設 計 で あ る
。RCubenH.Donnelley社 と の契 約 。

・TELEMAXReservationSystem
、

大 陸 に も また が る5,000か 所 以 上 の遠 隔 地 を操 作 で き る リ ア ル タ イ ム の ホ
ヒ

テル.モ ーテル.。 ン。ル'〕～拘 、ナ予治 スバ で,T肌EMAXC。rp.用 。

・MTMTS(MillitaryTrafficManagementandTerminalService)

リ ア ル タ イ ム の エ ア ー ・チ ャー ター 予 約 シ ス テ ムの(PASTRAM)で,

CRT,テ レ タ イ プ ・デ ィス プ レー ・ユ ニ ッ トを 用 い て い る。

③ 財 政 経 営 シ ステ ム の 開 発

・BESTON 、 ご

こ れ はtt新 都 市NewTown'tの 開 発 と建 設 の た め の 資 金 運 営 を 司 ど る 自

動 的予 算 ・費 用 編 成 セ ン タ ー の 設 計 で あ る 。RestonofVirginia,Ihc.と

の 契 約 。

・MERCANTILEBankingSystem

第3世 代 用 の広 範 囲 な銀 行 業 務 運 用 シ ス テ ム の設 計 。MercalltileSafe

DepositandTrustCo.と の 契 約 。

・NavyCostInformationSystem(NCTS)のModelB
,Program/Budget

Dataの た め の レポ ー ト ・サ ブ シ ス テ ム を設計 した。

TheUnitedStatesNavyと の 契 約 。

④ 通 信MassageSwitchingシ ス テ ム の 開 発

連 邦 政 府 機 関 の た め の 全 国 的 レ コー ド通 信 シ ス テ ム用 の ソ フ トウエ ア仕 様 書 の
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開発 な ど を行 な っている。

⑤CommandandControlSystemの 開発

現在 の軍航空 制御 システ ム(VOLSCAN,MTDS,NTOSな ど)の テ ス トや,

NavalTacticalDataSystem(NTDS)の 補助 サー ビスのプ ログラ ミングな ど

を扱 か う。

⑥ 図書 館 と文献 の検索 システムの開発

⑦ 宇宙 科学 システ ムの開発

AD/ECS-37電 子 計算機 用 の ソフ トウエア ・システ ムやNASAの 宇宙技 術

制御 な どの開発 。

⑧ 統計学 的 レポー ト ・システ ムの開 発

電子計 算機 シス テム設計 や統 計学 的分 析技 術 の知識 の開発。

⑨ 教育 と トレー ニ ング ・システムの開発

1968年 のARIESの 主 な動 き と しては,ま ず 専有 権付 ソフ トウエ ア事 業部 を設

立 した こ とが挙 げ られ る。パ ッケー ジ ・プ ログラム有 望 とみて力 を入れ よ ケとい うこ

とで ある。また131,000万 ドルの損失 を前 に,財 政難 を乗 り切 るため転 換社債 を発

行 してい る。

吸収 活動 としてはAutomationTechnology社 よ りソフ トウエ ア会社Autotech

Systemsを 吸収 した。
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5.ソ フ ト ウエ ア ・パ ッ ケ イ ジ



'



5.1概 要

す でに前章においてソフ トウエア会社が どんな方法で経営を維持 しているのかを述

べ たが,こ れに よる とソフ トウエ ア会社 は メイ ン,ジ ・ブである ソフ トウエ ア提供 サ ー

ビス だけ では な く,計 算セ ンター,コ ンピ ュータ要 員教育,お よび訓練,計 算 セ ンタ

ーのオペ レー シ ・ン代 行業務 ,出 版事業 な どに進 出 して総 合的 にEDPサ ー ビス を し

てい るのが実情 とい うことで あ った。 しか し,ソ フ トウエ ア会社 の主業 務は あ くまで

ソフ トウエア提供 サー ビスであ る。 ソフ トウエ ア ・サー ビスには大 き くわけ て2っ の

種 類があ って,1っ は メー カー,大 学,研 究所,政 府 機関 な どか ら委託 を受 け て,先

方 の希 望す る ソフ トウエア を開発す るこ とであ る。 も う1つ は,独 自の立場 か らアイ

デ ア を出 し,企 業 リス クを賭 けて,ソ フ トウエア の開発,販 売 にあ たるもの で この場

合 の ソフ トウエ アはパ ッケイ ジ化 され たもので ある。一般 に専 用権付 き プログラム ・

パ ・ケイ ジが これ で,2っ の ソフ トウエ ア作成 業務 の うち,ソ フ トウエア会社 が今後

本 命 として追求 してゆか ね ばな らないの は後者 のパ ッケイジ ・フ.ログラム といわれ て

い る。

パ ッヶイ ジ ・プ ログラムが なぜ ソフ トウエ ア会社 の本命 商品 と目され てい るのか?

まず専 用権付 プ ログラム ・パ ・ケイジが ソフ トウエア市 場に出現 す るにいたった,い

きさつ を見 てみ よう。 このパ ッケージ市販 の契機 を作 った ものはCUC社(Computer

UsageCo.)のCOBOLコ ンパイ ラーで ある。

CUCは 同社 の顧 客 .PrudentalInsulanceCo.の た めにIBM360のCOBOLシ

ステム を開 発 し た が,こ のCOBOLコ ンパイ ラーは非常 に良 くできたた め,

この評 判 を聞 きつ けた他 のIBM360ユ ーザ ーがCUCに,こ のシステ ムをぜひ使 わ

せ て くれ と言 って きた のである。CUCは,そ こでPrudental社 とともに一 般 ユーザ

ーに これ を売 り渡す べ く再販 権獲 得の交渉 をは じめた
。そ して収 入 の一部 をスポ ンサ

ー に返還す る とい う条件 で契約 を とりかわ し,こ れ に よ って市販 に踏み切 った のであ

る。
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これが 意味 して いるのは,ソ フ トウエ アの品質 がよ くて,ユ ーザ ーがそれ を必要 と

す る もので あれ ば,い く らメー カーが無料 で ソフ トウエア を提供 しよ うともお客は ソ

フ トウエ ア会社 を利 用す るよ うに なるわけで あ る。

このほ か ソフ トウエア会社 がパ ・ヶイ ジに力 をそそ ぐのは ソフ トウエ アが他 の商 品

(サ ー ビス とい った無形財 を除 く)と 違 った特別 の うま味 を持 ってい る ことによる。

あ らゆ る製 品に は設計 原価 と再生原 価 があ る。 ソフトウエア が他 の製 品 と異 なるのは

この設計原 価 と再 生原価 の比率 が極 端 に ちが うとい うこ とであ る。 ソフ トウエ アであ

る と否 とを問 わず新製品 を開発 す る にあた ってその試 作原価 が高 い ものに なるのは あ

らゆ る場合 にあ ては まる ことであ る。 しか し再生原価 になる とソフ トウエ アと他 の商

品 の違 いが は っき りして くる。'大量生 産 ライ ンに乗 せ るこ とに よ って ほ とん どの製品

は コス ト ・ダ ウンでき るのであ るが,そ の下限 は製 品 の原材料 コス ト+労 務費 斗間接
}

費 の トー タルであ る。 しか し,ソ フ トウエ アの場合 はその再生 にはせ いぜ い紙 とMT

が あれば よいた め下限 は ぐん とさが るた め,ソ フ トウエア ・パ ッケイ ジの魅 力は他の

商 品 に比 べ て付加価値 が極度 に高 いこ とにあ り,パ ・ケイジは大量 に販 売す ればす る

ほ ど.もうか る し,逆 にユーザー の側 か ら言 えば どん どん安 くなるわけ であ る。

この ことか ら,ソ フトウエア会社 は一回 限 りの請 け負 い仕事 で ソフ トウエアの開発 を

す るよ りも,パ ッケイジ ・プ ログラムで一発 あ てよ うと考 えるようにな るのは 当然 である。

次 に,ユ ーザー の立場 か らソフ トウエア ・パ ッケイジ を眺 め てみ ると,コ ン ピュー

タ を使 ってユーザ ーが何 か仕 事 を しよ うと し,自 社 でその プ ログ ラム を開発 したので

は不利 な場合,す なわ ち時 間的 に も費用 の点 で もす でに外部 で 出来 あが ってい るパ ッ

ヶイジ ・プ ログラムを買 った方 が良 い とい う場合 は,ユ ーザ ーは ソフ トウエア会社 の

プ ログラム ・,パ ッケイジ に注 目す るのであ る。 また先 に例 をあげた よ うにCUCの

COBQLコ ンパ イ ラーはメrカ ー の もの よ りも優 れ ていた ため,ユ ーザー は金 を払

って も利用 しよ うと集 ま って くるわけ で ある。

こうして,現 在 の ソフ トウエア ・パ ッヶイジ市 場が できたわけで あるが その市場 規模

は まだ 微々た るもので ソフ トウエア投 資 の2%弱 と言 われ,ま だまだ このマー ケ ッ ト

は余裕 を残 してい る。 ソフ トウエ ア会社 もこの ような状 況か らパ プケイジの売 り上 げ
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を もっと伸ば した い と考 えており,ソ フ トウエア ・パツケイジ ・セミナ ー な どを開い て ,

いか に して も っとパ ッケ ィジ を売 り込むか に苦心 してい る。

ソフ トウエ ア会社 が この よ うに力 を入 れ て くるに したが い
,ま た ユーザ ーのこれに

対す る関心 が高 ま るにつれ,ソ フ トウエア ・パ ッケイジそ の ものが様 々な角度 か ら検

討 され るように な ってきた 。す なわ ち,ソ フ トウエア会社 の立場 か らは

・どんな ソフ トウエ アパ ッケ イジを開発 した らよい のか?

・よ り品質 の高いパ ッケージ をつ くるには どうす べ きか?

・販売 には どんな努 力が必要 か?

また,ユ ーザ ーの立場 か らは

・どんな種 類の パ ッケ イジが市場 に出 まわ ってい るのか?

・自社 の業務 に ピ ッタ リした ものがあ るのか
,ど うか?

・自社開発す る よ りも経 済的 に使 え るか ど うか?

とい う質問事項 に満足 な解答 を与 えなければ な らな くな って きている と言 え よ う。

5・2ソ フ トウエ ア ・パ ツケ イ ジの 開発

ソフ トウエア会社 が専有 権付 アプ リケイ シ ・ン ・パ ッケイ ジを開発 す るに あた って

は,ど んなステ ップを踏 ん で,ど ん な点 に注意 して実施 す れば いいのか。 ア プ リケイ

シ ・ン ・パ ・ヶ イ ジ開 発 のステ ・プ とそ の問題点 を以下 に述 べる ことにす る。

一般 に ア プ リケ イ シ ゴン ・ パ ・ ケ イ ジ を開 発 す る に あ た
って注 意 す べ き 点 と して

は,ユ ーザ ーが 必 要 と して い る 需 要 の高 い分 野 の ア プ リケ イ シ ・ン をね ら う こ とは い

う まで も ない こ とで あ るが,ラ イ フ ・タ イ ム の 長 い も の を心 が け る必 要 が あ る
。 た と

え ば普 通 ハ ー ドウ エ ア の ラ イ フ タ イ ムは ほ とん どが 短 か く,こ のた め特 定 の 八 一 ドウ

.エ ア を対 象 に して 開 発 した ア プ リケ イ シ ・ンが そ の ハ ー ドウエ ア ・ラ イ フ ・タ イ ム中

に 投 資 を回収 す る こ とが ほ とん どで き な い 。

そ れ で は,パ ッケイ ジ開 発 の ス テ ップ とそ の問 題 に つ い て 以 下 に述 べ て み る
。
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なに を開発す るか?

どん なアプ リケイ シ ・ン ・パ ッケイ ジが売れそ うか とい う観 点 か らパ ッケイジに対

す るニー ズは注意 深 く検 討 され な くてはな らなレV。この検討 にあ た って注意 しなけれ

ば な らない点 として は,

・ア ブ.リケイシ ・ソのカバ ーす る範 囲 は どれだけか?2つ 以上 の分野 にわた ってい る

か?

・そ のパ ッケイ ジの開発 の後,多 少 の修 正 を加 える ことによ って他 の関連分野 のパ ッ

ケイ ジも開発で きる も.のか?

・広 くユ ーザ ーに受 け入 れ られる手 法 を念頭 において いるか?

・ライフタイムは どの く らいか?投 資 に見合 うだけ充分 な長 さで あるか?

・メンテナ ンス,サ ポ ー トが どの くらい必要か?

・予想収 入額 は?

・開発 に あた って どの く らい の予算が 使えるか?

・現 在 アプ リケイ シ ・ンが開発 され ている とす る と,そ の開 発費用 は どれ くらいかか

ったか?

・新 アプ リケイシ ・ンは既 存 のア プ リケイシ ・ンに比 べ て どの くらいの効 果があるか?

・競合パ ッケイジは どれ だけ償 却 してい るか?

次 に このア プ リケイシ ・ソのサ ポー ト基 準 を設 定す る こ ≒も大切 で ある。

O開 発 の方 法 とその ステ ップ

ァプ リケーシ ・ン開発 のプ ロジ ェク トを推進 させ るには,信 頼で き る製品 を作 る

ため,内 部 の コン トロールが必要 で あ る。 ソフ トウエ ア会社 に よ っては,ソ フ トウ

ェ ア ・パ ・ヶイジ開発 の プ ロジ ェク トを正 しく取扱 うため の経験 をもた ない ところ

が あるが,こ うい った ところでは コンサ ルタン ト要 員 を使 うとか場 合に よ っては正

式 に社 員 と して有能 な専 門家 を採 用 した方 がよい。 さて開発 のス テ ヅプは次の とお

りに行 な う。

・ プ ロジ ェク ト ・リー ダー を任命す る こと。

リー ダーは前述 の スペ シ ャ リス トをあて る。 また,社 内で もデー タ処理 に精通 し
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て い る有 能 な能 力 を持 った 人 が1い なけれ ば,有 能 な助 手 を っけ て これ に あた らせ る く

らい の配 慮 が 必 要 で あ ろ う。(な お,プ ロ ジ ェ ク ト,リ ー ダー に は プ ロ ジ ェ ク トに

関 係 の な い仕 事 を させ ては いけ な い 。)

・ プ ロ ジ ェ ク トの 定 義 づ け と コス トの見 積 り

プ ロジ ェ ク ト ・リー ダー は プ ロ ジ ェ ク トの 全体 的 な考 え方 と コス トの 見 積 りを た

て る。

'プ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン トロー ル の方 法 を決 定 す る 。

全 員 が問 題 点 や 提 案 事 項 の 連 絡 方 法 を知 る と と も に,そ の ため の方 法 を考 え る こ

と。 この 方 法 と して は,コ ミ ュニ ケ ー シ ・ン,フ ォー ムの ドキ ュメ ンテ イ シ ・ン を

完 備 す る とか,定 例 の 会 議 を 行 な うと い った こ とが 良 い。 ドキ ュメ ンテ イ シ ・ンや

進 捗 状 況 報 告 書 は手 間 の か か らな い 形 に して 行 な う。 ま た,テ ス トや デ バ ・クの方

法 に つ い ても 標 準 的 パ タ ー ン を決 め て お け ば 未 熟 な プ ロ グ ラマ ー の苦 労 も 軽 くな る

と い うも ので あ る。 さ らに,計 画 の 始 め に当 っ て,小 さな所 ま で気 を配 っ て お け ば

結 局 は 要 員 とマ シ ン,タ イ ム の大 き な節 約 に な る ので あ る。

シス テ ム全 体 の テ ス トの方 法 を規 定 す る

プ ロ グラ ム の テ ス トや デ バ ック とよ くに た こ とだ が シ ス テ ムが で き上 った 際 の テ

ス トは ユ ー ザ ー の立 場 に立 って 行 な わ れ な け れ ば い け な い 。 シ ス テ ム の テ ス ト中 に

同 時 に ユ ー ザ ー の ドキ ュ メ ン テ イ シ ・ン も テ ス トして お い た 方 が 良 い だ ろ う。 こ の

た め ス ケ ジ ュー ル を組 み,客 観 的 に 行 な うた め プ ロ ジ ェ ク ト担 当 グル ー プ以 外 の グ

ル ー フ.が これ をお こな うべ き で あ る。

ゼネ ラル ・プ ロセ ス ・チ ャー トの作 成

こ れ に は 全 ス テ ・プ を盛 り込 む べ き で あ って,イ ン プ ・ ト,ア ウ トプ ・ トの関 係

を図 示 し,イ ン プ ッ ト手 段,ア ウ トプ ッ トの扱 いに して も 明確 にす べ き で あ る。 こ

の チ ャー トを全 員 が理 解 して後 次 の ス テ ・プに 移 る 。

シ ス テ ム ・プ ロセ ス ・チ ャー ト作成

シ ス テ ム 内 に お け る プ ロ グ ラム の流 れ とデ ー タ の動 き を理 解 す る こ とが 必 要 で あ

る 。 また プ ロ ジ ェ ク ト,チ ー ム 全 員 が こ の シ ス テ ム を よ く理 解 してか ら前 に す す む
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こ とが 必 要 で あ る。 シ ス テ ム ・チ ャー トの作 成 に は 可 能 な か ぎ り時 間 を か け
,標 準

化 を行 な い,二 重 の手 間 をか け な い よ うに して チ ェ ック を簡 単 にす るべ き で あ る
。

な お シ ス テ ム ・プ ロセ ス ・チ ャー トをマ シ ン の構 成 に 合 わ せ る こ とは 避 け て
,将 来

ハ ー ドウエ アが 進歩 改 良 され る場 合 に 備 え る
。

ユ ー ザ ー の ドキ ュメ ンテ イ シ ョン整 備
,

ユ ー ザ ー の ドキ ュメ ン テ イ シ ・ン を準 備 した 後 に プ ロ グラ ミン グ を ス タ ー トさせ

るべ き であ る。 そ の 逆 は悪 い 結 果 を招 く。 デ ー タ や コ ン トロー ル ・カ ー ド内 の各 フ

ィール ドの くわ しい 説 明 もユ ー ザ ー と連 絡 す る際 ,重 大 な 問 題 が発 生 す る の を避 け

る の に 必 要 で あ る。 ユ ー ザ ー の ドキ ュ メ ン テ イ シ ・ンが 貧弱 だ と,有 能 な システム ・

ア ナ リス トだ け で な く,マ シ ン ・タ イ ム をも 無駄 にす る こ と に な る
。 ユ ー ザ ー の マ

ニ ュアル が良 いものであ るこ『とが大切 な こ とは
,い ぐら強調 しても しす ぎ る ことは

な い 。 これ は ユ ー ザ ー で デ ー タ と コ ン トロー ル ・カー ドを 用意 す る場 合 は と くに 必

要 な こ とで あ る。 ユ ー ザ ー の ドキ ュ メ ンテ イ シ ・ン も シ ス テ ム ・プ ロセ ス ・チ ャー

トと同 じ く特 定 のハ ー ドウエ ア向 け に 作成 さ れ なけ れ ば な らな い 。

プ ロ グラ ム ・プ ロセ ス ・チ'ヤ ご トの作 成

個 々 の プ ロ グ ラム の た め の詳 細 な フ ロー チ ャー トを記録 し てお く べ き で
,こ の 場

合 で き る だ け サ ブル ー チ ン を活 用 す べ き で あ る。 と くに シス テ ム ・プ ロセ スLチ ャ

ー トの 設計 時 に 決 め たサ ブ ル ー チ ンは
,こ の プ ロ グ ラ ム ・プ ロセ ス ・チ ャー トに 入

れ る 。 プ ロ グ ラム は モ ジ ュー ル に 分割 す る際 明 確 に行 な うべ き で あ る
。 プログラム.

フ ロセ ス ・チ ャー トは プ ロ ジ ェク ト ・リー ダ ー が チ ェ ック した の ち
,コ ー デ ィン グ

を 開 始 す る と と も に,こ の 中 に デ バ ック用 プ ロ グ ラ ム も組 み 入 れ て お く とよ い
。

コー ア イン グ

コー デ ィン グ の段 階 に 到 達 す る まで に 大 部 分 の 問 題 点 を解 決 す べ き で あ る
。

'主 要 な業 務
,た と えば テ ー プ読 み 出 し,書 き込 み の ル ー チ ン,作 表 プ ロ グ ラ ム,

ジ ェネ レー タ等 が,標 準 化 さ れ て い れ ば コ ーデ ィン グは比 較 的 容 易 で あ る
。 コ メ ン

ト記 入,ド ク メ ンテ イ シ ・ン ・シ ス テ ム の 標 準 化 に つ い て は改 め て強 調 して お き た

いo
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・ 詳 細 な ドキ ュメ ンテ イ シ ョン

プ ロジ ェク ト開発 時 に作成 された ドクメンテイシ
・ンはす べ て詳細にわ た って残

してお くべ きで ある・ ・キ ・メ ンテ イシ ・ンの中 には システ ム中 の全 プ 。グラ ムを

ランさせ る時 に必要 な時 間計算 も入 ってい る。

・ テス トと評 価

アプ リケイシ ョン ・プ ・グラムをテス トしこれに評価 を与 える役
目を担 。た者 は

常 に プ ログ ラムの 目的 を忘 れ ない よ う・・しなければな らない
.つ いで明徹 説 明 を

した　 ザ 禰 の・ マ ー ・アル を作成 する
.テ ス ・は,で き るだけ デ_。 の組合 わ

せ を多 く と・て行 な い・ しか も跡 か ら最大 までのシス テ ム,,ン フ,グ 。_シ.

ンを包含 している必要 が ある
・ テス 醐 ・,シ ス テムの効率 を評 価す る と同時に ,

将雑 にっ いてでき るか ぎ り正確 に予 預‖・てお く
。 また ・の段階 にお いてでて くる.

エ ラーの数 は・ システ ム・手法 お よび醗 グ・レープの要員 の質 を評 価す る尺度 とな

る・醐 の酬 に よ ・て設計 が不鋤 で
・安定性 に欠 け,ド キ 。メ ンテイシ 。ンも

'貧 弱
である とい う・ とにな る と'シ ステム を再 輸 したの ちに次 の酬

へ勧 べ き

である・シ ステム吐 き欲 陥 を直す ・ とは
・新 しくシステ ムを作 りなおす よ りも

コス トがか か ってくるのが普通 で ある
。

●一
ア 一夕'セ ンターにお け磯 貝 の鮪 お よび訓練 は通常

1週 間 にわた りセ,ナ ー

形 式で実 施す る・ 多 くの鈴 ・れ だけでは
・ まず+分 とは いえな いが ,ア ブ,ケ イ

シ ョンを鯉 す る アナ ・ス ・た ちは
・ ・のセ ・ナー修 了後,よ うや くシステムにつ

い ての基礎知 識 を得 たにす ぎない
。

ユーザー用マ ニ ュアル の配布 と
,客 先へ の連絡 は,十 分留意 して行 な うべ きで あ

り・常 にシステムの更新状 況 を知 らせておかなけ ればならない。 客先 の要 員教育 もデ

ー タ'セ ンター要員 の輔 胴 様 に軽 で ある
・ とい うのは,そ の教育如何 では初

期 の運 用に大 きな支障 をきたす こ とにな るか らである
。
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システム の供給

これ まで述 べて きた各段階 で発生 した問 題点 を解決 しないま ま回避 してお く と,

この最終段階 でほん とうに悩 ま され るこ とにな る。開発 している間 は,で きるだ け

早 くプ。グラム化 して収 入 をあげよ うとす る傾 向が ある こ とは否めな いが・ これは

一厳に注意す べきで ある 。い ったん システ ム供給 が始ま る と・努力は 開発す るこ とで

はな く,各 種 の問題 の解決 に注が れ るこ とに なる。 さもな い とシステ ムの完成 はお

ぼつか な くな り,客 先 の信 用 も失 い,取 りかえ しのつ か ない こ とに な るか らである。

このよ うに シス テム供 給 の段階 を軽視 して ばな らないの は,ア プ リケー シ ・ン を完

成 させ るも,つ ぶ して しま うもこの段階 だか らで ある。ユ ーザー 用マニ ュアルは,

注意深 く作成 す ることが必要 で,そ れに よ つて客先 がデ ー タや コン トロール ・カー

ドを準備す る際 に誤 解 を少 な くす るこ とに役 立つ。

システム供給 は,最 初ユ ーザー と開発 グループがい っ しょに行 な うことに なる。

ここでオ ン ・ザ ・ジ ・ブ ・トレイ ニ ングをす る と同時 に開発 グルー プが実 際の客先

と接す る ことにな るので ある。

システムの使用

実際 に使用 を開 始す る と,多 くのエ ラーが発見 され,改 良が行 なわれ,プ ログラ

ムの追 加が必要 となる。 テス トの場 合 と同様,改 良す る場 合 は,こ れ に よって トラ

ブルが生 じな い よ うにす るこ とが必要 で あ って,ま た システ ムをユーザーに合わせ

て改造 す る場 合 は,で き るだけ基 本シ ステムに注意 して設計す べ きであ る。

け基本 システ ムに注 意 して設計す べ きで ある。

システム.メ ンテナ ンスの問 題は,そ れが客先 に合 わせた改造 を行 な う場合 は・

改造契 約 を行 な う際 に次 の よ うな点 を撫 しておか なけれ ばな らない・す なわ ち・

基本 システ ムで エ ・一 が発見 され て無 償 ではその システ ムの更新 は行 なわ ない こ

と,シ ステ ムの ・ンテナ ンス,改 良お よび醐 の諸 罐 の責任 を明確 に規定 して・

システム を管 理す る こ とが必 要 で ある。

以上述 べて きた こ とは,ア プ リケイシ ・ン ・パ ッケイ ジを作成す る場合 に直面す る

あ らゆる問題 の解答 に はな らないが,基 本 的な指標 とは な るであ ろ う。,
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5.5ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジの 販 売

ソ フ ト ウエ ア ・パ ッケ イ ジ は ソ フ トウ エ ア会 社 が,本 命 商 品 とま で に らん で 力 を入

れ て い る 。 ま た,ユ ー ザ ー の方 も この ソ フ トウエ ア製 品 に 大 きな 期 待 をか け て い る
。

こ うい った状 況 の 中 で 一体 実 際 に パ ・ケ イ ジ ・プ ログ ラ ム は ど の く ら い売 れ て い る の

で あ ろ うか?

プ ロ グ ラム ・パ ッケ イ ジ の カ タ ロ グICPク オ ー タ リー を発 行 して い るICP

(InternationalComputerProgramsInc・)社 の 社 長ta.Welkeに よ れ ば これ ま

で ほ ぼ140億 ドル(5兆1,100億 円)が コ ン ピ ュー タ ・プ ロ グ ラム の 開 発 と購 入

に 使 わ れ た が,こ の う ち専 有 権 付 プ ロ グラ ム に流 れ た の は わ ず か2億5,000万 ドル

(912億 円)と の こ とで あ る 。

この数 字 は 予 想 以 上 に小 さ い とい うのが 業 界 で の定 説 とい って よ い 。 そ こ で ソ フ ト

ウエ ア 会社 は,プ ロ グ ラム ・パ ッヶ イ ジ を も っ と販 売 す る に は どう した ら い い か を本

腰 を入 れ て 考 え 始 め,こ う い った タイ ミン グ を と ら え てIcpは 先 ごろ シ カ ゴで ソ

フ トウエ ア販 売 促 進 の マ ー ケ ッテ ィン グ ・セ ミナ ー を開 催 した の で あ る。議 題 は 「ソフ

トウ エ ア ・パ ッケ イ ジ を伸 ば す に は ど う した ら いいか?」 とい うも の で ユ ー ザ ー と ソ フ

トウエ ア会 社 が 意 見 を交 換 した 。

こ の セ ミナ ー に は ソフ トウエ ア会 社,ユ ー ザ ー,コ ン ピ ュー タ ・メ ー カー な ど142

人 が 出 席 した が,こ の うち ソ フ トウ エ ア会 社 とユ ー ザ ー が ほぼ 同 数 で 全 体 の ほ とん ど

を 占 め,こ の 他 エBM,NCR,UNIVAC,Honeywellと い った,大 メ ー カ ー も顔 を な ら

べ て い た 。

○ ソ フ トウ エ ア会 社 は 現在 パ ッケ イ ジ を ど の よ う に 販 売 して い る か?

ソ フ トウ エ ア ・パ ッケ イ ジ の販 売 に は これ とい った 決 め手 は な い。 しか しパ ッケ

イ ジ も他 の さ ま ざ ま な商 品 とな ん ら変 る こ とは な く,宣 伝 し,販 売 す る と い うル ー

トを とる の で あ るが,特 に ソフ トウエ ア の場 合 は 販 売 員 に よる 説 得 力 を駆 使 した 販

売 が 中心 とな る。こ れ にっ いて,』自社 で販 売 員 を持 って い る と ころ は い い が,セ ー ル

ス ・ス タ ッフ をか か え る に は あ ま りに も規 模 の小 さ な ソ フ トウエ ア 会 社 は ど う して

い る の で あ ろ うか?
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幸い に もこ うい った ところで も販 売強化 のた め色 々な手が打 てる よ うにな ってい

る。

る。たとえば,ソ フトウエア'会社 の代理人 と して パ ッケイジ を販売 してい る会社 を利用

す る とい った ことで ある。現在,こ の仕事 で最 もめ ざま しく活躍 して いる のは,

BostonComputerGroupで あろ う。 同社 の商売 の仕組 は まず ソフ トウエア会社

か ら,ソ フ トウエ ア ・パ ッケイジの販 売 を引 き受 ける とき,専 属料 と して18,000

ドル(597万 円)か ら20.000ド ル(720万 円)を 請求 し,さ らに売上 高 の10

%か ら15%の 手 数料 を とるので ある。ま た,お 面 白い方法 と しては 自社 の ソフ ト

ウエア を一手販売 させ る手 があ る。但 し,こ の場合 ソフ トウエア会社 は,フ ランチ

ャイ ズ契 約 を結ぶ前 に,契 約先 の販売会社 がは た してパ ヅゲイ ジをお客 にサ ー ビス

す るだけ の能 力 を持 っているか ど うか を調 べ る必要が ある。』

この他 にマー ケ ッテ ィングの方法 が2つ あ る。・そ れは大手 のユ ーザー とか主 要 な

ソフ トウエア会社 とパ ッヶイ ジにっいて一種 の著 作権 に対す る使用料 とい った形 の

取 り決 め をす る こと,お よび組織的 グルー プ等 をね ら って ソフ トウエア を販売 す る

こ とで ある。

次 に新 ら しい ソフ トウエ ア ・パ ッケイ ジの売 り出 しについて であ るが,ソ フ トウ

エ ア会社 は売 り出 しの前 に次 の よ うな点 を慎 重 に検 討 してい る。

・ その プロ グラム ・パ ッケイ ジは本 当に売れ る ものな のか?

・ 努 力 して販売 して もそれ だけ の利益 が期 待 できるのか?

・ プロ グラム ・パ ッケイジ自体 に欠 点は ないか?

・ 宣 伝 を うま く・行 なえるス タ ッフがい るか?

販 売 のキ ーポイ ン トとなる価 格 の決 定 にっいては,ユ ーザーが 自分 で プ ログラム

を開発 すると,どれ だけ費 用がかか るか を基準 に値段がつ け られ る。実 際 のパ ッヶイ

ジの値段 はユーザー のその開発費 用 よ り低 い ところに つけ られて,は じめ て有 力 なセ

ール ス ・ポイ ン トとな るのは言 うまでもな い。また逆 に いってユーザ ー 自身が開発

す る とすれば ・非常 に金 のか か.るパ ッケイジな らば・少 しぐ らい値 がは って も・売

れ る可能性 が ある。 また,ソ フ トウエ ア会社 はユーザ ーによ って異 な った値段 をっ
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け て 売 る こ とが あ るが,最 近 で は,同 じプ ロ グ ラム な ら常 に 同 じ値 段 で売 る の が最

も 賢 明 な方 法 だ と い うこ とに気 付 き は じめ た 。

こ こ でComress社 の 販 売 方 法 を紹 介 しよ う。 これ はComressの ベ ス ト ・

セ ラ ーSCERTシ ミ ュ レイ シ ・ン ・パ ッケ イ ジで 使 った方 法 で あ る 。 そ れ は"多

段 階 使 用 料 －Multiple-levelRetaine"と い う も ので,こ れ はSCERTの 使 用 の

頻 度 に よ って12,000ド ル(432万 円)か ら60,000ド ル(2,1 .60万 円)に 分

け た年 間 使 用契 約 をユ ー ザ ー と結 ぶ こ とで あ る 。年 に2度 か3度SCERTを 利 用す

る ユ ー ザ ー は最 も低 い料 金 で契 約 し,こ れ に使 用す る月 毎 に5,000ド ル の 使 用 料

を払 う。 頻 繁 にSCERTを 使 用す る ユ ー ザ ー は 最 高 額60,000ド ル(2,160万 円)

の 使 用 料 を払 い,そ の見 返 り と して プ ロ グ ラ ム ・テ ー プが 使 用 で き,専 用 ア ナ リス

ト教 育 訓 練,ド キ ュ メ ン テ イ シ ・ン を受 け とる 。

こ の他 の販 売 方 法 と して は ソ フ トウ エ ア会 社 自身 の コ ン ピ ュー タで パ ッケ イ ジ ・

プ ロ グラ ム で演 算 を行 な い,タ ー ミナ ル を通 じて ユ ー ザ ー が 実 行 した ジ ・ブ に っ い

て 使 用 料 を請 求 す る方 法 で あ る。 最 後 に,ソ フ トウエ ア 業 界 全 体 に っ い て,現 在 ソ

フ トウエ ア ・パ ッケ イ ジ を リー ス で売 って い る と ころ が あ るが,リ ー ス は 今後 ソ フ

トウ エ ア 会社 が進 む 道 で は な い 。 と い うの は ユ ー ザ ー は プ ロ グラ ム の 使 用 に シ ビア

ー な注 意 を払 い は じめ た た め
,リ ー ス プ ロ グラ ム が 数 ケ 月 も使 用 さ れ て い な い期 間

の あ る こ とに気 付 き は じめ て い る 。 これ は ソフ トウエ ア ・パ ッケ イ ジ が ハ ー ドウエ

ア と異 な って常 に使 用 され る も の で は な い こ とか らく る も の で,パ ッケ イ ジ の リー

ス制 度 は再 考 の余 地 が あ る とされ て い る 。

5.4ソ フ トウエ ア ・パ ッケ イジの 購入 について,ユ ーザ ーの 立場

か らの見解.

(ボ ーイ ング社 の体験 を中心 として)

一般 にユーザーは
,"パ ッケイ ジにな った ソフ トウエ ア"を 利 用す るこ とに よ っ

て コン ピュー タ利 用 の費 用 と時間 が節約 で きる と考 えてい る。第3者 か ら見 れば市
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場 に品 質 の良 い パ ッケ イ ジ ・プ ロ グ ラ ムが 出 ま わ る に っ れ て,こ れ を利 用 す る ユ ー

ザ ー の 利 益 が急 激 に高 ま って い る よ うで あ る 。 これ は1つ に は パ ッケ イ ジが 多 くの

ユ ーザ ー に 使 わ れ 始 めた こ とに よ って コス ト ・ダ ウ ンが行 な わ れ た こ と も原 因 して

い る。 従 って,現 在 ソフ トウエ ア会 社 は少 な く とも 自分 の 会 社 で 同 じよ うな ソ フ ト

ウ エ ア を開 発 して い る ユ ーザ ー に ソ フ ト ヴ エ ァ ・パ ッケ イ ジ を売 り込 め る可 能性

が で て き た 。

こ こで い う"パ ッケ イ ジ ・プ ロ グラ ム"と い うの は一 般 化 され た フ ァイ ル ・ハ ン

ドラー,デ シ ジ ョン ・テ ー ブ ル ・プ ロセ ッサ ー,自 動 フ ロー チ ャー ト作 成 プ ロ グ ラ

ム,お よび コンピ ュー タ評価 ソフ トウエ アな どで,こ れ らは コン ピュータか ら切 り

離 されて マーケ ットに出 まわ ってお り,ほ とん どが ソフ トウエ ア専門会社 ・ ソフ ト

ウエア販 売会社 に よ って手 がけ られ ている もので ある。

しか し,ソ フ トウエア ・パ ッケイ ジは新 しい商品 であ り,こ れ を利用す るユーザ

ーはいわば パイオ ニア的 な疑問 を携 えて手 さ ぐり してい る とい った状態 である。

た とえば ソフ トウエア会社 か らパ ッケイ ジを買 うにあた って,「 どうしたら自社 の

業務 に ピ ッタ リした,使 いやす い経済的 なパ ッケイ ジを手 に入れ る ことができるか?」

「ん ケイジ 購 入か ら実 際 に活用す るまで に どん な仕 事が あるのか?」 また・く・ケイ'

ジの購入 か ら利用 にいた るまでに,時 にはパ ッケイ ジ購入費 用 の数倍 にのぼ るマン・

ア ワー'・コン ピ ュー タ ・タイ ムで の出費 が必要 とされる。 そ こで一体 「ソフ トウェア・

パ ッヶイ ジの導 入に は全体 として どの くらい の金が かか る だろうか?」 とい う疑 問が

生れ て くる。

ところで新 しい ビジネス の分野 と してみ て も,こ れか ら,フ.ロ グラム ・パ ツケ イジ

を利 用 しよ うとい うユーザ ーの手助 け をす る よ うな会社 が あって もいいの だが,こ うい

った 能 力 を公 けに提供 して いる機関 は ま'だない。従 って,カ ス トマ ーの立場 か らの役

に立 つ よ うな情 報 は ソフ トウエア会 社 が経験 のある ユーザーに聞 く以外 にない。 こ と

にユ ーザーに とって有 益 なのは他 のユーザー に経験 談 を聞 くこ とで ある。

ここでは,,航空機会社 として有名 なボー イ ング社 のパ ラケイ ジ利用体験 を中心 と して

ユ ーザーの立 場 に立 った ソフ トウェア ・パ ッケイ ジの選定,利 用上 の問 題点 を紹 介 し

てみ よ う。-108一
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図20ソ フ トウエ ア ・パ ッケイ ジ導 入 の ス テ ップ

さて図20は,こ の よ うな観点 か ら,パ ッケイジ導 入に あた って討論 され る内 容の ステ

ップ とその タイ ミングをま とめたも のであるが,以 下 このステ ップにそ って問 題点 を

解説 してゆきた い。

Lソ フ トウエ ア ・パ ツケ イ ジ の 入 を決 定

特 定 の ソ フ トウエ ア ・パ ッケ イ ジ に 対 す る需 要 は,実 際 に パ ッケ イ ジが 市 場 に 出 ま

わ る まで 起 こ って こ な い 。 も ち ろん ユ ー ザ ー の中 に は ソフ トウエ ア の開 発 に(ソ フ ト

ウ エ ア会 社 が 売 って い る よ う な種 類 の)苦 労 して い るが,こ れ が 直 接 ソフ トウエ ア ・

パ ッケ イ ジへ の需 要 に は,結 び つ か な い の で あ る。 しか し,一 た ん ソ フ トウエ ア ・パ

ッケ イ ジの購 入 を決 定 した な らそ のパ ッケ イ ジ の使 用 に関 連 した 他 の 事 項 ま で も検 討

さ れ な け れ ば な らな い 。

一 体 「ソフ トウエア ・パ ッケ イ ジは テ プ リケ イ シ ・ン ・シ ス テ ム に と って必 要 不 可 欠

な存 在 と な つてい くの だ ろ うか?」 それ とも 「一 たん 適 用 した な ら ア プ リケ イ シ ・ン ・シ

ス テ ム の 開 発 と メ ンテ ナ ンス の上 で ほ とん ど欠 か せ な い主 要 な道 具 とな る も の だ ろ う

か?」 デ シジ・ン ・テ ー ブル,フ.ア イ ル 処理,コ ー デ ィン グ短 縮 用 の パ ッケ イ ジな どは

こ の検 討 の カ テ ゴ リー に入 る も の で あ る。 こ れ に対 して フ ロー チ ャー ト作成 用 ソフ ト

一109一



ウエ ア ・バ カ＼ケ イ ジは,ア プ リケ イ シ ョン ・シ ス テ ム の フ ァン ク シ ョ ンの 対 象 と して

考 え られ る こ とは ま ず な いで あ ろ う。 とい うの は そ れ らは実 質 的 に は ドキ ュメ ンテ イ

シ ョン とか,プ ロ グ ラ ム ・デ バ ッギ ン グ 用に 利 用 され る か らで あ る 。

に 利 用 さ れ る か ら で あ る。

こ の他 考 慮 す べ き重 要 な要 素 と して は,

① ハ ー ドウエ ア

② オ ペ レイ テ ィン グ ・シ ス テ ム

③ パ ツケイ ジ'プ ロ グ ラ ム とイ ン ター フ ェス し,ま た は共 存 す る ソフ トウェ ア

④ 可 能 な利 用 方 法

な どで あ る 。

2・ ソフ トウエ ア ・パ ヅケ イ ジ に関 す る情 報 を集 め て こ れ を評 価 す る。

ソフ トウエア ・パ ッケイ ジ を評 価す るの
.に必 要 な情報 を手 に入れ るためには主 に次

のよ うな もの を利 用す る。

(1)ソ フ トウエア会社

② あ ち らこち らか ら情 報 を集 めて導 入 を検 討 して いるユ「 ザー

(3)ソ フ トウエア を評 価す るため特別 に作 られた ソフ トウエアに よるテス ト結果

次 に この個 々の情報 源 に?ぽ 説 明 しよ う・

(1)ソ フ トウエ ア会社

パ ッヶイ ジの製造 元 であ る ソフ トウエ ア会社が ソフ トウエ ア評 価 に必要 な情報 の

最大 の供給 源で ある ことはい うまで もない。 ソ,ラ トゥェア会社 は普 通パ ッヶイジ を

売 り込 むため,、ユーザ ーに次 のよ うな ことを説 明す るだ ろ う。

a)パ ッヶイ ジの機 能 と構造

b)使 用 目的

c)使 用方法

;)パ ッケイ ジの制 限条件(通 常,ソ フトウェア 会社 は これ を大変 いいかげん にや り

す ごす 。)

e)ソ フ トウエ ア会 社 の顧 客 名 簿
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f)利 用で きる よ うにな るは っき りした期 日

g)パ ソケイジ導 入 に必 要 なステ ップと時間

h)こ れ までのテ ス トの結果

i)導 入 に あた って の初期費 用 とその後 の運 営費 用

j)ユ ーザーが利 用 できる メンテ ナンス ・サー ビス の種 類

ソフ トウエ ア ・パ ・ヶイジを検 討す るために こ うい った情報 は ,口 頭 だけで な く

書物,パ ン フ レ ットな どの形 でユーザー に提供 される。 そして,こ のよ うな詳細 な情

報 があ って始 めて お客 とソフ トウエア会社 は理 解 を相互 に深 める ことがで きる。 .

さて,ユ ーザー が ソフ トウエ ア会社か らソフ トウエ ア ・パ ッケイジを買 うこ とに し

た としよ う。 この場合 パ ッケイ ジの導 入 とともにユー ザーに と って欠かせ ない のは

"ユ ーザ ー用 ・マ ニ
,ユアル"で ある。 マ ニ ュア ルに、はパ ッケイ ジのテ ス トに必 要 な

くわ しい解説 のほか,ソ フ トウエ アの大 まかな 内容 が書 き込 んである。な お,こ の

場 合 マニ ・アルには大 て い普 通知 られて ・・るパ ・ケイ ジの搬 とか エ ・一につ
.いて

除 ぶかれ て いる。

ま たユーザー は・ソフ トウエア 会社 と討議 を重 ね る うち都合 の良い情報 を手 に入 れ

るものだが,さ らに他 のユーザ ー と連絡 をとる ことに よ ってパ ッケイジの利用 に関

す る制限条件,エ ラー,そ の他 の問題 にっいて最良 の情報 を入手す べ く努 力が 必要

である。

いつか らシステ ムが 使 えるか とい う期 日の問題 は ソフ トウエア を選択す るに当 っ

て見落 してはな らな い点で あ る。 メ ンテナ ンス ・サポー ト ・サ 「 ビスにっい ては普

通,シ ステムの修正,レ ベル ・ア ップまで を含 む と見 られて いる。

他 のユーザ ーか らの聞 き込 み

パ ッケイ ジの利用経験 の あるユーザーか らパ ッケイ ジに関す る制約情報
,エ ラー

とい った様 々の問 題 について聞 くことは有 益 な こ とである。 もっとも,ユ ーザー の口

か らパ ・ケイ ジ購入 は失敗 だ った とい うよ うな告 白 を聞 くことは めったにないが,大

抵 は フラン クに経 験談 を話 して くれ るものだ。
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ソフ トウエアのテ ス ト

ユーザー の代 りに ソフ トウエア ・パ ッケイ ジのテス トの準備 を した り・実施 した

りす る よ うな機関 は今 の ところ ない。ユ ーザーが満 足 のゆ くよ うに しよう とす るな

らば 自分 でや る以外手 がな いのであ る。 しか し,費 用 その他 の条件 が あ つて導 入検

討期 間 の間 ピ ッタ リした テス トを実施す る ことはむずか しいた め・そ して結 局 これ

が問 題処理,プ ログラム ・エ ラー,ド キュメンテイシ ・ン不足 とい った もの を解決す

るの}こ重 い制限 条件 にな ってい る。

部 分的 にしろ,全 面的 にしろ・パ ・ケー ジをテス トしよ うとす るな ら・そ のパ ッヶ一 .

ジがす でに どれだけ のユーザーに使 われて いるか,ま たパ ッケー ジのエ ラー修 正に

ソフ トウエア会 社が どれだ け責任 を持 って くれ るか を調 べ な くてはいけ ない。テス

トをす るに あた ってパ ・ケイジの 構 造,状 況 を 知 るのは 比 較 的 や さ し く ・ こ
ロ　こ

れ に対 して テス トデ ー タを準 備す る のは意 外 とむず か しくまた金 もかか る。そ して

テ ス トは社 内で経験 の深い人が これ を担 当すべ きだ。

3.ソ フ トウエ ア ・パ ッケイジ比較 検討

い ろいろなテ ス トの結 果,数 個 の ソフ トウエ ア ・パ ッケイ ジが選 び出 されるわけ

で あるが,次 には,このパ ッケイ ジを相互 に比 較 してみな けれ ばな らない。まず この

作 業 をす るにあた って 目をつけて おか ねばな らぬ ことと しては・

(1)・どち らのパ ッケ イジが充分 に仕事 をこなす 力 を持 って いるか?

(2)・す ぐ手 に入る ものなのか どうか?

(3)'ど ち らのパ ッケイ ジが安 いか?

これ以上に実際に細い ところまで比較検討するには充分な情報が必要であ り,こ

れが あれ ばや り易 くなる。

次に示 す のは パ ッケイ ジ を選ぶ場合 の検討事項 で ある。

(1)'費 用 一 購入費 用 と利 用費用

② ・パ ッケイ ジの構造,特 徴

(3)・処理速度

㈲'利 用 の難易 一 パ ・ヶイジが使いやす い もので あるか どうか?
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⑤ ・パ ッケイ ジの実情 一 ソフ トウエア市場 にパ ッケイ ジが 出 まわ った場合,そ

れが実際 に まだ仕様 設計 の段階 であ るのか,テ ス ト段階 に 入 って いるのか,そ

れ ともす でに利 用段階 に入 っている のか を知 らなければ な らない。

⑥ ・他 の カス トマ一 一 す でに,パ ッケイジを利用 してい る カス トマーが多 くい

ればい るほ どパ ツヶイ ジの内 容 を,充 分にチ ェ ック ・ア ウ トで きる。

(7)・パ ッケイ ジの修正 に対す る制限 一 多 くの ソフ トウエ ア ・パ ッケイ ジは ユー

ザーが,も うパ ツケイ ジ を修正す る ことがで きないよ うな形 で売 ってい るが,こ

れ は ユ ー ザ ー に と って 不便 な点 で あ る。 こ とに そ れ が ア プ リケ イ シ 。ン ・プ ロ

グ ラム で あ った りす る と著 る しい障 害 とな る の で あ る。

(8)● パ ッケ イ ジ の利 用 に 関 す る 制約 条件

⑨ ・ソフ トウエ ア会 社 のサ ー ビス に 対 す る責 任 態 度

ω ・購 入 資 金 一 パ ッケ イ ジ の購 入 を リー ス で す る か そ れ とも 購 入 す る か 。

(11}・引 き渡 しパ ッケ イ ジ の フ ォー ム ー パ ッケ イ ジ の 中 に は オ ブ ジ ェ ク ト ・モ ジ

ュー ル ・フ ォー ム だ け で,市 場 に 出 まわ って い る の が あ る 。 これ に対 して 他 の

も の は ソー ス デ ックが つ い て い る 。

(12)・ メ ンテ ナ ン ス ー ソ フ トウ エ ア会 社 か ら一 定 期 間 提供 さ れ る メ ンテ ナ ン ス ・

サ ポ ー ト ・サ ー ビス 料 金 は 普 通,パ ッケイ ジ の値 段 の中 に 入 って い る 。 た だ し

も っと総 合 的 で長 期 に わ た る メ ン テ ナ ンス ・サ ー ビスは 追 加 料 金 を支 払 わ な け

れ ば な ら な い 。

⑬ サ ポ ー ト ・サ ー ビ ス

⑭ ユ ー ザ ー ・グル ー プ

評 価 ・選 定

も し該 当 した パ ッケイ ジ が 経 済 的 で 業 務 に ピ ッタ リ適 用 で き る よ うだ った ら,購

入 が 決 定 され るが,通 常 次 の よ うな 費 用 が かか る の で あ らか じめ 予 定 して お か ね ば

な らな い。

(1),買 い 取 り,も しくは リー ス 値段 。

②'設 置,メ ン テ ナ ンス,教 育 訓練 費 一 これ らは マ ン ・パ ワー,マ シ ン ・タ イ
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ムの両方 を含む 。

(3).ド キ ュメンテイ シ ョン費 用

㈲ ・パ ッケイ ジの使用 にあた ってのマシ ン ・タイ ム費 用

4.購 入 交 渉

契 約 に当 って考慮 され なければ な らないい くっか の条件 を次に挙 げ てお く。

(1)パ ッケイ ジの利 用 に関す る制約 条件 を避 け る こと。

② マ ニ ュアル の特 別 な処理 を要求す る ような条項 を入れ ぬ こ と。 一

(3)・少 な くとも3・0日,出 来 れば60日 の受 入れ期 間 を提 供す る こと。

(4)も しこの条件 が受 け入 れ られなければ無料 でパ ッケイ ジを返却す る こと。

⑤ 契約条件 を全部 満足 させた時点 で支払 い をす る こ と。.

⑥ エ ラーの修正 に対 して責任 ある処理 をす るむね確約 を取 る こと。

(7)パ ッケイ ジの修 正 を可能 にす るこ と。

5.パ ッケイジの導 入 と利用

パ ッケイ ジの利用 を成 功 させるため,ユ ーザー は ソフ トウエ ア会社 が言 って よ こす

パ ッケイ ジ利用 の時 間 とステ ップについて の注意 書 きを忠実 に実行 しな くて はな ら

ない。 ソフ トウエア会社 は次 の ような事項 を達成 した後,パ ・ケイ ジを入れ る。

(1)・パ ッケイジ をお客 の専 用 コ ンビユ三タで1度 で も ラン させる こ と。

2}.契 約 条項 の中 にあ る教育 訓練 コー スをす ませて あ る こと。'

3).パ ッケイ ジの 利用 について書かれた ドクメンテイ シ ・ンを提供す る こと。

4).も う1段 レベ ルの高 いパ ッケイジが ユーザ ーの も とに運 び込 まれた とき,何

をす るべ きか につい て説 明が され ている こ と。

しか しなが らユ ーザ ーは こ うい った事項 のほか実際 に作業 して い くうちに次 のよ

うな こともや らね ば な らない と気付 きは じめる。

1).ユ ーザー の も とに,パ ッケイジ をランで きる コン ビz－ タが数 台ある場合,

これ を各 々につ いて試 験 してみ なけれ ばな らない。

2)・導 入準備期 間 が短 かいため,ソ フ トウエア会社 も充 分援助 で きず,ユ ーザー

はパ ッケイ ジを最 高速度 で利用す るため引 き続 き努 力 しなければ な らない。
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3).ソ フ トウエ ア会社 に よ って な され る要員 訓練 では 不充分 で ある こと。

4)・ ユーザー に渡 され る ドキュメンテイシ ・ンは通常 不充分 な こ と。(こ れ はパ ッ

ケイ ジを使用す る機器 構成 が複雑 多様 で ある ことに よる。)

6.効 果 の 測 定

実 際 にパ ッケイジを導 入 した結 果 どんな効果が あ ったか を測定す るこ とは重 要 な

こ とで ある。 このた め次の よ うな種 類 の具体 的 な情報 につい ていわゆ る'使 用前

便用 後"と い った観点か ら評 価す る。

1).マ ン ・ア ワー ・マシ ン ・タイ ムお よび作 業全時間 の費 用換算

2).パ ッケイジ ・プ ログラムを利用 して いる業務 の特徴

3).必 要 な要 員訓練 と ドクメンテイ シ ・ン

○ ソフ トウエ ア ・パ ッケ イジ を使 ってみ て,ユ ーザー の体験 を 中心 に して

ユ ーザーの体 験 を中心 に して

ICPが シ カゴで開催 した ソフ トウエア ・パ ッケイ ジ販売促進 会議 で は ソフ トウ

エア ・パ ッケイジに対す るユーザー の意見 が述 べ られた。 これ に よる とパ ッケイジ ・

プ ログラム の評判 は一般 に よ くない,と の こ とである。セ ミナーに出席 したア メ リ

カン ・フ レッチ ャー ・ナ シ ・ナル銀行 のデー タ処理担 当重役Da皿Whitmoreは,

ユー ザーはパ ッケイジの メ リ ットにつ いて懐 疑的 にな ってい ると して 「パ ッケイ ジ

の実 際 の コス ト評 価は普 通 ま ごまご してい る と見積 りの2,3倍 にな って しま う。

したが って,高 いパ ッケイジ を把 ま されぬた めには次の よ うな ことを注意す る必要

が あ る。 まず第1に パ ッケイジの機能 を知 るこ と。第2に 自社 の業務 の正 しい把 握,

第3に 必要 なシステムの概要 について ソフ トウエア会社 に突 こん だ詳 しい質問 をす

る こ と。 そ して最後 に,ソ フトウモア会社 か ら,パ ッヶイ ジの コス トの見 積 り書 を提

出 させ るべ きで ある。契約 を行 な う前 に これ らの ステ・プが踏 まれ て,は じめてパ ッ

ケイジ購 入の突 っこんだ検討 が な され るわけで,こ うす れば高 いもの を把 まされる

こ とはな いだ ろ う。」と語 ってい る。

ここで実際 にパ ッケイ ジ ・プ ログラム を採用 してい るユーザー の実 態 を紹 介 して

み よ う。
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これ は,Datamation社 が パ ッケ イ ジ ・プ ロ グ ラ ム に対 す る ユ ー ザ ー の態 度 を

調 査 す る た め9種 類 の プ ロ グ ラム を採 用 して い る8社 に つ い て イ ン タ ビ ュー を行 な

った調 査 結 果 で あ る。 質 問 内 容 は どん な会 社 が どん な 目的 で パ ・ケ イ ジ を買 った の

か?ま た ソ フ トウエ ア ・パ ッケイ ジ購 入 に あた って い か に して 選 定 した の か?コ ン

バ ー ジ ・ンお よ び実 行 の過 程,プ ロ グ ラ ム の作 成 と保 守 を ど う して い る の か?ま た

パ ッケ イ ジ追 加 の 計 画 を持 って い る の か?あ る とす れ ば どの よ うな も の か?な どに

っ い て で あ る 。 な お,調 査 の対 象 とな った 会 社 は 名 前 が 伏 せ られ て い る 。

4つ の銀 行,鉄 道 会 社,レ ス トラ ン,デ パ ー ト,電 子 機 器 メ ー カー が それ で,以

下 に こ れ らの 会 社 が どん な 目的 で パ ッケ イ ジ を購 入 した のか?購 入 パ ッケイジ名 は?

パ ッケ イ ジ 購 入 の 決 定 条件 は?と い っ た こ と を ま とめ てみ た。

A銀 行

預 金 高2億6千 万 ドル(936億 円)の 中 規 模 の ニ ュー イ ン グ ラ ン ドの銀 行 で,

支 店28,従 業 員 約900人,65KのIBM360/30が2台(近 く,128

KのIBM360/402台 に 転 換 予 定),お よ び2億4千 万 桁 のIBM2314

デ ィス ク ・フ ァイ ル群 が らな る コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム を も っ てい る。

業 務 内 容

こ の銀 行 の業 務 の遂 行 の 大部 分 は商 用 サ ー ビ ス ・セ ン ター に 依存 して お り,そ

の セ ン タ ー で は,ソ フ トウエ ア が マ シ ン タイ ム と同様 に販 売 され,19人 の フル

タイ ム の プ ロ グ ラマ ー兼 ア ナ リス トが ソフ トウエ ア の維 持 に あた って い る 。

い る 。. .

購 入 の 目的 と購 入 パ ・ケ イ'ジ名'

い くつ か の 銀 行 が,こ のサ ー ビス ・セ ン タ ー の 得意 先 に ふ く まれ て お り,こ の

銀 行 グル ー プ の た め に,銀 行 は1967年9月,McdonnelAutomation

社 か らCILS(CorrespondentInstallmentLoanSystem)を 購 入 した 。 そ の導

/入 は 、 、月 に 始 め られ,パ 。ケ イ ジ は 、968年1月 ま で に は 完 成 され た.そ の

シ ス テ ム は,現 在,5っ の 銀 行 に よ っ て使 用 され て い る。
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パ ッケイ ジ購入決 定条件

得 意 先 が3ヵ 月 で 運 転 可 能 な シ ス テ ム を必 要 と した た め,CILSを 購 入 。

B銀 行

預 金 高8億 ドル(2,880億 円)IBM360/30,IBM1401を そ れ ぞ れ2

台,お よ び テ ー プ とデ ィス ク,ジ ァイ ル か らな る設 備 を も っ て い る。

・購 入 パ ッケ イ ジ名

1967年8月,こ め銀 行 はMcdonne1社 の12,000ド ル(432万 円)の 分 割

払 貸 付 会 計 パ ・ケ イ ジ(InstallmentLoa皿AccountingPackage)を 購 入 した

が ▲ この シ ス テ ム は,1967年10月 ま で に は 据 付 が お わ り,完 全 に運 転 に 入 っ

た 。

ら銀 行

約80億 ドル(2兆8,800億 円)の 預 金,約1万 人 の従 業 員 どニ ュー ヨー ク

市 の中 心 部 に150の 支 店 を も っ て い る,同 銀 行 の コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムには,

8台 の 多重 デ ィス ク装 置 付の256k,IBM360/40と100k,IBM

つ

7074,360/30が6台 お よび1400数 台 が ふ く まれ て お り,ま た

360/50を2台 発 注 中 で あ る 。

業 務 内容

同社 の ア プ リケイ シ ・ンは銀行業 務 の全領域 にお よん でお り,人 事統計,当 座

預 金会計,株 式交 換,貸 付会 計,個 人信託 会計 な どをふ くんで い る。 ソフ トウェ

ア関 係 の業務は,100名 の プログラマー兼 アナ リス トに よ つて提供 され る。 こ

の銀 行は約6年 にわ た って,自 社 内 に プ ログラ ミン グ とシステ ム設計 能力 を保有

して きた。

購 入 パ ツケイジ名

同 銀 行 が社 外 か ら購 入 した パ ・ヶ イ ジはGRS(GeneralRetrievalSystem)

で あ る。GRSは 約
、1年 で運 転 に入 っ たが,こ れ はInformationScience社

か ら約1万 ドル で 購 入 した も の で あ っ て,人 事 記録 シ ス テ ム も ふ くま れ て い る
。
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D銀 行

多 くの支 店 を も った カ リ フ ォル ニ ア州 の大 銀 行 で あ って,同 行 の13台 の コ ン

ビa_タ に はIBM360/65を1台,][BM360/30を5台 ・ お よび

Burroughs300を2台 導 入 して い る。

購 入 の 目的 と購 入 パ ッケ イ ジ名

この銀 行は,ApPliedDataSystem社 に よ って開 発 さ れ た ・]BM1401お よ

びIBM360用 の 汎 用 コマ ー シ ャル ・ラ ン ゲ イ ジ で あ るADPACの ユ ー ザ ー で

あ り,99年 契 約 で15,000ド ル(540万 円)の 料 金 の ほ か,年1,000ド ル

(36万 円)の 維 持 費 を も っ て 向銀 行 に賃 貸 され た。ADPACは,発 注後3～4

ヵ 月 で導 入 さ れ運 転 に 入 って お り,す で に約8ヵ 月 を経 過 して い る。

パ ツケ イ ジ購 入 の 決定 条 件

こ の銀 行 はRPG使 用 に よ る トラブ ル に悩 ま され て い た た めBASIC,ADPAC,

CDBLお よ びRPGの 比 較 検 討 を行 な った結 果ADPACの 採 用 に ふ み き った 。

ADPACの}リ ツ トの1つ はRPG－ を使 っていた ス タ ッフの再教育 の必 要性 が少

な い とい う点 に あ る 。 『-

E鉄 道 会 社

こ の会 社 は 皿3M360/65を2台,IBM360/40を1台,お よ び

IBM7074を1台 所 有 し,デ ー タ処 理 要 員140人(う ちOS担 当15人)

を もつ て い る。

購二人 の 目的 と購 入 パ ・ケ イ ジ名

ADPACの 初 期 の ユー ザ ー で あ る こ の鉄 道 会 社 は1962年 に,IBM1460用

と して,15,000ド ル(540万 円)で これ を購 入 した 。 そ の後,同 社 は,工BM

360用 な らび にIBM7074用 と して さ らに15,000ド ル を投 じてお り,し

た が って合 計 投 資 は,30,000ド ル(1,080万 円)で あ り,現 在,年1,000ド ル

(360万 円)の 維 持 費 が 支 払 わ れ て い る。
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Fレ ス トラン

Informatics社 の フ ァイル 管 理 シ ス テ ムMARKIVの 最 初 の ユ ー ザ ー の1つ'

は,992の 店 を運 営 し て い る レス トラ ンで あ る。

購 入 の 目的 と購 入 パ ・ケ イ ジ名

同社 は,全 店舗 の事務デ ー タの集約 が可能 なシス テムを希 望 してお り,1967

年1月 に30,000ド ル(1,080万 円)を 支払 ってMARKIVを 発注 したが,こ

のシス テムは運 転に入 って6ヵ 月 を経過 したばか りであ る。

パ ッケイジ購 入 の決定 条件

社 内 システ ムの開発 には3年 が必 要 であ った のに対 し,パ ・ケイジの購入 に よ

って,6ヵ 月 でプ ログラムの運転 に入 る ことがで きる とい うこ とが わか った 。

Gデ パー ト

シ カゴに本社 をも ち,全 国 に販 売店舗 を構 えてい る大百 貨店Gデ パー トは年間

売上 高18億 ドル(6,480億 円)が あ り,コ ン ピュー タ としてはテ ープな らびに

デ ィス ク付IBM360/30,40お よび50を 各1台 ず っ保 有 して いる。

購 入 の 目的 と購 入パ ッケイジ各

同社 は,ComputerSciences社 の 給 与 計 算 シ ス チームの ユ ーザ ー で あ り,こ の シ

ス テ ル は,1967年 の3月 に15,000ド ル(540万 円)で 購 入 され,1967年

6月 に 引 渡 され11月 に 運 転 に 入 った 。現 在,こ の シ ス テ ムは6,000枚 の 給 与

小 切 手 の 処 理 を し てお り,近 い将 来 に は,20,000枚 に 増 加 す る計 画 とな って い

る 。 こ こ数年 の うちに は,同 社 の 全 国90,000人 の 従 業 員 に対 す る 処理 が 期待 さ

れ て い る。-

H電 子 機 器 メ ー カー

同 社 は,い くっ か のパ ッケイ ジの ユ ー ザ ー で あ っ て,さ らに 現 在15種 類 の フ

ァイ ル ・マ ネ ジメ ン ト ・シ ス テ ム に っ い て検 討 中 で あ る。 選 定 され た こ の パ ッヶ

イ ジ は,当 座 の シ ス テ ム と し て賃 貸 さ れ るが,1968年 ま でに は,"t自 社 な らび

に 系 列 会 社 の た め の フ ァイ ル ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テム が 開 発 され る こ とが期 待

され て い る 。
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購 入 の 目的 と購 入 パ ・ケイ ジ名

同社 は,ま ず 最 初 にInformationMa皿agement社 に よ っ て開 発 され た デ シ ジ

・ン ・テ ー ブル ・パ ッケ イ ジ(DETAP)を 採 用 し た。 こ の シス テ ム は ,年1,400,

ドル(5'04,000円)の リー ス で あ る。 発 注 後,約1週 間 で 設 置 され、,運 転 に 入

っ た が,こ のDETAPは,現 在 ま で に 約6ヵ 月 を経 過 し て い る 。

同社 は,ま た,ComputerSciences社 のEXODUSソ フ トウエ ア の最 初の ユ

ー ザ ー の1つ で も あ った
。][BM1401オ ー トコー ダー か ら][BM360の ベ イ

シ ック ・ア ッセ ン ブ ラー ・ラ ン ゲ イ ジに 変 換す るEXODUSI1401オ ー ト

コー ダー か ら に 訳 す るEXODUSHの い ず れ もが 設 置 され て お り
,系 列,

会 社 全 般 に わ た って この シ ステ ム を採 用 す る こ と を前 提 に 同 社 は,'51,000ド ル

(1,836万 円)の 特 別 価 格 を支 払 っ た。

採 用 した3つ 目の パ ッケ イ ジ は ア プ ライ ド ・デ ー タ ・リサ ー チ社 か ら提 供 され

る フ ロー チ ャー ト ・ジ ェネ レー ター のAUTOFLOWで あ る 。 こ のベ ー シ ック

シ ス テ ム で は,フ ロー チ ・一 ト ・ア セ ン ブ リイ ・ラ ン ゲ ー ジ ・プ ロ グラ ムが3年

間4,200ド ル(1,512,000円)の 契 約 で リーぞス され,1ヵ 所 当 り年800ド ル

(288,000円)更 新 され る。COBOLとFORTRANの オ プ シ ・ ンが,3年 間 に

2,100'ド ル(756,000円)の 費 用 で追 加 され,年300ド ル(108,000円)で

更 新 さ れ る 。 こ の会 社 は,現 在6ヵ 所 で オ プ シ ・ン付 の オ ー ト ・フ ロー を使 用 し

てい る が,こ の場 合,多 数 の 場 所 で 使 用 す る場 合,特 別'な 費 用 は い らな い が若 干

の付 加 設 備 を増 強 しなけ れ ば な らな い。

す な わ ち,テ ー プ な い しは,デ ィス クの た め の高 速 入 出 力用 ス ピー ド ・パ ック

や,高 度 の ラ ン ゲ ー ジ に よ る フ ロニ チ ャー ト作 成 の た め のChart/COBOL,な

ら び にCompress/COBOLオ ペ レー シ ・ン装 置 な どが そ れ で あ る・ 普 通 ・ こ

れ らの付 加 装 置 に は,1回900ド ル(32万4,000円)の 費 用 が か か るが,既

述 の電 子 機 器 メ ー カー はす で に2年 以 上 に わ た って こ のAutoflowを 採 用 してきた。

パ ッケ イ ジ購 入 の 決定 条 件

DETAP－ 使 用 を急 い で い た た め 短 期 間 で運 転 で き る こ とが 条件 とな った 。
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5.5 販売されているパ ッケイジ ・プログラムの種類

専有権 付パ ッケ イジ と して どん な会社 か らどんな種 類 のものが売 り出 されてい るか

を次 に表 に して紹 介 してみ よ う。

一 覧 して判 るよノうに専有 権 付パ ・ケイジはすで に様 々な分 野 で利 用されてお り,そ

の種 類 もかな り豊 富 であ る。 これ らのパ ・ケイ ジは質量 とも近 年急速 に増大 してお り

今後 もそ の巾 と深 さをひろめ てゆ くことが充分 予想 され ている。 ことに最近 発表 され

た 工BMの 価 格分離 の動 きに よ りソ フ トウエア専門会社 に よるパ ッケイ ジの作成 と販

売 は一層拍 しゃをか け られ るよ うに な ろ う。特に,こ れ まで活発 な動 き を してきた各

社 は,一 段 と目立 つ動 きが期待 されてい る。 こ こで専有 権付 パ ッケイジ の分野 で活発

に動 いて いる会社 を紹 介 してみ よ う。

ここで専有権 付パ ッケイジの分野 で活発 に動 いている会社 を紹 介 してみよ う。

Programatics社 は,専 有権付 ソフ トウエ ア ・パ ・ケイジの開 発 と販売 の面 で成

功 してきた代表的会社 であ る。 同社 の開 発 した パ ッケイ ジには広告 代理店 と種 々の広

告媒 体 とのあいだ の'清 算"業 務 を取扱 うMediaAccountingContfolSystem

(MACS)汎 用 フ ァイル 処理 ソフ トウエアで あるMark工Vフ ァイ ル ・マネ ージ メン

ト ・システ ム,建 設 工事 の計 画 と管理 に使われ るCPMパ ・ケ イジな どがあ る。

Comress社 は,SCERTパ ツケイ ジで知 られる。SCERTパ ッケイ ジはユ

ー ザーが機 械 を選択 した り,増 強 した りす るときに,コ ン ピ ュー タの高 い性 能 を比 較

分析す るのに用 い られ る。 また このパ ・ケイジはシス テム設計 に も役立 ってい る。

Comress社 で は この 他,互 換性 の な い コ ン ピ ュー タ間 の プ ロ グ ラ ム ・シ ミ ュ レイ シ

・ン の た め の ・TRANSIMと 呼 ば れ るパ ツケ イ ジ を開 発 し
,発 売 し て い る 。

プ ロ グ ラ ム 自体 か らプ ロ グ ラ ム ・フ ロー チ ャー トを 自動 的 に 作 成 す るオ ー ト ・フ ロ

ー とい うパ ッケ イ ジが あ る
。ApPliedDataResearch社 は,こ の オ ー ト ・フ ロー を

発 売 して成 功 した会 社 で あ る。 ま た・ こ の オ ー ト・フP・一一は米 国政 府 のGSA(General

ServiceAdministration)の 調 達 ス ケ ジ ュー ル に 登 録 され た 最 初 の プ ロ グ ラム で あ

る 。IndustrialResearchMagagine誌 は オ ー ト ・フ ロ ー を そ の年 の100種 の 新

技 術製 品 のうち,も っと も重 要 な もの の1つ に挙 げ て い る。
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ソフ トウエ ア ・パ ッケイ ジ の ビジ ネ ス で お も しろ い の はSoftwareResources社

で あ る 。 同社 は 他 の会 社 で 開 発 され た プ ロ グ ラム で広 くユ ー ザ ー に 受 け 入 れ られ そ う

な パ ・ケ イ ジ の販 売 と メ ンテ ナ ン ス を専 門 にサ ー ビス して い る会 社 で あ る。 ロス ア ン

ゼ ル ス と ク リー ブ ラ ン ドに 事 務 所 を お い て い るが,ニ ュー ヨー ク と ワシ ン トンに も事

務 所 を持 ち,IBM1410と7000シ リ ー ズ のCOBOLプ ロ グ ラ ム を360

COBOLプ ロ グ ラ ム に翻 訳 す る 翻 訳 パ ッケ イ ジCOTRANを サ ー ビ ス して い る 。

次 に市 場 に 出 ま わ って い る ソ フ トウエ ア ・パ ッケ イ ジ を紹 介 し よ う。
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パ ッ ケ ィ ジ 一 覧専 有 権 つ き ソ フ トウエ ア

ー123一



表8ソ フ トウエ ア 会 社 が 販 売 して いる パ ッケイ ジ'プ ロ グラ ム

ソフ トウェ ア会 社 名 パ ・ ケ イ ジ 名 機 能

CSC(Computer) EXODusn 1401オ ー ト ・コー ダ また はSPS

SciencesCorp.) ソー ス ・デ ック を シ ステ ム1360

"一

の ベ ー シ ッ ク ・ア セ ン フ フ ー ・ ラ ン

、 ゲ ー ジ(BA]二)に 変 換 す る 。
L

Worldwide WCS360 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・ ン ・ シ ス テ ム の 評

Computer-・ Communication
価選 定 お よび その効 果の測定 パ ッケ,

Services]hc. Evaユua土or
イ ジは修 正が可能 で ある。

.

.

CSC(Computer 人事管理情報 システム マ ンパ ワー計 画 また は人事 管理処理

SciencesCorp.) (PMI) に使用 されるρ

人事管理 として投入 される賃銀,就

職情況社員の職歴,職 籍,機 能,能

力,学 歴 の リス トで あ る。

♪'
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ノ

販 売 対照

(ユrザ)
価 格

メ ン テ ナ ン ス ・サ

ポ ー ト ・サ ー ビ ス
使 用 コ ン ピ ュー タ そ の 他

'

1401を 9,000ド ル メ ンテ チ ン 工BM1401/ す ぐに入手

360に リ 7010か ら360 で き る ア メ

プ レイスす へ リカ国 内だ

る ユ ーザ けで な く世

界的販売網

を持 つ 。

01回 の シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム,メ ン IBM360 WCSで は

評価の実行に対 テ ナ ン スオ ペ レイ 最低機器構成 とし 同社 の プ ロ
一

して,2,000 テ ィ ン グ,イ ン ス て は65バ イ ト グラムの所

ドル トラ クシ ・ン は無 の メ モ リー デ ィス 有権を強 く

○プ ログラム作成 料(ユ ー ザ ー に 引 ク4台 を テ ー プ1 主張 してお

費 用 システ ム プ
、

きわた してか ら6 台 ない しはデ ィス り ユ ー ザ ー

ロ グ ラ ム,メ ッ ヵ 月)' ク2台,カ ー ド ・ が プ ロ グ ラ

セ ー ジ ・ コ ン ト *コ ン ピ ュ ー タ の
●

リー ダー1台,プ ム を他 に転

ロ ー ル ・ プ ロ グ 使用時間は含ま リ ン ター1台 用す る こ と

ラ ム,メ ッ セ ー ない 。 をかた く禁

ジ処理 プログラム
じて い る。

一般 企業
,

官庁など
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ソフ トウェア会社名 パ ・ ケ イ ジ 名 機 能

CSC(Computer

SciencesCorp.)

CSCPay3

PayrawSystem,

給料計算時間 を短縮 し,経 費を最小

限にするために設計 された。

CSC

(Computer
SciencesCorp.)

CL/L

(C・mmercial

Loa皿System)

'

r

BANK,PAYROLL

SYSTEM

GI、/HforBANKS
'

COGENTII

CSC(Computer

SciencesCorp.)
受 け取 り勘 定 システム

EASTERN

Air-1ineIhc.

CATシ ス テ ム

(Compileand

Test)

SPOOLシ ス テ ム

一126_



・販.売 対 照

(ユ ー ザ)
価 格

メ ンテ ナ ンス ・サ

ポ ー トサ ー ビス
使 用 コ ン ピ ュー タ そ の 他

ノ

ただちに納

入できる態

勢にあ り

税制は州に

より異るの

でこのため

税制計算の

処理 を考慮

してある。

田MSystem/360

rBMSystem/360

1BMSystem/360

3,000ド ル IBM360

IBM360
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ソフ トウエ ア会社 名 パ ・ ケ イ ジ 名 機 能

INFORMATICS MARKTV File-orienteddataprocessing

INC. FileManagement

System
applicationsに 使 用

OPunchcards磁 気 テ ー プ,

directaccessdevicesの

、

dataか らfileを 作 成

○ 変更,追 加,そ の他 の更新作業

を行 な ってfileを 維持 す る

OOutputを 分 類,順 序 付 け,

grouping等 に よ り整 理 す る。

COMRESSInc. SCERT
o

Oア プ リケ イ シ ョン ・シ ス テ ムの

予備設計

○ ソフ トウエア避妊,代 替 可能な

プ ロ グ ラ ミン グ言 語,オ ペ レー テ

イング ・システム等 を選定 の仕事

量 と関連づけて評価

○ 機種選拓,特 定の構成要素及び

選択的付価装置に基づ く機械の評

価

○ コン ピ ュー ター取得 の集 中的調

整,統 制

ARIESCARD PROMPT
/＼
Program

Monitoring

&Planning

、Tec㎞iques、

1)10NEER MarketData

DATASYSTEMS System
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販 売 対 照

(ユ ーザ)
価 格

メ ン テ ナ ンス ・サ

ポ ー トサ ー ビス
使 用 コ ン ピ ュー タ そ の 他

一般 企業 , IBM/360

政府機関

'

一般企業 Comresか ら 一 回 限 りで Comress

提供を受ける場合 からの賃借

5千 ～10万 ドル 者はSCE

最低1年 の期間で賃借す RTサ ー ビ

る場合 ス を他 の組

約3,600～15,000ド ル 織に供給す

(月 額) る事 を賃借

ユーザーが自分 の機 械 契 約 に ょっ

とア ナ リス トを使 っ て禁 じられ

た場合 の費用 て い る。

3,000ド ル
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ソフ トウエ ア会社 名 パ ・ ケ イ ジ 名 機 能

1

Selective血forma一

tionRetrieual
、

FAAS

、

・

FixedAsset

Accounting
一

System ,

、

Citynational Ihstallment

Ba皿k&Trust Loa皿System

Company forMulti-Bank

.

Processlng

Furnitureand

,

fixturesSystem
'

Iroofa皿dTransit

Expense
'

Distribution

System
㎡

血ventory

ControlSystem
.

.

DATACorp. (DATA).

Centra1

、
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販 売 対 象

(ユ ーザー)
価 格

メ ン テ ナ ン ス ・サ

ポ ー トサ ー ビ ス
使 用 コン ピ ュー タ そ の 他

1,500ド ル

'

、

5,000ド ル

ザ

IBM360

7,000ド ル IBM360

1,000ド ル IBM360
)

1

5,000ド ル IBM360 1

1,500ド ル 工BM360

1,00σ ドル

'

IBM360

IBM360
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ソフ トウエ ア会社 名 パ ッ ケ イ ジ 名 機 能

FirstWisconsin FirstWisconsin

NationalBank NationalBank

ofMilwaukee Tru≧tPackage
一

、

FirStWiScol1Sin

CorreSpondent
、

dataSystem

FirstWisconsin

Sawi㎎sSystem

、⑳
FirstWisconsln

令

RemoteTrans一
、

missionSystem

Optimization LensH

associatesIhc.

Group

・

Curfit

ノへγ
.

血formation
/
T男

,

managementSnc. .イr・ ・tD就 ・

Generator)

DETAP

(DevisionTable

Preprocessor)
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販 売 対 照

(ユ ーザ)
価 格

メ ン テ ナ ンス ・サ

ポ ー トサ ー ビス
使 用 コ ン ピ ュー タ そ の 他

銀 行 35,000ド ル エBM360/30

銀 行

～
×

二

30000ド ル BM360/30

銀1行
、

・

IBM360

銀 行 20.000ド ル エBM360/30

1,500ド ル

6,000ド ル

・8
,500ド ル

、
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ソフ トウエ ア会社 名 パ ・ ケ イ ジ 名 機 能
r

MAGIC

Multipurposeand

Generalized

InterfacetoCOBOL

CUC

Cross-reference

distinginBOCOL

Haspact

" HospitalPatient

.

Accounting ・

Standard IC.-4000System

ComputerCorp.
IC-6000E

ArthouS.Krangley Banksew360

andCompany,Inc. TheBanksew

Credit.Card

System

TheBanksew

horization
'

System

.

DAC

DigitalAnalysis

ConsltantsInc.

.
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販 売 対 照

(ユ ーザ)
価 格

メ ンテ ナ ンス ・サ

ポ ー トサ ー ビス
使 用 コ ン ピ ュー タ そ の 他

IBM360

工BM360
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ソフ トウエア会社名
〉

パ ・ ケ イ ジ 名 機 能

BasicComputing Amfg101

血C. System

Computer Testpak

MethodsCorp.

CSA 工BMシ ステ ム360,FORTRAN

(LaywoodSchillee
用MT-1/Oシ ス テ ム

associates)

Economatics CALLIF
日.,週,月,年 の流 通 問 題,労 働 力

℃ashflowand＼

の予測等 を行 な うもので あ って適 当

な打合 せ をや り,そ の会社 の内容 を
LoborLoad

知 った行,行 な う

Jhsta皿tForecaSし

CUPH)
ガ ソ リン戦争 とい った,価 格決 定 の

℃ambatUsing＼
戦略 のた めに,有 効に使用 され るシ

ミ ュ レ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ

Price][ncentive

ミPactrines/

CUPTD-RETAIL CUPTDの 改 訂版 であ って,小 売

店 用 の価 格問 題 を取扱 うもの である。

マ ー ケ ・ トの調 査 を行 な い,同 種 の

小 売店 の価格 の予想 も行 な う。
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販 売 対 照

(ユ ーザ)

へ

価 格

一

メ ンァ ナ ン ス ・サ

ポ ー トサ ー ビス
使 用 コン ピ ュー タ そ の 他

一

PurchasePrice IBM360

11,050ド ル
.

LeasePrice

24months-515ド ル/1月

36months-362ド ル/1月

1,000ド ル
IBM360

ユ ー ザ マ ニ ュ

()
ア ル を含 む 。

.

.

7,600ド ル

7,600ド ル

7,600ド ル

'

t
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ρ

ソフ トウェア会社名 パ ッ ケ イ ジ 名 機 能

ELOPE 貸付役人のために,貸 付行程を示す
,

ExpioningLoan こ と に よ って 行 な う。 コ ン ピ ュー タ

OfficersProfit 化 され た教育 法 で あ って,貸 付 の要

Expectation
求に応 じた情報が与えられて後に行

な った 決 定 を,コ ン ピ ュー タが 評 価

す る。

FI正RT 情 報検索 用パ ッケイ ジで あ って事務

F・け・蘂 ・gic泣＼ 所 とか役所 の情報 を格納 し,検 索す

Ihformation る。勿 論,ア ・プデ イ トは簡単 に行

R。t。i。valノ な って い る。

FOG 将来の販売を促進するために使用す

(ごtつ
る金から,各 会社の成長 を予測す る。

は どれ程 の金額が販売促進の

ために必要か又それは何時使われる

べ きか を決定す る。

GOLD 種 々の出先機関 の利益 とか規模の予

Guara皿ted 測 を 行 な う。 これ は,チ エー ソ ス ト

OutletLocation
ア,銀 行,貸 付 機 関,レ ス トラ ン と

Decision
い った企業 に応用 され る。

IBID これは入札後 の利益 とか損益 を見積

正mproued る こ とが で きる。従 って,入 札関係

Biddingin の会社 とりわけ建設会社等には有効

Depth
な シ ス テ ム で あ る 。
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販 売 対 照

(ユ ーザ)
価 格

メ ンテ ナ ンス ・サ

ポ ー トサ ー ビス
使 用 コ ン ピ ュー タ そ の 他

10,000ド ル
'

4,000ド ル

一

8,600ド ル

8,600ド ル
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ソフ トウエ ア会社 名 パ ッ ケ イ ジ 名 機 能

`

ISIS
一 つ の品物 にっい ての将 来の販売量

InstantSales
を予測す る もので,こ の予測 は過 去

の似かよった品物の販売情報 を基に
Indication

してい る。 このプ ログラムは信頼性

System
の範 囲 も示 してお り,効 果的 にス ケ

ジ ュー ル され た情 報 を持 って い る。

PEAC これ は,PERT-COSTに 似 た シ

/P・ ・gram＼
Establishment

ス テ ムで あ る が,PERT-COSTよ

り も,効 能 が あ り,使 い や す く応 用

」C。 批。。1ノ
範 囲 も広 い,完 全 な 自動 シ ス テ ム.と

云 って よ い 。

POLE
あ る品 目にっいて,消 費 者層 の調査

/P曲"・0・'n'on＼

を行 ない需 要,予 測 を行 な うプ ログ

ラムであ る。
Logica1

＼E《i。nノ

ノ

＼}
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販 売 対 照

(ユ ーザ)
価 格

メ ンテ ナ ン ス ・サ

ポ ー トサ ー ビス
使 用 コ ン ピ ュー タ そ の 他

12,600ド ル

'

4,000ド ル
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/

代 表的 ソフ トウエ ア ・パ ッケ イジ

 

6





パ ツケイ ジ ・プ ログラム市 場 に出 まわ っている代表 的な製品 を2,3と りあげ,開

発 のね らい,機 能 な どを詳 しく紹介 してみ たい。

6.1MARKIV

InformaticsInc.社 の開発 したMARKIVフ ァイル ・マネイ ジ メン ト ・システムは .

IBM/360用 の シス テ ムであ って,フ ァイル用デー タ処理 ア プ リケイ シ ・ン として各

分で広 く利 用 され ている現在,ア メ リカ合 衆 国,カ ナダ,ヨ ー ロ ッパ等 の大手企 業や

政府機 関 ではMARKIVを ア プ リケイ シ ・ン全面 にわ た って使 用 しているが・ さ らに

1968年 末 ま でに100以 上 の設置が予定 されて いる。MARKIV標 準DOSま た

OSに よ りIBM/360で 運 用 され るもので,・このシステ ムをオペ レイ トす るのは さして

困難 ではな いが特 別に教 育 を受 けたInformatic社 のシス テム ・エ ンジニア が このた め

の説明 と保 守 を行な って くれる。

本説囎 はMARKIVFil・M・n・99m・ntSy・t・m'の 主 な点 腰 約 した ものであ
.

る。

何 故MARKIVを 使 用す るか

経 営の道具 としての コンピ ュー タの重 要性 が増大 する にっ れて,デ ータ ・プ ロセ ッ

シ ン グに関す る要 求 は益 々増大 している。そ うした要 求 に応 じる ため,よ り多 くの情

報 をよ り速 く取 り出せ るよ う努 力 しているが,そ の半 面,次 の諸 問題 に直面 してい る。

・ 熟練 した プ ログラマーやシス テム ・アナ リス トの不足

・ 経 験 のあ る要 員の給与 の上 昇 と急激 な移動

・ 第三 世代 コ ン ピ ュータの設 置 または設 置予 定 に伴 な う再 プログラ ミングとその過

渡期 に おける諸 問題

需要者 が新 しい アプ リケイシ ョンを開発,実 施す るか従来の プロ グラムを変 更する

場 合,こ う した情勢 は益 々悪化 す る。-

Ihformatics社 のIBMシ ステ ム/360用'MARKIVフ ァイル ・マ ネ イジメン

ト・システムは,管 理 者 にこれ らの諸問題 を緩和す る有力な道具 と して与 え るため に
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設計 され た もので ある。

MARKIVと は?

MARKIVと は,能 率 的 な 日常 の運 用の他,特 別 報告 その他重 要 なル ーチ ン ・ワー

クでほ ない要求に迅速 に応 じる一般 用 フ ァイル ・マネ イジメン ト・シス テ ムであ る。

簡単 に云 うと,MARKIVは 以下 に示 すIBMシ ステ ム/360の た め の機 能 を持 っ

て い る。

・ パ ンチ ・カー.ド,磁 気 テ ー プ,ア クセ ス す るた め の デ ー タ*か ら フ ァイ ル を 作成

す る 。

。 変 更,追 加,そ の 他 の 更 新 作 業 を行 な って,フ ァイ ル を維 持 す る。

・ 更 新,処 理,作 成 の た め に,マ
.ス タ ー ・フ ァイル お よび4組 の 関 連 フ ァイ ル を同

時 に読 み 取 る。

● 特 定 の 条件 を満 た す デ ー タ を収 容 す る フ ァイ ル か ら記録 を 選 択 す る
。

・ 選 択 した 記録 か らデ ー タ ・ア イ テ ム を摘 出 す る。

・ 印 刷 した ア ウ トプ ッ ト,サ ブ フ ァイ ル,マ ス タ ー 。フ ァイ ル の 更 新,記 録 お よび

追 加 計 算 に使 用 す るた め の計 算 を行 な う。^

● ア ウ トプ
ッ トを 分 類,順 序 付 け,グ ル ー ピン グな どに よ り整 理 す る 。

・ 序 文,頁,表 題,頁 ナ シバ ー,コ ラム表 題,行 数,詳 記,要 約,平 均 お よび 印 刷

した 報 告 また は 記録 を有 益 か つ魅 力 的 に す る要 素 を持 つ 印刷 した 報 告 の フ ォー マ ッ

トを 作成 す る。

・ 任 意 の合 計,小 計 な ど,必 要 に 応 じ てデ ー タを要 約 す る。

● 標 準 コ ン ピ ュー ター

特殊 寸 法 の ア ウ トプ ッ トー ラベ レ3×5カ ー ド等

事 前 に 印 刷 した 用紙 一 小 切 手,請 求 書,ジ ャール 等 フ ォー マ ッ トの 内 容 に弾 力性

の あ る報 告 書 を印 刷 す る 。

・ 磁 気 テ ー プ,ダ イ レ ク ト ・ア クセ ス ・機 器,カ ー ド等 に新 しい フ ァイ ル の 組合 せ
,

コ ン トロール ・フ ァイル な ど を作 る 。

・MARKrvフ ァ イ ルは 磁 気 テ ー プ,カ ー ド,ダ イ レク ト ・アク セ ス機 器 な ど に
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よ り作成 する ことがで きる。 これ等 は一 定の長 さの記録,ま た は,様 々の長 さの

記録 を記載 する ことがで き,ま た順 次処理 とか順次 索引付 け する こともで きる。

MARKIVは ど う働 くか?

MARKIVは,使 用者 に よ って与 え られ た仕様 に基づ いてプ ロ グラムを作成 す る。

ユーザ ーはMARKIVの ソー スにな る仕様 を準備す るた めに一組 の簡単 な構造用式 を

使 用す る。
◎

MARKIVを 通 常 のDOSま た はOS/360ジ ・ブと して運 用 した場合

'ソ ース ・デー タを読み取 る
。

● 記載 事項 を編集 ,確 認 す る。

編 集,点 検 な どが よけれ ば,MARKIVは 引続 き,

・ その フ ィブラ リーか ら適 切 なモジ ュールやサ ブルーチ ンを選択 す る
。

・ 指定機 能 を完 了するた め に完 全 な プログラムを作成 する
。

6作 成 レた プログラムを運 用 して要 求 された結果 を得 る
。

結果 が毎 日 また は毎 週必要 な らユーザー はMARKIVに 対 し,編 集 した 指示 を保留

す る よ うに命令 する こ
.とが で きる。 再使 用 を行 な った場 合 は・MARKIV'は,カ タ ロ

グか ら保留 した指示 を検 索す る。 この時 新 しい命令 を組 み込み ,増 設 した プ ログラム

を作成,運 用す る こ とがで きる。

MARKIVプ ログラムー つでユ ーザ ーの個 々の要求 を満 たす ため,マ ス ター ・フ ァ

イ ルを一度読 み取 るだけで,種 々様 々な ア ウ トプ ットをユ ーザ ーのため に作 り出す。

MARKIVシ ステムの特徴

MARKIVの 第一の特徴 は使 い易 い点で ある。

典 型的 な作業 は フ ァイルか ら記録 群 を選択 す る こと,選 択 したデ ー タか ら報 告書 を

作成 する ことで ある。 この作業全 体 は,MARKIV用 式 で記入 す るだけで,短 時間 に

完 全 に明確 にす るこ とがで きる。 これ は,COBOLま た は他 の ラ ンゲ イジ を使用 し

て,簡 単 にで きる。

さ らに,

・ 多数 の関連 した イ ンプ ッ ト・フ ァイ ルの読み取 り
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・ マス ター ・フ ァイルの更 新

・ デー タ ・フ ィール ドと定数な どの計 算

・ 多数 の異な る報 告書 の印刷

・ 多数 のサ ブフ ァイルの産出

等 を含 む問題で も,MARKIVを 使 えば通常数 日で完 了す る。

「使 い易 い」上 にユ ーザーがMARKIVの 使 い方 を早 く修得 す る と云 う特色 があ る。
む

MARI(IVの 能力 の殆 ん どは数時 間 で覚 え られ る。 これ は,ユ ーザーが コン ビL－ タ

に馴 れ ていな くて も同 じであ る。マ ネイ ジ ャー,管 理 職 員,職 員,社 長 等何人 で も

MARKIVの 使 用法 を学 び とるこ とがで きる。

これは,

・ 自動 式機 能(種 々の機 能が再 コー ド化 され,こ のシ ステムに オブジ ェ ク ト ・プ ロ

グ ラム と して組 み込 まれ てい る。)

・ 実 用に則 した シス テム ・オペ レイシ ・ン

・ 簡 単 な構造形 式

を持 ってい るか らで あ る。

例 えば,氏 名,電 話,内 線,自 宅 住所,自 宅 電話番 号 な どを含 む人事 フ ァイルか ら

(ア ル フ ァベ ット順 の リス トに よ り)電 話帳 を作成 せ よ。 とい った場合 には,こ れ ら

の機 能 によ り,例 題 に示す情報 だけ 記入 した フ ォームをMARKIVに 与 え てやれば よ

いo

最後 に,MARKIVシ ス テムは ユーザ ーに次 の可能性 を提供す る。

a)少 ない経 費で 多 くのデ ータを処理で きる。

b)差 迫 った人手 問題 を緩 和す る。

c)よ り適 応性 のあ る報 告書 をよ り早 く作成す る。

d)い ち早 く変化 に適応 す る。

e)新 しい要求 に対 する応答時間 を大 きく削減す る。

f)記 録 作成 費 を少 な くす る。

g)フ ァイル および フ ァイル構成 の総合的標 準化を容 易にす る。
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InformatlcInc.に よるMARKIVの 設置・維持 には次の事項 を含 む。

・ システムの使 用 に関す る研修

アフ ター ・サー ビス と して,毎 月技 術者 を派遣 す る。

技術 通信 の定 期送 付,

意見,技 法,問 題,提 案 な どを交換す るた めのユ ーザ ー組織

6.2エ キ ソ ダ ス(EXODUS)

エキ ソダス とは,IBM1410/7010オ ー トコーダー ・ソース ・デ ックをシステ ム

/360ベ イ シ ック ・ア ッセ ンブ リー ・ランゲイ ジ(BAL)に 変換す る翻訳 シス テムで

あ る。最 も簡 単 な技 法を使 用 して いるので,マ シ ン ・パ スは二 回 だけです む 。す なわ

ちBALソ ー ス カー ドとプ ログラム,手 段 の リス トを作成する翻訳パ ス と特殊EXOD

USマ クロを使 用す る360へ のアセ ンブ リー ・パ スであ る。

EXODUSは も とも とOSの 基 で プPグ ラムを翻訳 実 施 するた め に設計 した もので

あ って典型 的 な1410/7010オ ー ト・コー ダー プ ログラ ムの90%ま で変換 で き る

よ うに設計 され,最 初 の プ ログラム論理 のす べ てを保有 した1:1の 翻訳 を作成 す る。

プログラムの翻 訳速 度 は元 のオ ー トコー ダー ・ア ッセ ンブ リー ・タイム に匹敵 す る。

何 故BALが 必要か

第3世 代 システ ムの利用者 の多 くは,BALが 従 来 の アプ リケイシ ・ン システ ム

をIBM/360に 変換 す るために最 も簡単 な方法 であ る ことを知 った。 さ らに,BAL

が抵 いコア容量 です む ことは魅力的で ある と同時 に,そ れは遠隔処 理に は,ほ とん ど

必須 条件で あ る。

一方SEXODUSを 利 用す る こ とによ り一般 にや っか いで時間 のかか る変 換業務 を迅

速 に,か つ 容易 に行 な うことがで き,こ れ によ ってプ ログラマ ーを シス テム ・アナ リ

シスや新 しい ア プ リケーシ ・ンの開発 に専 念 させ るこ とがで きる。変換後 の アウ トプ

プトは,シ ステム/360命 令 が対応す る診断的 メ ッセ ージ と共 に プログラム.リ ス ト

の左側 に プ リン トされ,右 側 には最 初の1410/7010、 命令 が プ リン トされ る。
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シス テム/360ア セ ンブラー.ソ ース ・デ ックには元 の命令 に対 し,二 枚 のカー ド

を使 用す る ことが できる。任意 の一枚 の カー ドにはシス テム/360デ セ ンブ ラー ・プ

ロセ ッサ ーに対 す る説明 と して,古 い1410/7010命 令 を書 き込 んで ある。 エキ ソ

ダス の もう一つ の特色は,シ ステ ム/360の マ クロ命令 の大 規模 な ライ ブラ リー と演

算編 集 索引作成等 のよ うな直 接1対1の 割合 で翻 訳 で きな い1410お よび7010

コーデ ィン グをシ ミュ レー トす る ライブ ラ リー ・ルーテ ィーンであ る。 また入 出 力ル

ーテ ィー ンを も含 み
,こ れ に よ って対応 する1410/7010テ ィー ンと同等 の機 能 を

発 揮す るが,諸 種 の操作 システ ム を通 して装置 の独立性 を保 ってい る。プ ロ グラムの

す べ てはOSま たはDOSモ ー ドのシス テ ム/360で 運 用す るこ とがで きる。 コン ピ

ュテ ィング ・セ ンター全体 を改善 す る と共 に,新 しいプ ロ グラムの テス トを通常業務

課程 とす るこ とがで きる。

さ らに・COBOLPL/1ま たは アセ ンブ リ ・ラ ンゲイ ジによ る プ ログ ラ ミング と

比較す る と,エ キ ソダスでは10倍 以上 の プ ロ グラム削減 が可能 にな る。キ ー ・パ ン

チ,符 号化 な どの誤 謬を排除 す る ことが で きるのでデバ ッギ ングの ための コン ピュー

タ利 用 を相 当少 な くす る ことがで きる。 最 も重 要な ことは,翻 訳 した プログ ラムがエ

ミュ レー シ ョンを必要 と しな いこ とで ある。

利 点

・1410/7010オ ー ト ・コー ダ記 述 を シ ス テ ム/360ア セ ン ブ ラ ー・一・ラ ンゲ イ ジ

記 述 に 変 換 す る。'

・ プ ロ グ ラ ムの1回 の パ ス で 最初 の フ.ロ グ ラ ム ・ロジ ックを直 接
,翻 訳 で き る。

・1410/7010ソ ー ス ・ラ ン ゲ イ ジ プ ロ グ ラム を オ ー トコー ダ ・ア セ ン ブ リ ・タ

イ ム に匹 敵す る速 度 で翻 訳 す る 。

・ 先 行 記 録 の す べ て をEXODUSで 翻 訳 した プ ログ ラ ム に適 用 で き る
。

・ プ ロ グ ラ マー を迅 速 に放免 し
,シ ス テ ム ・ア ナ リシス を開 始 した り,ま た 新 しい

ア プ リケ ー シ ・ンの 開 発 に専 念 させ る こ とが で き る。

・360で の 翻 訳 プ ロ グ ラ ム に 対 す る所 要 コア は コ ン トP － ル 時 間 を入 れ て も
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1410に 対 す る よ りも少 な く てす む 。

・ 各 種 施 設 で 各種 プ ロ グ ラ ム を使 用 して徹 底 的 に試 験 して い る
。

或 るユ ーザ ー は,エ キ ン ダス に よ っ て節 約 した プ ログ ラ ミン グお よ び ハ ー ドウ ェア

の 費 用 は,そ の価 格 の10倍 に 達 した と云 って い る 。

エ キ ソダ ス ・ユ ー ザ ー と して受 け る もの

エ キ ソ ダス の マ ス タ ー ・テ ー プ に は 次 の デ ックが カー ド ・イ メ ー ジ の形 で 含 まれ て

い る ・ヂ ドか らテ 『 プへ の オ ブ ジ ・ ク ト ・デ ・ク(・ 一 ス プ ・ グ ラ ム)テ ー プか ら

EXODUSに プ ログ ラ ム をP－ ドす る カ ー ド9枚 の負 荷 装 置(ブ ー トス トラ ップ)
,

1・0・C・SEXODUS.マ クP(工BMシ ス テ ム/360の マ ク ロの 定 議)
,EXO

DUS.ラ イ ブ ラ リ ・ル ー チ ン(IBMシ ス テ ム360の ソ ー ス ・プ ・グ ラ ム)
。

EXODUSの 修 正 はCSCま た は ユ ー ザ ー の提 供 に よ っ て行 な わ れ る の で
,CSC

は そ れ を完 全 に 明 文 化 した 形 の カー ドと して配 布 す る
。

6,5GPCP

GPCPと は何か?

caicorPP汎 用等 高線作図 プログラム(GPCP)は 線 図 あるいは地 図 な どの二つ の

独立 した変数 を自動 的 にプ ロ ッ トす るのに用 い られ る汎 用 パ ッケイジで ある。

FORTRANIvで 記述 され た プPグ ラムで,オ ンライ ンまた はナ フラインで使 用 される

Calcomp500,600お よび700型 コンピ ュータの ドラム型 また は平 型 プロ ット装

置 のいず れに も適 用できる 。

こ のCalcompのGPCPは 現 在 利用で きる もの の中では最高 の精度 を も った汎 用作

図 プ ログラムであ る。

GPCPは 使 用 しや す く,作 図 の応 用範 囲 を最大限考 慮 された プログラムで あ り,デ

ー タの入力 も簡単 であ る とと もに正 確な 作図がで きる特徴 がある
。

このGPCPの 利 点 は,手 書 きよ り約30倍 の速 さで処理 で きる と とも に,正 確か つ
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高度な線 図 を非常 に経 済的 に仕上 げる こ とを可能 に している。 さらに,人 間が 作図 す

るの と違 って,同 じデ ー タを与 える と何度 や って も必 ず同 じ線図 を画 くこ とがで きる。

この フ后 グラムは高度 の融 通性 を持 ってお り,た とえば三 次元表示 のた めのStereo

Pair表 示 の線図 も作図 で きる。

そ の他,地 球 物理学 で の重 力分布図や地 磁気 分布図 それ に標高 線図,気 象学 での等

温線 図や等 圧線 図,工 学で の電 界図 や磁 界図,原 子炉 温度 線図,水 圧線図 な ど・生物 ・

薬学で の放射 線照 射 分布図 とδ・・皮 ふ温度分布 図な どの 作図に・ このCalcompの

GPCPプ ログラムが正 確 で能率 的 な,し か も使 用簡便 な道具 とな る。

処理 条件 パラ メー ター の指定方 法

GPCPに は利 用者 が このシステ ムの正確性 や融通性 を高め られ るよ うに,い くつか

の入 力データの処理 指定方法 が用意 され ている。格子点 におけ る数値 を計 算す るのに

用い られ る近接 したデ ータ点の数 を任意 に決 めた り,ま た任意 のデー タ点 での勾配 を

指定 し,そ の指定 勾配 値 を計算値 の代 りに使 用す るか ある いは計算値 を希望 する勾配

値 へ動 かす よ うな重 み をつ け る こ とが で きる。

GPCPの 利 用 タイミング と利用方 法

GPCPは 二つ の独立 した変 数の関数 と して示 し得 るデ ータを もつ ものであれば どん

なものにで も効果 的 に応 用 で きる。 以下 にその応用例 を示す 。線 図は,分 析す べ き大

量 デー タを能率 よく表 示す る技 術であ るが,そ の分 析担 当者 は最終 の結果 に っいて先

見 の知識,あ るいは直観的 なもの を持 っていな い。線 図に よ って,ば くぜん と した関

性,パ ター ンや そ の他 の意味 のあ る関連性 を明 らか にす る。 た とえば,米 国西部 の大

学 におけ る人類 学研 究 グルー プはイ ンデ ィア ンの矢 のや しりの形状研究 に線図 による

方法 を用い ている。 地理的 条件 や他 の既 知 の事 実 と じゃりの形状特性 との相 関によ っ

て,そ れ らのや じりを作成 した 人間に っいての よい深 い研 究結果 を得 よ うとしている。

このGPCPの よ うに プ ログラム の融 通性 が高 いも のは,希 望す る結果 を得 るた めに

必 要な いろん な方 法で デー タその ものを表現す るこ とを可能 に している。

さらに,新 しい油 田 とか ガス埋蔵地 域 を探索す る のに線図 を使用 す る例 がある。

GPCPの 処理速度 と精度 の利点が非常 に低 廉な経 費 で莫 大 なデー タ量 の線図作成処理
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を 可 能 に して い る 。 これ は,テ キ サ ス 州 ヒ ュー ス トンのESSO研 究 所,同 州 の ダ ラ ス

市 に あ る モ ー ビル ・オ イ ル地 理 サ ー ビス セ ン タ ー,そ れ に オ ク ラホ マ 州 バ ー ツル ビル

市 の シ テ ィー ・サ ー ビス ・オ イ ル社 が あ る。

GPCPの 動 作 機 能

ハ ー ドウ ェ ア と補 助 プ ロ グ ラ ム

こ のCalcompGPCPはFORTRANIVで 記 述 され てい る。 そ れ で,こ の

を齢 する い ろん なサ ブ プPグ ・ム を・ ン・ミイルす るに要す る記憶鵠 はF・RTRAN

IVの コ ンパ イ ラ ー の プ ロ グ ラム 容量 で き ま って く・る 。 この プ ロ グ ラ ムは32K語 を

要 す る・ そ の ほ か に ・ オ フ ライ ンC・1C・mpプ ・ ・痔 用 の プ ㍗ タ ー テー プ,
,2台

磁 気 テ ー プ装 置,プ ロ グ ラ ム の オ ー バ レイ 用 の記 憶 装 置 と して磁 気 テ ー プ
,入 力用 の

カ ー ドリー ダ ー,出 力 用 の ラ イ ン プ リン タ,そ れ にCaユCompプ ロyタ ー シス テ ム

(ド ラム型 と平 型 の500,600お よ び700シ リ ー ズ)な どの 装 置 が あ る 。 ソ フ

トウ ェア と し ては 標 準 のFORTRANサ ブ ル ー チ ン外 に
,PLOT,SYMBOL,そ し

てNUMBERと 称 す るサ ブル ー チ ンを使 用 す る。

6.4SCERT

SCERTの 構 成 要 素

SCERTは,次 め4つ の お もな 要 素 か ら構成 され てい る。

(1)定 義 用 ラ ン ゲ イ ジ

こ れ は シ ミ ュ レー トされ る ア プ リケー シ ョン ・シ ス テ ム とシ ミ ュ レrト され る ハ

ー ドウ ェア 複 合 体 と を定義 す る た めに 用 い られ る も の で あ る。Data
,definition

divisionは ア プ リケ ー シ ・ン ・シ ス テ ムの フ ァイ ル と リポ ー トを定 義 す る 。Proce

duresは 各 ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ.グ ラ ム を 定義 す る 。Configurationdivision

は モ デ ル番 号 と台 数 を含 め て シ ミ ュ レー トされ る 各 機 器 構成 を定義 す る 。environm

entdivisionは 設 置 に従 事 す る ス タ ッフ ー 経 験 の 得 られ た機 械 の型,給 与 水 準

な ど 一 を定 義 す る 。
..'
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(2)フ ァ ク ター ・ライ ブ ラ リー

こ こに は,ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェア 各 項 目の 諸 特 徴 一 コス ト,性 能,技 術

的 仕 様 な ど 一 が貯 蔵 され て い る。 た とえ ば,Facterlibraryは1件 の ハ ー ドウ

ェア に っ い て約500～700の フ ァク タ ー を貯 蔵 す る こ とが で き,ま た,1件 の ハ

ー ドウ ェア ま たは ソ フ トウ ェア に つ い て の レ コー ドは250字 か ら5 ,000字 ま で

長 さを 自由 に 変 え る こ とがで き る 。 現 在,factorlibraryは 約10,000件 の レコー

ドを持 っ て い るが,こ れ は 米 国 お よ び英 国 で製 造 され て い る 実質 上 す べ て の商 業 用

コ ピ ュー タ を カバ ー して いる,新 しい機 械 や,現 存 機 械 に 対 す る 変 更 が 発 表 され る

ご とに 新 しい デ ー タ が た え ず 追 加 さ れ て い る。 通 常,こ の デ ー タ は,供 給 者 に よ っ

て 発表 さ れ て か ら30日 以 内 に ラ イ ブ ラ リィに 入 れ られ る 。1年 以上 前 か ら,大 半

の努 力 は ソ フ トウ ェア 関 係 に 注 が れ て い るが,こ れ は 業 界 全 体 の ソフ トウ ェアへ の

重 点 の移 行 を反 映 し て い るρ

(3)シ ミ ュ レイ シ ョン ・プ ロ グラ ム

これ は イ ン プ ッ ト定義 デ ー タ を受 入 れ,ア ウ トプ ッ ト ・リポ ー トを作 成 す る の に

必 要 な 処 理 を行 な う。Scertシ ミ ュ レー シ ・ン は,1410エ ミ ュ レー シ ・ン ・モ

ー ドでIBM360/40ま た は360/50を 使 っ てで き る。 同 様 に ま たIBM14

10/7q10,さ らにRCA301ま た は3310,メ ペ ク トラ70/45(エ ミ ュ レー

シ ・ ン ・モ ー ド)あ る いは ユ ニパ ック1050上 で 運 転 す る こ とが で き る。

(4)ア ウ トプ ッ ト ・レポ ー ト

これ は 現 在,評 価 の 多 くの局 面 を提 示 す る 約14種 の 異 な った りポ ー トか ら構 成

され て い る。 各 評 価 に よ つて,す べ ての リポ ー トが 作成 さ れ る わ けで は な い。 た と

え ば,リ ア ル タ イ ム ・リポ ー トは パ ッチ処 理 の シ ミ ュレー シ ・ン を 行 な っ てい る と

き に は作 成 され な い。

コ ン ピ ュー タ ニ ・シス テ ム を シ ミュ レー トす る手 段 と してのSCERTの 競 争 相 手 に

つ い て一 言 した い。 そ の主 な も の は,Simiscript
,CPSS,CSSの よ うな シ ミュ レー シ ・

ン言 語だが,こ れ らは主 と して

段 であ る。一方,SCERTで は,

,シ ミ ュ レー シ ・ ン ・フ.ロ グ ラ ムを 書 くの を助 け る手

プ ロ グ ラ ム はす で に 書 か れ て い る の で あ る 。 さら に
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SCERTは,シ ス テ ム定義 の た め の フ ォー ムや 手 順,ハ ー ドウ ェ アや ソフ トウ ェ ア に

つ い ての フ ァ クタ ー ・ラ イ ブ ラ リ ィ,お よ び テ ス トされ た1組 の ア ウ トプ ッ トeリ ポ

ー トな どを提 供 し て い る
。

SystemDevelopmentCorporationはDPSS〈(DataProcessingSystemSimul

ator)〉 を 開 発 し,こ れ は 軍 事 用 指 揮 ・統 制 シ ス テ ムや ニュ ー ヨー ク州 の 公安 関係 に

使 わ れ てい る が,こ れ を広 く売 りだ す と い う こ とは 聞 い てい な い。SCERTに 似 た 商

業 用 パ ッケ=一 ジ の開 発 は,わ れ わ れ の 聞 い て い る だ け で2件 あ る が,将 来,業 界 が デ

ー タ処理 シス テ ム の機 械 的 評 価 の価 値 を認 識 す る につ れ
,も っと競争 が 起 き る こ とが

期 待 され る 。

主 要 な 特 徴

ア プ リヶ ー シ ・ン ・シス テ ム の型 式,SCERTは,各 数 百 ラ ン ま で の バ ッチ型 シ ス

テ ム,マ ル テ ィプ ロ グ ラ ミン グ お よび マル テ ィプ ロセ ミン グ ・シ ス テ ム,リ ア ル タイ

ム ・シ ス テ ム(通 常 型 一 銀 行 用 な ど 一 とカ ンバ セ ー シ ・ナ ル ・モ ー ド)な ど を シ

ミ ュレー トで き る。 い ま の と ころ,汎 用 タ イ ム シ ェ ア リン グ,・シ ス テ ムは シ ミ ュ レー

ト しな い。

シ ス テ ム 定義 とハ ー ドウ ェア 定 義 の独 立 性,一 方 の 定 義 を必 らず しも他 方 の定 義 を

変 更 で きるので,予 備設計 の場合 には,1つ の機器 構成 に対 して多数 の代替的 システ

ム設計 を シ ミュレー トで き,機 種選択 の場合 には,1つ の シス テ ム設計 に多数 の機器

構成化 を対応 させ て評価 す る ことができ る。

最 適 化 シ ミ ュ レー シ ・ン ・プ ログ ラ ムは,ア プ リケー シ ョ ン ・シス テ ム性 能 の 多数

の局面 を最適化 す るた めの アル ゴ リズ ムを含んで いる。 これ らの局面 には ,テ ー プ上

あ るいは大量 記憶 装置内 の レコー ドの ブロ ッキン グ,マ ル テ ィプ ログラム化 された仕

事量 のスケジ ュー リング,周 辺装 置 の入 出力チ ャンネルへの割当,内 部 記憶 の割当 な

どが含 まれ る。

再検討 モ ー ド対最適化 モ ー ド・SCERTは 再検討 モ ー ド(Reviewmode)で 働 ら

くときには,現 存 システ ムを設定 された通 りのや り方(プ ロ プキ ン グ,メ モ リ割 当な

ど)で 時間計算 する。 このモ ー ドは,し ば しばSCERTの 新 ユ ーザ ーに よ って,現 在
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の 仕 事 量 の 運 転 時 間 を 推 定 す る精 度 をチ ェ ックす るた め に使 わ れ る。 評 価 が 完 了 した

らSCERTを 最 適 化 モ ー ドに切 換 え て,い ま リス トされ た機 能 に加 え る こ とが で きる

改 善 を 決定 させ る こ とが で き る 。

シ ミュ レー シ ョン の5段 階

SCERTシ ミ.ユ レー シ ・ン は,つ ぎ の5つ の 段階 か ら 構 成 され て い る。

1.ア プ リケ ー シ ョン 。シ ス テ ム の モ デ ル

第1段 階 へ の イ ン プ ッ トに は,シ ス テ ム定 義 デ ー タ,ア プ リケ ー シ ・ン ・シス テ

ム定義 デ ー タ(イ ン プ ッ ト,ア ウ トプ ッ ト,'フ ァイ ル)が 含 ま れ る。 第1段 階 で は

ア プ リヶ ーシ ・ン ・シ ス テ ム の モ デ ル が 作 成 され,第3段 階 へ渡 され る。

2.ハ ー ドウ ェア/ソ フ トウ ェア構 成 の モ デ ル

第2段 階 へ の イ ン プ ッ トに は,SCERTのfactorlibraryは も とよ り,ハ ー ド

ウ ェア双 方 につ い ての 構 成 デ ー タが 含 ま れ る 。す べ て の 構 成 要 素 は,選 択 され た 付

加 装 置 を 含 め て,モ デ ル 番 号 お よび 数 量 と して確 認 され一な け れ ば な らな い 。 第2段 階

の ア ウ トプ ッ トは,ハ ー ドウ ェ ア/ソ フ トウ ェア複 合 体 の モ デ ル で,こ れ が 第3段

階 へ渡 され る。

3.シ ミ ュ レー シ ・ン事 前 分 析

第3段 階 で は,シ ス テ ム ・ハ ー ドウ ェア/ソ フ トウ ェア の 各 組 合 わ せ につ い て は

第1,2段 階 で作 成 され た モデ ル が結 合 され る 。粗 時 間 数 が 算 定 され るが,こ れ に

は 可 能 な同 時 作 業,リ アル タ イル
,処理,マ ル テ ィプ ロ グラ ミン グな ど の要 素 は考 慮

され な い 。 こ の段 階 で フ ァイル の 構 造 が き ま り,周 辺 装 置 が 入 出 力 チ ャンネ ル に割

当 て られ,プ ログ ラ ム の 規模 が 算 定 され,メ モ リ所 要 量 が 決 定 され る。 さ ら に,任

意 の標 準 ソ フ トウ ェア ・パ ッケ イ ジ(10CSソ ー トな ど)の 時 間 計 算が,間 接的 項

目(装 備,取 外 し,プ リン タ ー紙 交 換)の 時 間計 算 と と も に行 な わ れ る 。

4.シ ミ ュ レー シ ョン

シ ミ ュ レー シ ・の 段 階 は,さ ら に3っ の ス テ ー ジ に細 分 され る
。 第1ス テー ジ は,

す べ て の シ ミュ レー シ ・ンで 実 行 され る,こ こ で は,各 シ ス テ ム ・ハ ー ドウ ェア の
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組合 わせ に対す る運 転時 間が計 算 され る。 この場合,ハ ー ドウェア によ って許容 さ

れ る同 時作業,お よび こ うした 同時 作業 に課せ られ るすべ ての制約 条件 も考慮 に入

れ られ る。

第2ス テージは,ラ ンダム ・イベ ン トだけ に適 用 され るもので,リ アル タイ ム ・

システ仏 の評価 のた めに実 行 され る。SCERTは システ ム内 の戦略地 点で起 る行列

に関 す る統 計 を作成 し,こ れ らの行列 を通 り抜 ける メ ッセージにつ いての平均 お よ

び最大遅 れ時間 を計 算する。

バ ックグラウン ド・バ ッチ処理 が指定 され てい る ときには ,SCERTは,リ アル

タ イム ・インベ ン トに よ って引 起 こされ る中断 の影響 をも考慮す る。

第3ス テージ は,ハ ー ドウ ェア/ソ フ トウェア複合体 がマルテ ィプPグ ラ ミン グ,
|

あ る い は マ ル テ ィプ ロセ シ ン グ を実 行 で きる とき に実 行 され る。

SCERTは,マ ル テ ィ プ ロ グ ラ ミン グ機 能 を 最 大 に生 か す た め の 仕 事 の ス ケジ ュ

ー ル を作成 す る
。

5.ア ウ トプ ッ ト ・リポ ー ト

上 記4段 階 の 結 果 が累 積 され,第5段 階 で ア ウ トプ ッ ト・ リポ ー トが 作 成 され る。

ア ウ トプ ッ ト ・リポ ー ト

SCERTの 作 成 で き る14型 式 の リポ ー.ト は,次 の4種 に大 別 され る 。

RSylp1ugE!y-1!g2g!!ummarRrtこ れ に は数 種 あ る,OverallSummaryは,評 価 され る各 機

器 構成 に つ い ての総 時 間 お よ び総 コ ス ト ・デ ー タを 示 す2種 のCPUUtilization

reportが 作 成 され るが ,1つ は 各 ラ ンの 総 時 間 を示 し,も つ1つ は期 間(日 週 月)

内 の利 用 度 を示 す 。

ConfigurationCapabilitiesReportは
,時 間 お よび コ ス ト数値 を各 機 器構 成 ご と

に分 類 し,し か も,CPUの み な らず す べ ての 機 械 が カ バ ー し て い る。 最 後 に,

apPlicationsummaryは,各 ア プ リケー シ ・ンに 必 要 な コ ン ピ ュー タ ー 時 間 と プ

ロ グ ラ ミン グ作 業 と を示 す もの で あ る
。

C・mpute…mplem・ntrep・rt・2種 の リポ ー トが
,各 コ ン ビ 。タ_.セ 。 ト

2種 の リポ ー トが,各 コ ン ピ ュタ ー ・セ ッ トに つ い て の よ り詳 しい事 項 を報 告 して
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くれ る 。1つ は,コ ン ピ ュー タ の'1セ ッ トに つ い て指 定 さ れ た 構成 要素 のす べ て を リ

ス トしてお り,モ デル 番 号,単 価,レ ン タル,月 額,必 要 な床 面 積 ・ 必 要 な 空 気 調 節

な ど を含 ん で いる 。 も う1つ の リポ ー トは,コ ン ピ ュー タ ー セ ッ トご と の コス ト要 約

を提 供 し て い る。

Real-timeandMulti-programminganalysisL

この分析 リポ ー トは,ア プ リケー シ ・ン ・システ ムが リアル タイ ム とマル テ ィプロ

グラムを含む ば あいにだけ,4種 の リアル タイム ・リポー トが作成 され る。1つ は ・

リアル タイ ル,イ ベ ン トの各型式 につ いて,シ ミ ュレー トされ ている期 間 内 の処理時

間総計 を リス トす る。'この リポ ー トは,ど のイベ ン ト・タイプが最 も多 くの時間 を消

費す るか を示す,第2リ ポ ー トは,CPU大 量記憶装 置,通 信網 に っい ての ハ ー ドウ

ェア利 用状 況 を示す。 これは,ま た,平 均お よび最大 の期待 され る行列 の長 さを示す 。

第3の リポ ー トは,リ アルタ イム,イ ベ ン トの各型式 につ い てのシス テム応 答

(イ ベ ン トの発 生か ら応 答 までの平 均 お よび 最悪 のばあ いの時 間 一 秒 数 一)を

報告 ず る。'

第4の リポー トは,各 イベ ン トの型式 ご との メモ リ所 要量 を リス トす る,4種 の

リポ ー トは,リ アル タイム ・システ ムの期待 され る働 きをか な りわか りやす く知 ら

せ るので ある。

マ ル テ ィプ ログ ラ ミン グお よ び マル テ ィプ ロセ シ ン グ ・ リポ ー トは,連 続 した期

間 に つ い て そ の 情 報 を報 告 す る が,そ の期 間 の な が さは ユ ー ザ に よ っ て決 定 され る。

リポ ー トは 各 期 間 につ い て,メ モ リに あ る種 々 の プ ロ グ ラ ム ・メ モ リ所 要 量,オ ペ

レー シ ・ンを限 定 す る要 因 な どを 示 す,プ ロ グ ラム は多 くの 要 因 一 入 手 で き る内

部 記憶,入 手 で き る イ ン プ ッ ト ・デ ー タ,入 手 で き る 周辺 装 置 な ど 一 に も とつ い

て,メ モ リに時 間 的 に割 当 て られ る。

Detailedreports

詳 細 な ラ ン(ま た は プ ロ グ ラ ム)分 析 リポ ー トは,す べ ての リポ ー トの な か で も最

も部 厚 い も の で あ る 。各 ラ ン ー あ る いは,リ ア ル タ イ ム作 業 の 場 合 は 各 プ ログ ラ ム

ー お よ び機 械1セ ・ トご とに,1ペ ー ジ の リポ ー トが作 成 され る。 した が って,
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SCERTが4セ ッ トの機 械 で100ラ ンの システム をシ ミ ュレー トす る ときは,40

0ペ ー ジの詳細 ラン分析が で きる こ とになる。 リポー トは,入 出 力時 間,処 理時間,

装備 そ の他 の間接 作業時 間,お よび メモ リ所要量 な どの区分 を含 ん でい る。同時作

業 が可能 な ときには,オ ーバー ラ ップす る時 間の量 が示 される,メ 三 カーの見積 の

なか で提示 され ている時間 をSCERT時 間 と対比 したいとき には,こ の リポー トが使

われ る。

選択 的 なサー ビス として,SCERTは 第一一段階 への イ ンプ ッ トに も とつ いた,完

全 な システ ム,ド キ ュメンテー シ ・ンを作成 す るこ ともで きる。 この リポー トは入

札要請書 のなかの技術的 仕様 と して,コ ン ピューター ・メー カーへ提出す るの に用

いる ことがで きる。

SCERTの 用途'

SCERTの ような機 械的評 価 サ ー ビスは,単 にハ ー ドウェア適択 の場 合 だけ ではな く,

く,実 際 に次の ように広範 囲 に応 用 され てい る。

(1)ア プ リケー シ ・ン ・シス テムの予備設計,多 数 の代替的 設計 とそれぞ れについ て

の コス トの考慮 を含 む。

② 詳細 な シス テム仕様書,予 備 設計 に もとつ いて作成 される。(入 札要請善用)

(3)厳 正 なシステ ム設計,リ アル タイム ・シス テムにお ける応 答 の分析,マ ルテ ィプ

ログ ラム化 され た オペ レー シ ・ン に関 す るス ケ ジ ュー リン グを 含 む。

(4)機 種選択,特 定 の構成 要素 お よび選択的 付加装 置 にも とつ く機械 の評価,エ ミュ

レー シ ・ン,お よび特 定の仕事量 上 の特 徴 を含む 。CPU,記 憶装 置,通 信用 プロ

セ ッサ ー,通 信回線,遠 隔 端 末装 置 な どを求 めに応 じて含 めなけれ ば な らない。

⑤ 機械の増強,あ る施設の能力を増加するための種々の代替案の評価。

⑥ 新 しい機 械の変更 や発表 の影 響 の評価 一 特定組織 に とってのその コス トと利益。

(7)ソ フ トウ ェ ア選 択,代 替 可能 な プ ゴグ テ ミング言 語,オ ペ レー テ ィン グ ・シ ス テ

ムなどを特 定 の仕事量 と関連づ け て評 価。

(8)新 ソフ トウェア ・システ ムの予 備設計 一 遂 行すべ き機能 ,メ モ リの制限,必 要 な

な実行 ス ピー ド
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(9)共 通 ア プ リケー シ ・ン ・パ ッケー ジの予 備設計 一 メモ リ所要 量,要 求 される実

行速度,ハ ー ドウ ェアお よび言 語につい ての互換性 の考慮

⑩ 期 待 され る仕事 量 の変 化 の影 響,必 要 とされ るコ ンピ ューター能力 と プログラ ミ

ング資源 の観点か ら

ODプ ログラム ・プ ランニ ング,SCERTは 期 待 され る プ ログラム規模,内 部記憶 割

当,実 行時 間 な どを算定 す るが,こ れ らは各 プ ログ ラムにつ いての予備 プ ランと し

て用 いる ことがで きる。

⑫ システ ム最 適化SCERTは,現 存 のア プ リケー シ ・ン ・システ ムが レコー ドの ブ

ッキン グ,周 辺装 置 のチ ャンネルへ の割当 な どの改善 によ って,ど の よ うに改良で

きるか を示 す。'

⑬ 卜移行計画,エ ミュレー シ ・ン,ト ラ ンス レニシ ・ン,再 コンデ ィング,再 設計,

再 プログラ ミングな どの代替 可能 な諸方式 の優劣 の評価,そ れ ぞれ につ いて コス ト

運転時 間,必 要 な プログ ラ ミン資源 を計算す る。

04作 業 スケ ジ ュ一一'リングSCERTの 予 測 は,コ ン ビ ュー'ター ・ス ケジ ュール,マ ル

テ イプ ログ ラ ミン グジ ・プ ・ス ケジ ュール,遠 隔端 末装置 の送 信要求 のチ ェ ック,

プログラマー の作業割 当 な どの作成 に利用 で きる。

㈲ 購 買 と賃借 の比 較 分析,新 しい機械 を調達 す るばあ い。

㈹ 書換 え るべ きプ ログラムを決 定す るた めの現存 プログラムの評 価,各 プ ログラム

をSCERTに 対 して定義 し,実 際 の性 能 とSCERTが こ うあるべ きだ と言 う性能 と

食違 いをチ ェ ックす る。.

⑰ コン ピュー ター取 得の集 中的 調整(ま た は統 制)多 数の施設 をかか えていて,し

ば しば機械 の取得 や増 強の要 求が発生 す るばあい。

⑯ 全社的 デー タ処 理 代理案 の評 価 一 現 在,お よび予測 された仕事量 にも とつ く集

中化方式 対分 散化方式 の コス ト,応 答 時間数 の比 較

SCERT分 析 に 必要な 情報

SCERT分 析 に必 要 な情報 の種類 は,基 本的 にはす ぐれた システム設計 作業 で通常

得 られ るデー タ と同一 であ る。 パ ッチ型 作業 のばあい は,次 の ような もの が必要 であ
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る 。

(1) ア プ リケー シ ョン ・シ ス テ ムの 全 体 的 ダ イヤ グラ ム ー 種 々 の ラ ン ,ラ ン間 の コ

ミ ュニ ケ ー シ ・ン,必 要 な フ ァイル,処 理 の頻 度 な どを示 す 。

② フ ァイ ル 定義 一 フ ァイ ル内 の レ コー ドの類 お よ び レコー ドの 定 義,た とえ ば,

レ コ ー ドの長 さ と差 異,英 字 デ ー タの量,数 値 デ ー タの量,フ ィー ル ドの 数 な ど
。

(3)使 わ れ る フ ァイ ル構 成 とア クセ ス方 式 一 フ ァイ ル か,順 次,ラ ン ダ ム,索 引 順

次 の どの編 成 を とるか?ア クセ ス が,順 次,ラ ン ダ ム,索 引 順 次,ダ ン プ,コ ン

ス トラ ク トの どの方 式 を とるか?

(4)イ ン プ ッ ト,メ ッセ ー ジ定義 一 イ ン プ ッ トの 型 式,量(期 間 当 り平 均,最 大)

イ ン プ ッ ト,デ ー タ の入 手 可 能性 の タイ ム ・ス ケ ジ ュー ル

㈲ イ ン ター ラ ン ・メ ッセ ー ジ定義 一 イ ン プ ッ ト,メ プセー ジ に つ い ての 情 報 と同

一 の 型 の 情報

⑥ ア ウ トプ ヅ ト定 義 一 リポー トの型 式,こ れ に加 え て,水 平 的 フ ォー マ ッ ト(ラ

イ ン当 りの 印字),垂 直 的 フ ォー マ ッ ト(ス ペ ー ス必 要 量)双 方 の 定義 お よび ア ウ

トプ ッ トが満 た す べ き タ イ ム ・ス ケ ジ ュー ル

(7)マ ク ロ ・オ ペ レー シ ・ ンの観 点 か ら見 た処 理 に関 す る 仕様,各 型 式 の イ ン プ ッ ト

・デ ー タの 検 査,フ ァイ ル ・メ イ ンテ ナ ンス
,更 新 と処 理,分 類,リ ポー ト作成 を

含 む

リア ル タ イ ム ・シ ス テ ム につ い ては,以 下 の追 加的 情 報 が必 要 に な る
。

(8)リ ア ル タ イ ム,イ ベ ン トの型 式,期 間 別,発 生 地 点 別 の各 型 式 の イベ ン トの量 と

到 着 ス ケ ジ ュー ル,あ る期 間 を とれ ば,到 着 は ラ ン ダ ムか も しれ な い 。

(9)ア ウ トプ ッ トの 定義,そ の配 布 先,分 量

脚 各 型 式 の イ ンベ ン トにつ い て の 大 まか な処 理 ロジ ック,妥 当 性 検 査 な どの主 要 ス

テ ップ,大 量 記憶 装 置 内 の フ ァイ ル へ の参 照
,抽 出 あ るい は更 新,オ ー デ ィ ッ ト 。

ト レイ ル ・メ ッセ ー ジ の 作成 と貯 蔵,フ ァイ ル
,レ コー ドの貯 蔵,ア ウ トプ ッ ト 。

メ ッセ ー ジの 作成 と伝 送'㌧ ∵ へ'・ 一 一 一
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若干 の 問題 点

以 下 は,わ れわれ がSCERTを 議論 す る際 によ く耳 にす る質問 と,そ れ に対 す る可

能 な解答 で ある。

「まだ定義 のは っぎ りしていな い もの 一1965～67年 ごろのOS/360な どは

その好例 である。 一 をシ ュ レー トす る には どうす るか?」 この場合comreSSは

tTEmpiucaユFactorDerivationTechniqueTTと い う手法 を用い る。す なわ ち,諸 要

素 を フ ァクター ・ライブ ラリ ィのために構成す るに当 って・ 新 しいハー ドウ ェアま た

は ソフ トウ ェア に最 も近 い特徴 に持 つ従来 の ハー ドウ ェアまたは ソ フ トウ ェア を とり

だ し,こ れ を新 しいもののす でに しられ た特 徴で修 正す るのであ る。OS/360の 場合

には,1410/7010オ ペ レー テ ・ン グ ・シ ステムを・360の 発表 され ている特 徴

と 』OS/360の 諸標 とで修正 した。 「SCERTが オペ ノーテ ィング ・タイ ムを正 確 に

予測 す る とい うことが どうしてわか るか?」

ComreSsは ハー ドウェアと ソフ トウェアの仕様 を メー カーか ら入手す る ので,

SCERT分 析の結果 を弁 護す るこ とが で きなけ れば ならない,同 社 は,新 しい ハー ド

ウ ェア/ソ フ トウェアの性 能 フ ァクター を,実 際の性能 が測 定でき る ようにな った ら

直 ちにそれ と比較 す る。Comress'はSCERTが 時 間計 算を どう行 な うか の詳細 は発

表 しないが,疑 問 が生 じた場 合 に は,使 われた特 定のアル ゴ リズムは発表す るだろ う。

「われわれのシステムは変化するものである・設置 される時点でシステムが牢 さ

れ た ら,シ ミ ュ レー シ ・ンに どん な価 値 が あ るか?」 こ の答 え は,シ ミ ュ レー シ ・ン

は最 初の決定 に も用 いる こ とが で きるが,変 化 が予 想 され る ときには いつで も必要 な

だけ繰返す こ とが で きる とい うこ とだ。 「ぐず を入 れ て,く ず を出ず,こ とに避 ける

ため に,ど うして いるか?」Comressで は,フ ォームに正 しい定 義 が記入 され るよ

うに,自 社 の新人 ア ナ リス トとSCERTを 賃借す る企 業の アナ リス トに 必要 な訓練 を

している。

他の考慮事項

SCERTを 利 用す る方法 と しては,Comressか ら一 回限 りで提 供を受 け る方法 と

最 低1年 の期 間で賃借す る方 法 の2種 類 が ある。
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一回限 りの仕事 とい って も,小 さな分 析(20～30ラ ンを含 む シス テ ム)か ら,

大 規模 な リアル タイ ム ・システ ムの設計 まであ り,料 金 も5千 ドルか ら10万 ドル以

上 まで いろい ろあ る。 この コス トには,提 案 コス ト,SCERTア ナ リス ト時 間,SCERT

シ ミュレー シ ・ンお よびア ウ トフoット ・リポー ト作成,Comressに よる要 約分

析書 作成,Comressに よるマ ネジ メン ト ・レベル の口頭 説明な どの コス トが含 まれ

る。

賃 借方式 を と った場合 は,ユ ーザー は自分 の ところの機械 を使 って も,Comress

か らコ ン ビ'ユーター時 間の供給 と受け て も よい。料金 は最 低約3,600ド ル(月 額)

か ら約15,000ド ル(同)ま でい ろい ろあ る。 これ は,ユ ーザーが 自分 の機械 と自分

の アナ リス トを使 った場合 であ る。賃 借者 は,SCERTサ ー ビス を他 の組織 に供給 す

る こ とを賃借 契約,デ ー タ処理 に よ って禁 じられ てい る。

(出 典:EDPリ サーチ ・リポー トー 日本能率協 会EDP資 料専門 協会 一)

`
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代 表 的 な ソ フ トウエ ア会 社 名 簿

AriesCorp・

West-GateResearchPark,Moloan,Virginia22101

AmericanDataProcessing

ADivision.ofUniversityComputingCo.

、3700ComputerDrive,P.O.Box17405,Releigh,

NorthCarolina27609

ArthurS.Kranzley&Co.,Inc.

383KingsHighway,CherryHill,NewJerseyO8034

AppliedDataResearch

Ronte206Center,Princeton,N.J.08540

AutomationDataProcessing'

3700C・mp・t・ ・d・i・era1・igh・N・C…1i・ ・27609

BasicComputingArtsInc.

.3555TorranceBoulevard,Torrance,Calif.90503

BoltBeraneckandNewman工nc.

50Moult皿Street,Cambridge,Mass.02138

Comress,lnc.

2'121BladensburgRoad,N.E.,Washington,D.C.20018

CityNationalBank&TrustCo.

TenthandGrand,KansasCity,Missouri

Caywood-Schiller,Associates

401NorthMichiganAve.,Chicago,111inbis60611

ComputerSciencesCorp.

ApplicationsSystems,650NorthSepulvard,EISegundo,

Calif.90245

ComputerMethodsCorp.

866ThirdAve.,NewYork,N.Y.10022

CompUmatics,工nc..

327SouthLaSalleSt.,Chicago,工11inois60604

ComputerUsageCorp.

51WeaverStreet,GreenwichCo㎜,06830

ComputerApplicationlnc.

555MadisonAvenue,NewYork,NewYork10022
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DigitalAnalys'isConsultants,lnc. .

7460GirardAve.,LaJolla,Calif.92037

DataCorp・

750001dXeniaPark,Dayton,Ohio45432

Data-SystemResearch&EngineeringServices,Inc.

325SantaMonicaBlvd.,Suite811SantaMonica,Calif.90401

EasternAirLiqes]hc..・

ComputerSciencesBldg.11,MiarpiInternationalAirport,

Miami,Florida33148

ECONOMATICS

225S.LosRobles,#4WestPasadena,Calif.91106・
E.H.Kramer&Co.、

6505WilshireBoulevard,Suite215,LosAngeles,Calif.90048

ElectronicDataService,Inc.

18GermanyDrive,Wilmington,Dalaware19804

HONIGTimeSharingAssociates,Inc. .

11 .6NorthCentralAve.,Hartsdale,N.Y.10530、
InformationManagementInc・

447Batteryst.,sanF・ah・i・c・,calif.9411ゴ

InternationalComputerPrograms,工nc・

5704
.N・Guilf・ ・dA・ …1・dianap・1i・ ・ 桓d・46220

hstrumentSocietyofAtnerica

530WilliamPennPlace,Pittsburgh,Pennsylvania15219

1nf:)rmationControlSystems,Inc・'

TechnicalSales,327S.Fourth'A've.,AmArbor,Michigan

4SIO8

工㎡ormaticsInc.

5430VanNuy・,B。u1・va・dSherman,Oak・,Calif・mia91401

MeasurementAnalysisCorp・,;t,.1

10960S・ntaM・ni・aB6・1・v・nd・Lr・A・g・1…d・1if・90025 .

ヒ く
M・nag・m・ntR・5・archlnte・nati・ 中1、 ・.ln・ ・},...・

2209HancockDrive,Austin,Te)ζas7875』6

てト　ト

OptimizationAssoci4tg,s .・耳nc=・ ば 、.、'∴sl.F.・t'・,、、,,',..㌧.,.tt.',tr,.

P.0.Box4752,Rochester,NewYork14612

・.∵tl"'・ .一 ・・∵.

Ptogrammatic・s .・Jnρ'・ ∵.・"L:.・ .,.、t・t,・ ・一,.・ ・..,.・.

12011SanVicehteBIVd.,LosAngeles,Calif:90049

一
.168-、 、



.

PioneerDataSystems・

1206MulberrySt.,DesMoines,工owa50308

PlanningResearchCorp.

1100GlerdonAvenue,LosAngeles,California90024

R.ShriverA'ssociateS

CorporatePlanningSerVices,DenVilleProffesionalBldg.,

Denville,NewJerseyO7834

SoftwareResourcesCorp.

6399WilshireBlvd.,LosAngeles,Calif.90048

StandardComputerCorp・

1411WestOlympicBoulevard,LosAngeles,Calif.90015

Tech皿icalOperations,工nc.

NorthwestIndustrialPark,BUillington,Mass.01903

TheEquitableTrust,Co.

Baltimore,MD.21203

UniversityComputingCorp.

Building1949StemmonsFreewayDallas,Texas・75207

WolfResearch&Deve10pmentCorp.,.,、 ・t/.,
`'
.'P.O.Box36,WestCo㎡Cofd,'Mass.01781':'"1

WorldwideComputerServicesInc.

225WestchesterAve.,PortChe8ter,N.Y.10573

.

"

'

'
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ソフ トウエ ア会社 が販 売 しているパ ッケイジ ・プ ログラム
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